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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ　――予知夢の始まり










「ミラ～イ！　ミライミライ！」


「なーにー？」


「ママね、ママ、いま突とつ然ぜん、なんかすっごい夢見ちゃった！」


「ユメー？」


「うん」


「どんなユメ～？」


「うんとね、ミライがね、ミライがなんか、男の子に恋こいしちゃうのよ～」


「……う～？　コイ～？」


「そう」


「コイってなに～？」


「あらミライ、恋を知らないの？」


「うん。知らな～い」


「お子様ねぇ」


「ミライお子様違ちがうもん！」


「あはは」


「笑っちゃだめぇ！」


「あはは。じゃあ、ママが恋の意味を教えてあげましょう」


「うん」


「恋っていうのはね」


「うん」


「誰だれかを好きになることよ」


「好きになること？」


「そう」


「ふぅん。それって、ミライがママ好きみたく？」


「あらミライ、ママのこと好きなの？」


「大好きー!!」


「ママもミライが大好きよ」


「えへへ～」


「でも、それとはちょっと、違うのよねぇ」


「違うの？」


「違うなぁ。もっとね、こう、ママがパパを好きな感じっていうか」


「パパってなに？」


「パパはミライのパパのことだけど、ミライは会ったことないから、わかんないよねぇ。ミライが生まれてすぐ、旅にでちゃったから……でも、まあ、恋のことはいいや。ミライもお年ごろになったらわかるでしょう。いまいくつだっけ？」


「ええとね、ええとね、四つかな！」


「あはは、指は六つになってるけどね。四つに両手の指はいらないのよ？」


「ううう？」


「ほら、右手だけで指四本立てられるでしょう？」


「ほんとだぁ！」


「もぉ、ミライはいっつもかわいいなぁ」


「うん！　ミライはかわいいよ！」


「うんうん。でも、ミライがいま四つってことは、そうか……さっきあたしが見た夢はたぶん、十年後ぐらいのことかなぁ。夢の中のミライは十三、四歳さいくらいの見た目だったもんねぇ。十四歳。このちっこいミライが、十四歳で男の子に恋をする、かぁ……」


　と、少しだけ感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいてから、彼女は言葉を止めた。


　そのまま顔を上げる。


　長く綺き麗れいな、宙空を舞まう稲いな妻ずま状の髪かみ。金色に輝かがやく瞳ひとみ。まるで外套マントのような形をした稲妻を纏まとい、それがバチバチと風になびいている。


　雷神インドラの末まつ裔えい――アンドゥのスクラルド。


　それが彼女の名前だった。


　すべてのイカズチを統すべる者。


　この魔界マクアエにおける、すべての神かん鳴なりを統べる者。


　その彼女が切れ長の目を少し細めただけで、周囲にあるすべての雷いかずちの精たちがバチバチと騒さわぎ始める。


　彼女がいまいる場所は、魔界マクアエの南西部に位置する、雷神インドラの末裔たちが棲すまう領土だった。見み渡わたす限りに広がる荒あれ果てた大地と、稲妻を帯電し続けている黒い雲に覆おおわれた、決して光の射ささない、黒い空。


　それが彼女たちの種族が棲む場所。


　他の悪あく魔まどもも近寄らない、雷の病に冒おかされてしまった領域。


　そこに彼女は胸を張って立ち、それから、二日前にこの地に突とつ如じよ現れたという、白い、塩で出来た山を見上げる。


　気味が悪いほどに真っ白い、塩の山。


　それをスクラルドは見上げ、


「ねぇね、ミライ」


「なに～」


「ミライにはあの山、なにに見える？」


　そう聞くと、彼女の娘むすめが一歩前に、出てくる。


　やはり彼女と同じ、稲妻状に宙を舞う金色の髪に、強気そうなのにたれ目な、かわいらしい金の瞳。そのくりくりの瞳を塩の山のほうへと向けて、ミライは言った。


「お城に見えるよ！」


「お城？」


「うん！」


「ふむ。ああ～、なるほど。確かに、お城に見えるわねぇ。じゃああの、ところどころに空いてる黒い穴は、窓ってことか。お城。お城ねぇ」


　そう呟きながら、スクラルドはもう一度塩の山を――いや、その、突如現れた城を見上げた。そして、少しだけ大きな声で、


「……さ～ってさてさて、それが城なら、あれでしょう？　あたしたちの領土を攻せめにきたって、考えちゃっていいのよね～？　なんせ人の家うちに、許可なくこーんなおっきな城建てといて、喧けん嘩かを売ってるわけじゃないんです～、じゃ、すまないものねぇ」


　なんて言ってみると、その、塩の城に空いた無数の穴から、気味の悪い魑ち魅み魍もう魎りようどもが顔をだし始める。そこには彼女が知っている種類の悪魔も、知らない種類の悪魔も、それに、悪魔ではない種類のなにかもいるのだが、まあ、でも、全部小物だ。小物にこんな巨きよ大だいな城を建てることはできないだろう。


　なにせこのへんは強力な雷の悪魔や雷らい獣じゆうで溢あふれ返っているのだ。その目を盗ぬすんでこの城を建ちあげる、というのは、それなりに力があるモノでなくては、無理だろう。つまりその城の中には他にも、大きな力を持っている奴やつがいるはずで。


　それもおそらくは、悪魔ではないだろう。悪魔は決して、ここには近付かない。よほどの馬ば鹿かじゃない限りは、ここにくれば殺されてしまうことがわかっているから、近付いてきたりはしない。つまり、いまここにいるのは、《道み程ち》を使ってどこかの異世界からやってきた、世間知らずども、というわけだ。


　だからその世間知らずどもに語り掛かけるつもりで、スクラルドは言った。


「あ～、あたしの言葉通じてる～？　なんかあんたらなーんもわかってないみたいだから教えてあげるけど、ここ、無許可できちゃいけない場所なのよ。それとももしかしてバエルのおっさんやらアスタロトんとこの娘に許可取ったのかな？　んでもってここにこ～んなおっきな城をおっ建てちゃった？」


　彼女がそう聞くと、その城のほうから魔術に乗せられた声が響ひびいてくる。いま目の前に見えてる小物たちとは違う、大きな力を持った何者かが、こちらの頭に直接語り掛けてくる。


『魔界の主あるじに許可を――』


　が、その言葉をあっさり遮さえぎって、スクラルドは言った。


「主って誰よ？」


『サタ――』


「『冥めい呪じゆのサタン・ヴィスエル』んとこのガキは、あんまりはしゃぐから殺しちゃったけど？」


『なっ……』


「……はっはぁん。サタンが権力持ってるって勘かん違ちがいしてるってことは、あんたニンゲンでしょ～？　ニンゲンんとこじゃ、どういうわけか『冥呪』の奴が有名だ～って話をニンゲン好きの悪魔から聞いたことがあるけれど……」


『………………』


「まあでも、なんでもいいわ。まわりくどいのはあんま好きじゃないから、率そつ直ちよくに言うわね？　じゃあいきます」


『………………』


「目め障ざわりだから、消えろよおい。ここは昔から雷らい魔またちが棲む領土。どこの馬鹿がここに城建てていいなんて許可したのかは知らないが……」


　と、言いかけて、しかしそこで彼女は言葉を止める。


　そしてなにかを思い付いたように手をぽんっと打って、


「……あ、でも魔界で唯ゆい一いつ、ここに城を建ててもいいよ～って許可をもらえる方法もあったんだった。それ、やってみる？」


　なんて言う。


　すると城の中にいるモノが、


『その方法は、なんだ？』


　と、聞いてくるので、スクラルドは笑えみを浮うかべて答える。


「あたしを殺すのよ。弱肉強食。それだけがここの法律だから。雷魔が棲む領土で、その王であるあたしを殺せたなら、み～んなあんたに平ひれ伏ふすわよ。やってみる？」


　そう言って、彼女は手を前に差し出す。するとその手に力が集まり始める。


　雷の力。


　強大な雷の力。


　それは神ですら触ふれることのできない、信じられないほど強力な雷神インドラの力。


　視界いっぱい、すべてのものがその雷の光に照らされて、眼めがくらみそうになるほどに周囲が明るくなる。


　それに城にいるモノが言う。


『わかった。立ち退のく。だから……』


　が、それにスクラルドは笑う。


「という決断を、あたしがくる前にすればよかったのにね～」


　そう言って、あっさり稲妻を放った。


　それだけで、景色が変わる。城が消し飛んでしまう。


　それに後ろからミライが、


「ママすごおおおおおおい！」


　なんて叫さけぶから、彼女は笑って、


「あんたも千年もすればできるようになるわよ」


「ほんとに!?」


「ほんとほんと。それに……」


　と、彼女はいま、自分が破は壊かいした城のほうを見つめる。するとその城の残ざん骸がいが宙空をふわふわと浮かび、それがなにか、瞳のようなものを作りだす。そしてその瞳がこちらを見つめる。まばたきするごとにカシャ、カシャと、不快な音を鳴らす。攻こう撃げきしてくる様子はない。あくまで遠くで、まるで監かん視しするかのようにこちらを見つめ、カシャカシャと音を鳴らすだけで。


　それにスクラルドは、


「……あ～らら、この城はそういう目的かぁ。あたしの力を調査するための？」


　しかしもう、その問いかけに瞳は答えない。ただ、カシャ、カシャと音を鳴らすだけで。


「に～んげん。メフィスト・クロードの奴はニンゲンが一番質たちが悪いって言ってたけど、あれ、ほんとかもねぇ。すべての次元を手に入れようとしてるとか……それ、ほんと？」


　と、聞くが、やはりカシャ、カシャっと音を鳴らすだけで答えない。


　ただ、ただ、瞳はこちらを見つめるだけで。


　それに彼女は、


「…………」


　その瞳からの視線を受け止めるように、少し目を大きく開く。そして宙に浮かぶ瞳を、彼女の金色の瞳でじろりとにらみつける。


　するとにらんだだけでその、黒い瞳は破は裂れつしてしまって。


「…………」


　その中から、一人の男が現れる。
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　そいつはまだ、子供だった。


　ミライよりも一、二歳くらい年上だろうか？　といっても、そいつは悪魔じゃないので、見た目から実じつ年ねん齢れいはわからないのだが、しかし、ニンゲンならやはり、六、七歳くらいだろう。黒髪に黒い瞳。妙みように老成したような、落ちついた……いや、感情が死にたえてしまっているような、顔。その死人のような顔がこちらを見つめ、


「ああ、見つかっちゃったか。さすがスクラルド」


　と、言った。


　それに彼女は首をかしげる。


「あら、あたしの名前を知ってるの？」


　少年はうなずく。


「もちろん。あなたは魔ま界かい一の化け物だと有名だからね」


「へぇ～、で、それを知っててここに侵しん入にゆうしてきた？」


「うん」


「自殺志願？」


　するとそれに、少年は子供には似合わない、皮肉げな顔で笑う。


「ははは。違ちがうよ」


「ならなにしにきたのよ」


「あなたを僕ぼくの支配下におきに――」


　その、言葉に、スクラルドは笑った。


「あたしと契けい約やくする気？」


「うん」


「できると思ってるの？」


　そう言うと、少年はゆっくりと手をあげ、そのまま下げる。


　すると彼の足あし下もとの土がぐぐっともりあがり、そこから一人の、美しい女が姿を現す。


　真っ白い髪かみ。


　白い肌はだ。


　白い瞳ひとみ。


　黒い服。


　その女が、少年の足下に平伏すように現れて。


　それにスクラルドが、


「あら、あんたアスタロトんとこの娘むすめでしょう？」


　そう聞くと、彼女はこちらを見る。白い瞳でスクラルドの姿を確かく認にんして、


「……ホウホウホウ、ソウイウあなたはスクラルド様。なぜアナタ様がここに？」


「それはこっちのセリフよ。北席の大公ヴエリムがなぜニンゲンの足下に這はいつくばる？」


　するとそれに、アスタロトの娘は嬉うれしげに微笑ほほえむ。


「コノ子がカワイイからですわ」


「はっ。ま～た色狂ぐるいかよ。で、色に狂ってあたしと殺し合いでもする気？　あんたじゃあたしには勝てないでしょうに」


「アラアラ、あなた様もいつもと変わりナク、自信過か剰じようのようで」


　そう言ってアスタロトの娘は右手を挙げる。するとその手の平から毒どく蛇へびが飛びだし、咆ほう哮こうをあげる。


　それにスクラルドは笑みを浮かべ、拳こぶしに雷らい光こうを宿そうとするが、しかしそこで、


「蛇を収めて、アイヴィィ。僕は彼女と、話しあいにきてるんだ」


　少年が言った。それにアイヴィィ。と呼ばれたアスタロトの娘は振ふり返り、


「アラ、そうなのですか？」


　と、言う。


　すると少年はうなずき、


「うん。君を呼びだしたのは、僕が彼女と戦えるだけの力を持っている、というのを見せたかっただけなんだ。だから君は、そばで、僕を守っていてくれるだけでいい」


「ソウデスカ。では、命を懸かけてお守りしましょう」


　という言葉に、少年はやはり、子供とは思えない冷たい笑みを浮かべ、


「はは、悪魔が僕のために命を懸ける？　冗じよう談だんきついなぁ」


　と言うと、アイヴィィ。も笑う。口を大きく開き、やはり真っ白い舌を伸のばして、


「アハハハハハハハハハ、バレまして？　そういう主の、ニンゲンの分際で妙に賢さかしげなところも、スキですよ」


　なんてことを言う。


　それに少年は少し微笑み、地面に這いつくばったままの女を見下すように見つめてから再び、こちらを見上げて、


「僕は悪魔が嫌きらいだ」


　なんてことを言った。その言葉の中に、少しだけ子供らしさを感じて、スクラルドは思わず吹ふきだしそうになる。


「でもあたしたちと契約したい？」


「ああ」


「で、アスタロトの娘と契約したのを見せつけて、自分は力を持ってるんだぞ、と、あたしに脅おどしをかけてきてる？」


「ああ」


「言っとくけど、あたしはアスタロトの娘ごときじゃどうにも……」


　が、その言葉を遮さえぎって、少年が言った。


「僕が契約しているのはアスタロトだけじゃない」


「へぇ。でも、誰だれを連れてきたって……」


　しかしそれも遮り、言う。


「僕は《天てん魔ま》の放った鴉からすの右首だ。闇やみを抱かかえて、ここに持ってきた」


　なんてことを、言う。そしてそれに、スクラルドは一いつ瞬しゆん、言葉を失う。


　テンマ――という、少年が放った言葉に。


　それはここでは、口にすることすら許されていない、忌いまわしい名前だった。


　狂った名前だった。


　だがそれを、この少年はあっさり口にする。おまけにこいつは、自分のことをテンマが放った鴉の右首だと言った。


　鴉。鴉。鴉。


　その言葉は、聞いたことがある。


　それはさっき見たばかりの夢の中で出てきた言葉。


　幼いミライが将来恋こいをする、黒髪の男の子の名前だ。


　それに。


「…………」


　それにスクラルドは、よく見ると夢の中に出てきた少年とそっくりの、黒髪の少年を見つめ、


「……おまえがあたしの頭の中に、さっきの夢を送りこんできたのか？」


　と聞くと、少年はうなずく。


「正確に言うと、《天魔》が見た夢を、ここに持ってきた」


「へぇ。さっきのあれ、《天魔》が見た夢なんだ。で、あんたは将来夢であんなことになるから、先走ってもう、いまからあたしの娘をお嫁よめにもらいにきた？」


　そう聞くと、少年は笑い、


「僕は夢には出てきてないよ」


　と、言う。


　それにスクラルドは目を細め、少年の顔を見つめる。しかし年ねん齢れいは違うが、やはりその顔は、夢に出てきた男の子とまるで同じで。


　夢に出てきた、紅くれない月げつ光こうという少年と、まったく同じで。


　だから彼女は、聞いた。


「おまえ、名前はなんて言う？」


　すると少年は答える。


「紅くれない日ひ向なた」


　とそう、答える。


　それにスクラルドは、


「ああ」


　と、言った。


　日向に、月光。


　光と、影かげ。


　それにスクラルドが、


「……テンマが使う鴉は双ふた子ごで生まれ、喰くいあいをすると聞いたことがあるが……おまえら、双子か」


　そう言うと、日向はまた、うなずく。


「そう」


「で、おまえはその、双子の兄弟を喰い殺すために、あたしに力を借りにきた？」


　するとそれに、日向は少しだけ笑う。悲しげな顔で笑う。そして、


「…………違うけど、でもそれを君に説明するつもりはない」


「説明しないであたしに手伝えって？」


　が、彼はそれにも首を振り、


「僕を手伝う必要はない。いや、あなたが動く必要もない。ただ僕が頼たのんだときに……」


　と、そこまでで、彼が言おうとしていることが、わかった。


「ミライを？」


　すると日向はうなずいた。


「ああ。ミライを僕らの世界に寄こしてほしい。彼女は兄さんの運命を助ける子だから」


「それを頼みにわざわざ、あんたはここにきたと？」


「うん」


「でもちょっとそれ、おかしくない？　鴉の兄弟は喰いあうんでしょう？　その口くち振ぶりだとあんた、自分から死ぬつもりじゃないの？」


　という問いかけに、


「…………」


　しかしやはり、日向は答えるつもりはないようだった。やはり子供とは思えない、無表情のままで。


　それをスクラルドは見つめ、それから、


「……いいでしょう。約束してあげる。ガキが独り、思いつめた顔でこんなところまできたんだから、本気なんでしょう。テンマどもがいったいなにをしようとしてるのかはわからないけれど……ま、でも、あんたみたいな馬ば鹿かは嫌いじゃないわよ」


　と、彼女が言うと、それにあいかわらず地面に這いつくばっていたアスタロトの娘がこちらを見て、


「キライじゃない？　嫌いじゃない？　これであなた様も、色狂いの仲間……」


「てめぇと一いつ緒しよにするんじゃねぇよ」


「アアこわいコワイ」


　と、アスタロトの娘は言いながら、日向とスクラルドの話しあいが終わったと思ったのか、そのままずぶりずぶりと地面に埋うまっていく。そのままその手が、日向の足をつかみ、一緒に地面に引きずり込もうとしていて。


　それにスクラルドが聞く。


「帰んの？」


　すると日向はうなずく。


「話は終わったからね」


「ほんとに用件、これだけだったんだ」


「そう。あと君の力がどれほどのものかの確認もしたかったんだけど、いまの僕の呪じゆ力りよくじゃとても解かい析せきしきれなかった。でも、まあいずれまた会うでしょう……」


　と、そう言ったところで、日向の姿はアスタロトに引っ張られて、地面に消えてしまう。


　それをスクラルドは見つめ、それから、


「……ニンゲンか」


　と、小さく呟つぶやいてみる。


「テンマが遣つかわした、ニンゲン……ま～さかミライがニンゲンに恋することになるなんて思わなかったけど……あれ、じゃあなに？　あたしの孫はニンゲンとのハーフになんのかしら？　うっそでしょう～」


　なんてことを言いながら、彼女は背後を振り返ってみる。すると娘むすめはいつの間にかお昼ひる寝ねタイムに突とつ入にゆうしようとしていて、半眼で地面に座すわり込んでしまっていて。


「あらあら、ずいぶん静かだと思ったら、ミライお眠ねむなの？」


　すると娘が目をごしごしこすりながら、


「ねむくないもん」


　と言って、彼女の足に甘あまえるように抱だき着いてくる。


　その、まだ幼い娘の頭をわしゃわしゃと撫なでて、スクラルドは言った。


「ねぇミライ、ミライはニンゲン好き？」


　すると娘が答える。


「ニンゲンってなにー？」


「あれ、ニンゲン知らないの？」


「知らな～…………」


　が、そこでミライは、寝た。


　その娘の首をつかみ、持ちあげる。くーくーと寝息を立てている娘の顔をのぞきこむ。


　かわいらしい、無む邪じや気きな寝顔をスクラルドは見つめ。


　そしてさっき、無理矢理テンマに見せられた夢を思いだす。


　十三、四歳に成長しているミライが、鴉と呼ばれたニンゲンの男の子に恋をする夢。胸が張り裂さけるほどに恋をする夢。そしてそれをきっかけにして、世界の消しよう滅めつが始まる夢。なにもかもが消え、絶望だけが撒まき散らされる夢。おおよそ、あまりいいことが起こっているようには見えなかった。





　娘は泣き叫さけぶ。





　魔ま女じよを殺すと泣き叫ぶ。





　喉のどが張り裂けそうなほどに泣き叫ぶ、夢。





　そしてそんな夢の光景を思いだし、スクラルドは、


「……んもぉ、ミライってばあたしが思ってたよりもすっごいワイルドな人生を送るのねぇ～。男の子と恋に落ちて、世界が消滅するとか、なによそれ。な～んかすっごく熱くない？　こりゃ～十年後が楽しみだわ」





　と、なぜか、嬉うれしそうに笑って――

















　　　第一章　赤い答案










「ねぇ大たい兎と」


　と、幼おさな馴な染じみの時雨しぐれ遥はるかが声をかけてきた。


「…………」


　しかしそれに、鉄くろがね大兎は答えない。


「ねえってば」


「…………」


「ねえちょっとほんとに、返事してって」


「………………」


　しかし彼はやはり、答えない。


　茶色がかった髪かみに、中学のころまでやっていた空手でそこそこに鍛きたえられた細身の体。その体を教室の机の上に突つっ伏ぷし、まるで死体のようになっている彼の顔をのぞきこんで、


「もぉ～、な～んで無視するのよー」


　遥が頰ほおを膨ふくらませ、ちょっとだけ怒おこったような顔で言う。綺き麗れいな黒髪のミディアムに、いつも笑え顔がおの、優やさしそうな顔。チェックのプリーツスカートに宮みや阪さか高こう校こうのセーラー服を着た彼女は、死体顔の大兎の顔をのぞきこみ、ちょっとだけにやにや笑って、


「そんなにテストの結果悪かったの？」


　と言うので、大兎はそこで初めて、


「……返事がない。ただの屍しかばねのようだ……」


　と、本当に死体のような口調で答えた。


　するとそれに遥が首をかしげ、


「なにそれ？」


「んぁ、知らねーの？　ドラクエで死体見つけたときの有名な言葉なんだけど……遥まさか、ドラクエやったことないとか？」


「うん」


「ドラクエくらいやれよー」


　という大兎の言葉に、しかし遥はちょっとだけ意地悪な顔で笑う。


「ゲームばっかやってるからテストの結果が悪いんじゃーん？」


　なんて、もう、ゲーム好きには言ってはならない禁断の言葉を彼女は言い放ってきて、それに大兎は信じられない鬼おにを見るような顔で遥を見つめる。それから遥から顔をそむけてまた、


「…………」


　死んだように机に突っ伏す。


　すると遥が慌あわてて、


「え、うそ、ほんとに傷付いたの？」


「…………」


「ちょっ、ごめ～ん。勉強教えてあげるから、許し……」


「……返事がない。ただの屍のようだ……」


「も～！」


　と、遥が笑うのが聞こえる。


　それに大兎も苦く笑しようしながら、上半身を起こして机の上にある三枚のテスト用紙を見る。するとそこでは、事件が起きている。もう、信じられないほどの大事件が起きている。


　ちなみにいまは、一学期期末試験の真っ最中だった。いや、正確に言うと期末試験最終日、最後の科目である英語の試験が終わったところだった。教室の前のほうでは生徒たちのカンニングを防止するためにやってきた見慣れない顔の新任教師が、


「はいはい、もう時間終しゆう了りようですよ～。ぐずぐずしないでプリント集めなさい。あ、名前がちゃんと書いてあるかは確かく認にんしてくださいね～」


　なんてことを言っていて、クラス中の奴やつらがええええ時間足りねぇよ～とか叫んでいるが、しかし、大兎はテスト開始五分で机の上の英語のテスト用紙に向かって、


「はぁ？　これ何語だよ？　日本なんだから日本語でしゃべれよ！」


　と怒ど鳴なりそうになる事件――という、大事件を起こしてしまったので、その五分からさきは、ずっと机に突っ伏したまま暇ひまだった。時間が余りまくっていた大兎にとってはみんなが言ってる、時間が足りねぇよ～が何語なのかもわからないし、それどころか途と中ちゆうほんとに暇だったので、テスト用紙の余白に車の絵を描えがいてみたり、太た郎ろうと花子が会話の中で、ハウアーユー？　とかむかつく笑顔で言っていたので、オーイェーアイムファインセンキュウふぁっくゆーー！　とか書いてみたりしていたのだが、しかしさすがにその部分は消しゴムで消した。消すのに五分くらいかかったので、もう、よっぽど暇だったのだと思う。


　とにかくその、芸術的な車の絵とかが評価されない限りは赤点間ま違ちがいなしなので、とりあえず今回の英語も赤点だろう。というか今回の期末テストが始まってからすでに十一教科の試験をこなしたのだが、そのすべてを真っ赤な血で染める自信があるぜ！　俺はそんなすごい男なんだぜうううううう。


「………………」


　と、大兎はまた、泣きそうな顔で机に突っ伏すと、その横から遥が、


「……で、でも、仕方ないよ大兎、生徒会の仕事が忙いそがしくて、ほとんど授業に出てなかったんだし」


　なんて言ってきてくれて。それに彼は、死人のような顔だけを彼女のほうへと向ける。


「遥もそー思う？」


　すると彼女はかわいらしい顔をこくこくうなずかせ、


「思う思う」


「でもさ」


「うん」


「遥がそう思ってくれてもさ」


「うん」


「赤点とったら、留年じゃん？」


「……ええと」


「ちなみに俺、今回全教科赤点取る自信あるぜ！」


「ええええええええええ」


　と、本気で驚おどろく遥の声に大兎は、


「あ、いや、まじでそんなに驚かれると、意外と傷付くんだけど……」


　なんてことを二人で話していると、新任教師がこちらを向いて、


「こらそこ～。プリント止めてないで、早く回せー。カンニング扱あつかいにするぞ」


　とか言ってくるので、それに大兎は半眼のまま顔を上げ、


「あ、やべ、カンニングが見つかったあああああ！　というテストが０点だったらどうします先生」


　と言うと、教室中の生徒たちが笑う。


　みんな楽しそうに笑う。


　ちなみにここのところ、どういうわけか俺様生徒会長の紅くれない月げつ光こう君に無理矢理生徒会委員に任命されて、そしたらその生徒会は異世界の化け物と戦ったり交こう渉しようしたりするようなよくわからない生徒会で、そんなこんなをやってるうちに遥が異世界の化け物に拉ら致ちされたり、生徒会室が《軍》に逆らってイタリアに夜よ逃にげをしてもしかしたらもう日本には帰ってこられないんじゃないか～とかもう自分で言っててもよくわからない大冒ぼう険けんをしたり、《天てん魔ま》とかいう名前の化け物が暴れて学校ごと消し飛んでしまいそうになったりともう、なんか、勉強なんてまるでできないほど大変な毎日を過ごしていたのでなんかこう、クラスメイトが楽しそうに笑う平和な教室の風景を見ると――みんながあははと笑う、穏おだやかで、平和な光景を見ると、大兎も思わず穏やかな気持ちになってきてしまい、こう言った。


「てめぇら他ひ人と事ごとだと思って笑ってんじゃねぇええええええええ！」


　いやもう、ほんと穏やかな気持ちになんかなれるはずがなかった。


　全教科０点とか、そんなの漫まん画がのキャラかよみたいな大事件が自分の身に降りかかっていて、へらへら笑っていられるはずがなかった。


　だが、生徒たちはあははと笑う。


　さらに新任の教師も楽しそうに笑って、


「あらら、０点なのかい？」


「少なくとも10点にはいかない自信があります。それも全教科で！」


「おお～、なんか、逆にそれは立派だなぁ」


「ぜんぜん立派じゃねぇええええ！」


　と、大兎は頭を抱かかえる。


　すると不良の先せん輩ぱいたちとつるんでると噂うわさの、バスケ部の庭にわ野のが妙みように親しげな顔で、


「な～鉄」


「んぁ？」


「俺いま、おまえにすげぇ好感持ちはじめたぞ。俺も仲間だ！」


　なんて力強く言ってきて。


　さらにゲーム好きの田た中なかや斉さい籐とうが、


「俺も俺も」


「期末直前に例のＲＰＧの大作が発売されて、試験初日にはレベル99だったぜ！」


「俺も俺も」


「テストのレベルは０だけどな！」


「俺も俺も」


　なんてとても心強い言葉に、最後に遥の友達の酒さか井いさとみが、


「じゃあ落ちこぼれ四人で来年もこのクラスだねぇ。仲良しでいいね～」


　と、馬ば鹿かにするような顔で言って、それにクラスのみんながまた笑う。


　その笑い声に庭野、斉籐、田中、大兎の四人が同時に顔を見あわせ、


『だから他人事じゃねぇって言ってんだろうがコラァ！』


　なんて叫さけんでみるが、叫んだところで赤点を取ったことはどうにもならないので、


「もうどうすりゃいいの？」


　と、大兎はがくりと肩かたを落とした。


　するとそれに新任教師が生徒の名めい簿ぼのようなものを見ながら、


「でも、確か鉄君は生徒会委員なんですよねぇ？」


　などと聞いてきて。


　その瞬しゆん間かん、大兎が答える前に、不良の庭野が怒ど鳴なるように言った。


「あ、あ、汚きたね、生徒会委員はテスト全部免めん除じよって噂うわさ、ほんとなのかよ」


　続いて斉籐が、


「鉄おまえ、おまえだけゲームやり放題かよ！」


　なんて怒鳴ってきて。


　しかしそれに大兎は顔をしかめて、


「……いや、そーだって俺も聞いてたから、ろくに授業も出ず、ゲームもまるでやらずに生徒会の仕事ばっかしてたんだけどさぁ……ええと、実際どうなんだろ。先生なんか知ってる？」


　と聞いてみると、その新任の教師は微笑ほほえんで、


「ふむ。いままではずっとそうだった、と、校長から聞いてますが」


「まじで？　え、じゃあ俺の赤点は全部免除？」


　と言うと、庭野や田中、斉籐以外の、クラス中の赤点すれすれ生徒たちから、


「うおおおおお汚ねぇぞ鉄！」


　だの、


「あいつをいますぐ殺せ！　殺して代わりに俺が生徒会に入る！」


　だのと怒いかりの声があがるが、しかしそこでその、新任教師が、


「ですが、今回から僕が生徒会の新しい顧こ問もんになることが決まりまして……で、校長に言ったんです。生徒会委員をあまり特とく別べつ扱あつかいするのはやめましょうって。じゃないと頑がん張ばって勉強している他の生徒たちがかわいそうでしょうってね」


　なんてことを突とつ然ぜん言いだす。そしてそれに他の生徒たちが、


「おお～、先生意外とやるな！」


　とか、言う。


「生徒会だけ試験免除とか、ずりぃと思ってたんだよな～」


　とか、言う。


　それに隣となりに座すわってる遥が、


「で、でも先生、生徒会委員は忙しくて授業もちゃんとでれないし、テストの点数が悪いのは仕方な……」


　が、それを遮さえぎって他の女生徒が、


「でも生徒会長の月光様は、いつも学年トップの成績じゃん？」


「そーよそーよ。生徒会長がちゃんと試験受けて点数取ってるのに、鉄君だけ特別扱いなんておかしいわよ」


　とか、なんかどんどん話の雲行きが怪あやしくなっていくクラスの光景を――


「…………」


　しかし、大兎はまるで見ていなかった。


　彼はただ、一学期も終わりそうなこんな時期に突然やってきたその、英語担当の新任の教師を、にらむように見つめる。


　確か教室に入ってきたときに黒くろ守す――と名乗ったその教師は、ハーフかなにかなのかずいぶんと整った顔だちに、丸まる眼鏡めがね。白いワイシャツに、赤いタイ。ちょっとだけ派手なストライプの入ったズボン、という姿だった。年のころは二十四、五歳さいくらいだろうか？　もう少し上だったとしても、おそらく二十代だろう。若い。優やさしげ。話が通じそう、と、とりたてて妙なところもない、普ふ通つうの教師に見えるその男を、


「…………」


　しかし、大兎は少しだけ緊きん張ちようしながら見つめる。


　そしていま、その黒守と名乗った男が言った言葉を頭の中に巡めぐらせてみる。


　いまその男は、


『今回から僕が、生徒会の新しい顧問になることが決まりまして』


　と言ったのだ。


　この、異常な化け物で溢あふれる生徒会の顧問になると、言った。


　つまりこいつは――この、にこにこ笑って穏やかそうな男は、


「……《軍》の関係者かよ……」


　と、うめくように言いかけたところで突然、黒守がこちらを見つめてにっこりと微笑む。


　そして、


「あ～、やっと気づいてくれました？　テスト中ずーっと殺気を君に放ってたのに、まったく気づかないからどうしようと思っちゃいましたよ～」


　なんてことを、他の生徒の前で、平然と言って、ポケットの中に手を入れる。出す。するとそこにはナイフが握にぎられていて、それがひょいっと投げられる。本当になんの気ない、流れるような動作でそのナイフは投げられて。


　それが真まっ直すぐ、大兎のほうへと飛んでくる。


　大兎はそれに、


「…………」


　あまりに突然のこと過ぎて、声一つあげられない。当然だろう。優しげな教師が突然、さっきまでみんなで笑いあっていた教室で、ナイフを投げたのだ。そんなの、反応できるわけがない。


　あ！　と、叫ぼうとしたときにはもう、そのナイフは自分の首に刺ささっている。


　致ち命めい傷しようだ。それがすぐにわかった。動脈が切れ、血が噴ふきだそうとするのを、大兎は慌あわてて手で押おさえる。ナイフを抜ぬく。抜くのが早かったから血は噴きださない。彼の、ヒメアからもらった、七回死ななければ本当には死なないという特とく殊しゆな能力によって、首の傷が急速に塞ふさがる。


　だが、確実に一回死んだ。


　生き返れる回数が、一回減った。


　しかし、彼がいま気にしたのはそんなことじゃなかった。大兎は黒守をにらみつけ、


「て、てめぇいったいなにやってんだよ！　生徒会の顧問なんだろ？　なのに、なのにみんなが見てる前でこんなことし……」


　が、その言葉を言い終える前に、さらに三本のナイフが投げられる。


　それがまた首に、心臓に、脇わきの動脈に刺さり、今度は血が、噴きだしてしまう。教室中を汚よごすように、血が噴きだしてしまう。


　大兎はそのナイフを慌てて抜く。すると傷口は、すぐに塞がる。死ねる回数がさらに三回減ってしまったが、しかし、そんなことはやはりどうでもいい。それよりも。


「…………」


　それよりもいま問題なのは――


　ナイフを刺され、血を噴きだし、それでも死なない大兎の姿を、他の生徒たちが見る。最初はポカンと不思議なものでも見るような表情。続いて驚おどろいたような表情。そして最後には、まるで化け物でも見るような、恐きよう怖ふに歪ゆがんだ表情になって、


「きゃあああああああああああああ!?」


　と、女の子たちが叫んだ。


　続いて、


「ば、化け物!?」


　と、男たちが怯おびえた。


　そしてそのまま一いつ斉せいに教室の外へ逃にげだそうとする。


　それに大兎は、


「お、おいおいおいちょっと、ふざけんなって！　俺らがやってることは、他の生徒には秘密じゃねぇのかよ！　なにこんなパニック起こしてんだ！　こんな量の生徒に正体バラしたら、記き憶おくを消すのが大変じゃねぇか！」


　と、大兎は怒ど鳴なる。


　怒鳴りながらしかし、全身を緊張させる。


　この、生徒会の新しい顧問になった、という教師が、もしかしたら自分たちの味方ではないんじゃないか？　という考えが頭の中に生まれて。


「…………」


　いや、突然ナイフを投げてくるような奴やつが味方なはずもないのだが……って、あれ、じゃあまじで敵なのか？　異世界からきて生徒を喰くらっちゃうような化け物と変わらないような敵なのか？　んじゃもしかして、まじで戦わないと他の生徒に被ひ害がいが出るんじゃ……


「……うわ、そりゃまずい」


　と、そこでやっと、彼は臨戦体勢を取ろうとする。拳こぶしを握り、そして横でいま起きていることにいまいち反応しきれていない遥を守るように一歩前に出て。


　しかしそこで、黒守が言った。


「はい、反応が遅おそ～い。僕が教室に入ってきて、殺気を放った段階でその体勢を取ってほしかったな～。ということで、突とつ発ぱつ事件に対する瞬しゆん発ぱつ力りよく――７点」


　と言いながら、またポケットからナイフを取り出す。いったい何本ポケットにナイフを入れてるんだよと突つっこみを入れたくなるほど、次から次へとナイフを取り出す。


　それに大兎は、全身に力を込めて、対応しようとする。もうあのナイフを喰らうわけにはいかない。すでに四回死んでいるのだ。あと二回しか死んでいい回数が残っていない。


　だから彼は少し体を低くし、飛んでくるナイフに備えようとしたが、しかし、ナイフは大兎のほうには飛んでこなかった。


　ナイフが投げられる。


　するとそのナイフは酒井さとみの首に刺さる。彼女は悲鳴をあげることもできずに、床ゆかに倒たおれ、死ぬ。


　友達が。


　ついさっきまで笑っていた友達が、死ぬ。


　それを他の生徒たちが見る。


　悲鳴をあげようとする。


　だがその悲鳴もあがらない。


　黒守がナイフを次から次へと投げて、それが庭野の首に、斉籐の首に、田中の首に、山やま下した香かおりの首に。


　そして遥の首にも、ナイフが飛んでこようとして。


「ふざけっ」


　しかしそれは、大兎が彼女をかばうように抱だき締しめて、止める。ナイフが背中に刺さる。それでまた、彼は一度死ぬ。


　だがもう、そのナイフを抜く暇ひまがない。


　殺さつ人じん鬼きが。


　完全に狂くるった化け物がいま、教室の中にいるのだ。


　あんなに穏おだやかだった教室を、一瞬で真っ赤に染めてしまった化け物が教室にいて。


「…………」


　遥を守らなきゃいけない、と、大兎は思う。頭の中にアドレナリンが溢れ、突然起きた理り不ふ尽じんな出来事に対する不安や恐怖を捨て、その場から逃げだそうとする。


　いきなり抱き締められた遥は、目を白黒させてこちらを見あげ、


「い、いったいなにが……」


　と、泣きそうな声で言おうとして、しかし、その声を教室中であがった悲鳴が、かき消す。


　さらにその悲鳴が一つずつ、一つずつ消えていく。


　殺されているのだ。


　教師が投げるナイフによって、殺されているのだ。


　それはあきらかに異常な光景で。


　普通ならパニックに陥おちいってしまいそうなほどに異常な光景で。


　それに遥が、


「た、大兎、いったい……」


　が、それに彼は彼女の口を塞ぐ。そして言う。


「大だい丈じよう夫ぶ。俺が守るから、遥は教室の後ろの扉とびらから逃げて。あいつは俺が止め……」


　しかしそれにまた、黒守が言った。


　優しげな声こわ音ねで、


「はいそれ判断ミス。ナイフの速さでわからないかな。君より僕のほうが強い。君は他の生徒を盾たてにしながら、逃げて、他の生徒会委員に助けを求めるべきだった――というわけで、君の瞬間判断の能力――12点」


　なんてことを、大兎のすぐ、耳もとで言った。


　それに大兎はぎくりと体を震ふるわせ、それから拳を振ふり向きざまに背後へと放つ。だがその拳は、空を切る。声がしたはずの背後には誰だれもいない。そしてまた自分の後ろから、


「動きも遅いねぇ。それじゃ自分の命も、大切な人も守れない。だからほら、君があんまりにも弱いから、遥ちゃんの首がこんなふうになっちゃった」


　という声がして。


「…………」


　それに大兎は、動けなくなってしまった。こん状じよう況きようで動けなくなったら、もう、すぐにでも殺されてしまうかもしれないのに、しかし彼は動けなくなってしまった。


　だっていま、その黒守が言った言葉は。


　――遥ちゃんの首がこんなふうになっちゃった、という言葉はまるで、遥がすでに、死んでしまったかのような、そんな言葉で。


　それに大兎は、震える。


　恐怖に震える。


　思わず泣きそうになってしまいそうなほどに、震える。


　それから彼が、震えながら自分が抱く、遥のほうへと目を下ろしていったところで。





「………………」





　突とつ然ぜん、すべての景色が変わった。


　教きよう壇だんに立っている黒守がやはり優しげににこにこ笑いながら、


「でもま、一学期の期末で取った赤点については、夏休みの補習を受ければ免めん除じよになりますから、今回だめだった人も頑がん張ばればいくらでも挽ばん回かいできますよ」


　なんて言って。


　そしてさっき死んだはずの庭野が、


「え～、補習とかまじうぜぇ～」


　とか、うめくように言う。


　さらに首にナイフを刺されて倒れた酒井さとみが、


「それほんとですか!?」


　と驚いたような顔で叫さけんで、それにゲーム好きの田中が、


「なんだよおまえも赤点なのかよ！」


　と突っこみを入れる。


　それに酒井は舌をぺろっと出してえへへと笑って。


　さらに隣となりの席の遥がこちらを向いて、いつもの優しい顔で、


「よかったね大兎！　補習受ければ赤点免除だって！」


　なんてことを言ってくる。


　いつもの、平和な教室の光景。


　だがその、さっきまでの人が殺されまくっていた光景とはまるで正反対の景色に、もう、大兎はわけがわからなくなってしまって、いったい、なにが起きてんだ？　と、言おうとすると、それを言う前に、


「幻げん覚かく耐たい性せい能力も０点っと――さすがに鉄君ほど全部赤点だと、ちょっと特別補習が必要かもしれないけどねぇ」


　なんてことを、黒守が言った。


　それに大兎は、


「…………」


　口を開くのを、やめる。


　幻覚、と黒守は言った。


　つまりいまのはすべて、幻覚だったってことか？


　いや、まあ、まわり見回しても庭野も斉籐も田中も酒井も死んでないし。遥もにこにこ笑っている。それどころか他のクラスメイトたちはいまの惨さん劇げきを見てもいないようだった。


　でもそれでも、いま見た光景がめちゃくちゃリアルで、大兎はちょっと、心にトラウマとか負っちゃうんじゃないかと自分で心配になるほど疲つかれてしまったのだが。


「……全部、幻覚だったのか？」


　と、大兎が聞くと、それに黒守が笑った。


「おいおい大丈夫かい、鉄君。君が全教科で赤点を取ったのは、幻覚でもなんでもないよ」


　なんて言って笑う。


　それにクラスメイトもみんな笑う。


　だがこれは、笑いごとではなかった。


　もしもいまの全部が幻覚だったのなら、それはそれでいい。なにやら新しく生徒会の顧こ問もんになったこの、黒守とかいう男が、大兎の能力を調べるためにいろいろごそごそやった、というのなら、それはそれでいい。


　だが。


　もしもこちらが幻覚なら、どうする？


　本当はもう、みんな殺されてしまっていて、この、平和な景色のほうが幻覚なら、どうなる？


　と、そんなことを思って、大兎は黒守のほうをにらみつける。もしかしたらもう、遥が殺されてしまってるんじゃないかとか、クラスメイトがみんな殺されてしまってるんじゃないかとか、そんな恐きよう怖ふを心の奥おくに押おしこんで、黒守のほうをにらむ。


　するとその視線を黒守は易やす々やすと受け止めて、そしてそのままにっこり笑うと、


「さて、じゃあプリントも集めたことだし、僕はいくね。みんなテストお疲れさま～」


　なんて言って、踵きびすを返してしまう。


　そのまま黒守が教室から出ていくと、黒守先生ってなんかかっこよくない？　とか、彩あや香かもそー思った？　すごい顔整ってるよねーとか、やっぱなんか、大人の落ちつきっていうかさぁとか、あんた月光様のファンだったんじゃなかったの？　とか、もう、いま、あの黒守がやったことをまるでわかっていない女の子たちが口々に言いあって。


　それに男子たちが、女どもはこれだからさーとか言って。


　さらに遥がこちらを見て、


「ねぇ大兎」


　と、言ってくる。


　だがそれに、大兎は遥のほうを見ないまま、


「ん？」


　と、答える。目は黒守が去っていった扉のほうに向けている。もしかしたらもう一度戻もどってきて、ナイフを投げてくるかもしれないし、そしたらまたすぐ、油断しない能力――０点、とか言いだすかもしれない。


　そして自分が油断してしまったせいでまた、遥が殺されてしまうかもしれないから、彼は、全身を緊きん張ちようさせたまま、扉を見つめる。


　するとそれに遥が続けた。


　なぜかちょっと言いにくそうな声音で、


「……いやあの、大兎がもしその、もし、困ってるんだったらさ」


「うん」


「勉強を、教えてあげよっか？　と、言おうと思って」


「うん」


「今日とか、家に寄っていかないかな～って」


「うん」


「……あの、えーと、大兎？」


「うん」


「あ、大兎の大好きなコロッケパンが空飛んでるよ！」


「うん」


「って私の話全然聞いてな……」


　が、そこで突然、教室の入口から黒守が顔を出した。懐ふところからナイフを取り出し、投げてくる。


　それを大兎はつかむ。ナイフは手の平に刺ささる。一いつ瞬しゆん、手に激痛が走るが、すぐにそれを抜ぬく。手の平の傷口が塞ふさがる。ナイフを、他の生徒から見えないように手の内側に隠かくし、そのままズボンのポケットに入れる。


　そして半眼で黒守をにらんで、


「……油断しない能力は１００点？」


　そう聞くと、彼は笑う。


「おまけで40点かな。刃はに麻ま痺ひの毒を塗ぬろうか迷って、でも出来の悪い赤点君じゃそこまでやったら対応できないだろうと思ってやめてあげたんだけど……でも、うん。悪くないよ。少なくとも赤点じゃない」


「そりゃ嬉うれしいね。俺ってば今回、全教科赤点なんで」


「あはは。ええと、じゃ、ここでの君に対する試験は終わりだ。ついてきてくれるかな。生徒会室にいこう」


　なんて言ってきて、しかしそれに大兎は動かない。やはり全身を緊張させたまま、


「あ～んなこと立て続けにやられちゃうと、その言葉も油断させる言葉なんじゃないかって、疑ぎ心しん暗あん鬼きになっちゃうんですけど？」


　すると黒守はまた笑う。


「疑心暗鬼になるのが強くなるための最初の一歩だよ。で、そのうちにバランスを覚える。すべてを疑い、でも、進むべきところでは危険を覚かく悟ごで進む。そのバランスのとり方を僕は君たちに教えにきたんだ」


　なんていう、ちょっと本当に上から目線の発言に、


「あんた月光と相あい性しよう悪いだろ？」


　と、大兎は言った。というか、この黒守という男と、月光が顔をあわせたときのことを想像しただけで、大兎は思わず、笑いそうになる。


　すると黒守も笑って、


「僕は彼のこと好きなんだけどねぇ」


「もしかして月光のことぼこぼこにしたのは……」


「僕だよ」


「うお～まじかよ。あんたすっげぇ強いのな。んじゃあんたに訓練してもらえば、俺も強くなれっかな？」


　と聞くと、黒守はにっこり笑う。


「君みたいな素す直なおな反応をする子は、すぐに強くなるよ。でも、また減点。僕が君との会話を他の生徒に聞こえないようにしてるからいいけど、こんな会話大声で……」


　が、大兎はそれを遮さえぎって、言う。


「しちゃいけない会話しようとしたら、あんた止めるだろ？　なんせあんな勢いでナイフ投げれるんだから」


「……まあ、ねぇ」


「じゃあいいじゃん」


「う～ん」


「あと、じゃあなにか？　この、俺とあんたの会話は、他の奴やつらには聞こえてない？」


「うん。というか、いまはもう、君には他の人間の声も、音も聞こえてないでしょう？　いま、君と僕だけがわかる暗号がかかった空気の振しん動どうで会話してる」


　なんていう、ちょっといまいちわけがわからない発言に、


「へぇ、それってどうやってんの？　魔ま法ほう？」


　と、聞くと、黒守はうなずく。


「そうだよ。だからそこも減点ね。そう簡単に僕に魔法をかけられちゃうようじゃ、生徒会委員として三年間生き残るのは正直難……」


　しかしその言葉も遮って、大兎は言う。


「その魔法、俺も使えるかな？　便利そうだもんな？　覚えるの難しい？」


　そう聞くと、それに少しだけ驚おどろいたように黒守は糸目を開く。そして笑う。


「……ふむ。向上心の部分は、１００点、と。紅君も負けず嫌ぎらいだけど、素直な分伸のびるのは君のほうが早いかもしれないねぇ。紅君より強くなりたいかい？」


　なんていうとんでもなく魅み力りよく的な言葉に、大兎は思わずそりゃ当然と言いかけて、しかしやめる。あまりに目の前にぶら下げられた餌えさにあっさりつられているようで、口を閉じる。


　だがそれに黒守は微笑ほほえみ、


「感情が全部顔に出てるよ」


「え」


「でも、若いうちはそれくらい貪どん欲よくなほうがいいよねぇ。絶望にぶつかるまでは、すべてを手に入れてやる！　って叫さけんでるくらいのがほうが、伸びる。ま、とりあえずＨＲホームルームが終わったら生徒会室においでよ。赤点君の補習を僕がしてあげるからさ」


　そう言って、黒守は手を前に出す。指をぱちんと鳴らす。


　瞬間、知らぬ間に消えていた音が、世界に戻る。他の生徒が動く音。喋しやべる音。


　そして遥が横から、


「ちょっと大兎、なんで無視するの!?」


　なんてことを言ってきて。


　それに彼は、黒守が教室から今度こそ出ていったのを確かく認にんしてから、


「うん？」


　と、そちらを向く。


　どうやら黒守が使った魔法によって遥の声が聞こえなくなり、完全に無視していたようで、彼女はひどく怒おこって――


「…………」


　怒って、いたりはせずに、すごく心配そうな、泣きそうな顔でこちらを見あげ、


「大だい丈じよう夫ぶ？　私の声、聞こえてる？」


　と、言ってきて。


　それに大兎は、


「ああ、ええと、うん。ごめん、ちょっと考え事してて、上の空だった」


　と言うが、彼女はやはり心配げな表情で、


「ほんとに？　私いっぱい話しかけたんだよ？」


「ごめん」


「大兎、なんか体の調子が悪かったり」


　が、彼は慌あわてて首を振ふる。


「ないないない。もう絶好調だよ。テストの結果以外は」


　と言うと、彼女はちょっとだけ安心したように微笑み、


「テストのこと考えてたの？」


　と、聞いてくる。


　それに大兎は、うなずく。


「……ええと、うん。まあ全部赤点だとさすがに考えるでしょ？」


　すると彼女はまた笑う。嬉しそうな顔でこちらを見つめる。もう、小六のころから見慣れた、優やさしい顔でこちらを見つめる。そしてその、彼女の笑顔を見て、大兎は思いだす。


　つい、数日前に起きた奇き妙みような出来事を。


　彼女はこの、魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こしたあげくにこことは違ちがうよくわからない次元をいったりきたりするような生徒会が扱あつかう事件に巻き込まれてしまい、しばらくの間、誘ゆう拐かいされていたのだ。


　その彼女を必死に探して、大兎と、そして生徒会は世界中を奔ほん走そうしていたのだ。


　そして彼女を取り戻し、その、遥が誘拐されていた間の記き憶おくを、学校中の人間から消し去り、すべては元に戻った。


　他の生徒たちは遥が誘拐されていた、なんてことはまるで覚えていないし、遥自身も、大兎や生徒会が異次元をいったりきたりするような妙な仕事をしている、なんてことは、知らないはずだった。


　だが、彼女は大兎が帰ってくるなり、こんなことを言った。


　まるで誘拐されていたことなんて覚えていないような無む邪じや気きな笑顔のまま、


『……ねえね、大兎』


　と、声をかけてきて、それに彼が答えると、彼女はこんなことを言ったのだ。





『愛してる。私、大兎をあの魔ま女じよには渡わたさないからね』





　なんてことを、彼女は突とつ然ぜん言いだして。


「…………」


　ええと、とりあえず、愛してる――という部分はその、恋れん愛あい経験がほとんどない、普ふ通つうの高校生男子には対応しきれない発言なのでちょっと考えないようにするとしても、もう一つの言葉のほうはちょっと、問題だった。


　魔女――という、言葉。


　おそらくそれは、ヒメアのことだろう。だがなぜ彼女がそれを、知っている？　まるでその口くち振ぶりは、すべての事情を覚えていて、把は握あくしているかのように聞こえて。


　だが、そのときはすぐに期末試験が始まってしまって、突つっこんで聞くことができなかった。で、一教科目の古典のテストで華か麗れいに赤点を取ったあと、もう一度彼は遥に、あの、ここ数日なにやってたか覚えてる？　なんて質問をしてみたのだが、しかし彼女は首をかしげ、試験勉強してたよーなんて答えた。そのあとも何度か鎌かまをかけるような質問をしてみたのだが、その度たび彼女はこちらを不思議そうな顔で見るばかりだった。


　じゃあいったい、さっきの、愛してるだの、魔女だのという発言はなんだったのか？　それがわからなくなってしまった。


　さすがに、「さっきさ、俺のこと愛してるとか言ってなかった？」なんて聞くわけにもいかないので、もしかしたら聞き間違いだったか？　とか思ってしまうほどに、遥はなにも覚えていなくて。


　それに大兎は、


「…………」


　遥の顔をまじまじと見つめる、


　すると彼女はかわいらしい顔を少しだけかしげて、どしたの？　と、言って。


　それに大兎は、


「あ～いや、なんでもない。ところで遥、さっきなんか言ってたよね？　なんだっけ？」


　と言うと、遥はちょっとだけ怒ったように頰ほおを膨ふくらませ、


「もぉ～、やっぱり全然話聞いてないんじゃーん」


　と言った。それに大兎は笑って、


「ごめんごめん、ほんとちょっと赤点のことが気になってさぁ。おまけにあんまり赤点がひどいから、生徒会で俺のための特別補習があるみたいで」


　と言うと、遥がちょっと目を大きく開いて、


「え？　あ……ああ、そうなんだ。生徒会のみんなが大兎の勉強手伝ってくれるんだね。紅君とか、頭もいいもんね～」


「まあねぇ。あいつが手伝ってくれるかどうかは、わかんねーけどね」


「……じゃあ……じゃあ、ええと、沙さ糸いとさんと一いつ緒しよに、勉強するのかな？」


　という言葉に、大兎は答える。


「いや、なんでも黒守先生が特別に教えてくれるそうで」


「そうなの？」


「らしい。それも今日からだってさ。超ちようめんどくせぇ」


　という言葉に、遥があははと笑う。


　その、遥の顔を見つめて、


「で、遥はさっきなんて言ってたんだっけ？」


　と大兎が聞くと、彼女はまた、あははと笑い、


「なんでもなーい」


　と、言った。


　それに大兎は顔をしかめ、


「ええー、なんでもないこたないだろ？　なんかさっき、言ってたじゃん」


　が、彼女は楽しげに笑ったまま、


「ちゃんと聞いてない大兎が悪いんだもんねーっだ」


「って、もしかしてちょっと怒ってる？　なんか大事なこと言ってた？」


　そう聞くと、彼女はうんうんうなずいて、


「そーだよ！　私すっごい大事なこと言ってたのに、大兎全然聞いてないんだからさ～」


　なんて言って。


　それに大兎は、謝あやまろうとする。しかし謝る前に遥はまた笑って、


「なんてね。ウソウソ。全然たいした話じゃなかったよ」


「そーなの？」


「うん。その、あの、ほら、最近新しいコーラが出てね、それについてくるおまけがかわいいんだよーとか、言ってたの」


　なんて言葉に大兎は目を丸くして遥を見つめ、


「それ、ほんとにどーでもいいじゃん」


「……あはは」


　と、彼女は笑う。本当に楽しそうな顔で、彼女はいつも笑う。


　それに彼も笑って、


「で、もうそれ飲んだの？」


「まだだよ。私炭酸飲めないし」


「知ってる。で、おまけが欲ほしいから俺に飲めって？」


「せいか～い！　お金も大兎君が出すといいと思います！」


「おまえなぁ」


　と、彼があきれ顔で言うと、彼女はまた、笑う。そして、


「でも、今日はいいよ。補習があるんでしょ？」


「うん。黒守とかいうほら、さっきの新任の教師が、なんかそんなこと言ってた」


「じゃあ、今日はいいや。でも近いうちにおごってもらうぞ～」


　とか言って、彼女は笑う。


　笑いながら、しかし、ちょっとだけ寂さみしげな顔になったので、大兎はそれに、


「じゃあ明日あしたの朝、学校いく途と中ちゆうにコンビニ寄ろうぜ？　それじゃだめ？」


　と言うと、それに遥はなぜか、急に慌てた顔になって、


「あ、あ、えっとあの」


「うん？」


「ご、ごめん。ほんとは新しいコーラとか、出てないんだった」


　とか、わけのわからないことを言って、それに大兎は、


「はぁ？」


　と、言う。すると彼女はまたあははと、ちょっとだけ悲しげに笑って、


「と、とにかーく、明日はいいや。また今度ってことで」


「ふむ？」


「さーてテストも終わったし、今日はさとみとパフェとか食べて帰ろっかなー」


　と、彼女は立ち上がり、筆記用具をロッカーにしまいにいこうとする。


　その、彼女の姿を見つめ、


「う～ん？」


　やはりいまいち、彼女の言動の意味がわからなくて大兎は首をかしげる。ここのところの遥の発言は、本当にちょっとおかしいのだ。愛してるとか魔女とか言ったわりにはそのことを覚えてなさそうな顔をしていたり、いまも新しいコーラにかわいいおまけがついてるから一緒に飲みにいこうと言ったのに、ほんとは新しいコーラとか出てないんだったとか、もう、まったくもってわけのわからないことを言いだして。


　大兎は教室を出ていこうとする遥の後ろ姿を見つめながら、


「なんだあれ」


　と呟つぶやくと、それに彼の、左ひだり隣どなりの席に座すわっている山下香が小さな声で、


「はい出ました鈍どん感かんく～ん」


　なんて言ってきて、それに彼は振り返る。


　すると髪かみの毛を綺き麗れいなボブにしている山下が、こちらを半眼で見つめていて。


　それに大兎は、


「……あれ、もしかしていまの、俺が鈍感だから理解できないとか、そういう話？」


　そう聞くと、彼女はやはり半眼のまま、


「それを私に聞く段階でもう、女の子にモテない街道まっしぐらだと思うけど？」


「まじで？」


「まじで」


「どーしたらいい？　あの、俺、ほんとにちょっといろいろ手て一いつ杯ぱいで遥の話聞いてなかったんだけど、あいつなんて言ってた？」


　と聞くと、山下はこれを私が言っていいのかなぁと少しだけ迷ったあと、


「……ええとね、遥さっき、今日一緒に帰って、勉強教えてあげよっかって、すっごい緊きん張ちようしながら言ってたよ」


　なんていう言葉に、大兎は顔を思いっきりしかめ、


「それ、まずいじゃん」


　と言うと、山下は当然でしょうとばかりにうなずく。


「まずいねぇ。でも、今日は生徒会室で補習受けるんだよね？」


「うん」


「じゃ、今日はフォローできないと思う」


「そうなの？」


「そうでしょう？」


「じゃ、どうすりゃいいのよ」


「それくらい自分で考えなさいよ～、と、言いたいところだけど、鉄君、女心とか全然わかってなさそうだから、香様が教えてあげましょう」


　なんて言葉に大兎は、


「おまえ、実はそういうキャラだったん……」


「黙だまって聞きなさい」


　ぴしゃりと言われて、大兎は肩かたをすくめる。


「あ、はい。すみません」


「この状じよう況きようをフォローするには、明日朝一緒に、発売されてもいない新製品のコーラを探しにいくといいと思います」


「ふむふむ」


「見つからないね～、どこのコンビニにあるんだろうね～とか言いながら、二人で学校さぼっちゃうくらいしてもいいと思います」


「ほうほう」


「もちろん真ま面じ目めな遥は、だめだよサボリなんて～とか言うだろうけど、期末終わったし、夏休みまでたいした授業ないから大だい丈じよう夫ぶだってとか、ここは男がリードしてくれると女の子は嬉うれしいと思います」


「そういうもんか」


「そういうもんよ。でもね、ここで一つ、ものすごく気を付けなければならないことがあります」


「なんですか先生」


　そう、大兎が言うと、彼女は少しだけ首を伸のばして、大兎の後ろを見る。まだ、遥がロッカーから戻もどってこないことを確かく認にんする。


　そして。


「もしも鉄くんが沙糸さんのほうが好きなら、そういうの全部やめてあげて。好きな人に優やさしくされて期待して、なのに捨てられたら、すっごい傷つくんだよ？」


　なんてことを突とつ然ぜん、言ってきて。


　それに大兎は、


「…………」


　ちょっともう、言葉も出なかった。


　さっき黒守と戦ったときよりもさらに大きいダメージが心をズキンと切り裂さいて。


「あ～、俺は」


「まだどっちも選べない？」


「いや、そんなことは」


「ううん。すぐに選べないってことが、悪いとは思わないけどね。何ごとも順序ってあると思うし、それに恋れん愛あいって嵐あらしみたいなもんだから、自分じゃどうにもできないしねぇ～」


　と、山下が、結構幼い顔をしてるくせになぜかちょっと大人びたような、遠い目をして。


　それに大兎はあらためて彼女に言う。


「なんか、山下って実は、恋愛経験豊富なのな？」


　と聞くと、彼女は自信満々な顔でうなずく。


「少女漫まん画がたくさん読んでるからね！」


「漫画の知識かよ！」


「でもためになったでしょ？」


「……あ、うん。なりました」


「じゃあ悩なやみさない若人わこうどよ」


「だから何キャラなのよそれ」


　と言うと、山下はあははと笑う。それから目で、大兎の背後を指さす。それに彼が振ふり返ると、遥が戻ってきている。


　やはり悩みがなさそうな笑え顔がおで。


　ほんとはさっきの大兎の言葉で少し傷付いているはずなのに、悩みがなさそうにとりつくった笑顔で。


　いやそれどころか、記き憶おくを消される前の遥は、大兎を救うために、自分の命を捨てようとしていたというのだ。自分の命を差し出して、ヒメアや、生徒会の事件に巻き込まれていく大兎を救おうと、独りで戦っていたというのだ。


　なぜ彼女がそんなことをしたのか、大兎にはわからない。


　自分なんかのために、なぜ、命を捨てようとしたのか、それはわからない。


　好きだから？


　それとも大切な幼おさな馴な染じみだから？


　彼女にとって、いつの間に自分は、そんなにも大切な位置を占しめていたのだろう？


　なんてことを、思う。


　いやどちらにせよ、そんなことは関係ないのだ。遥が自分のために命を捨てようとしていた、というのは、セルジュやらハスガという名前の、エルフとのハーフの封・解呪屋スペルブレイカーの奴やつらからはすでに聞いているのだ。


　だから問題は。


「…………」


　問題は、自分の気持ちだ、と、大兎は思う。


　彼女の気持ちを受け止めることができるのか、どうか。


　それはヒメアに対してもそうだ。


　ヒメアも、ほんとに普ふ通つうの高校生じゃ受け止めきれないほど全力で自分のことを好きになってくれていて。


　それをきちんと受け止められるのか、どうか。


「…………」


　いや、実際にはもう、結論は出しているのだ。ヒメアのことを守ると、もう決めたのだ。


　でも、もしそうなら。


　もしも本当にヒメアを選ぶつもりなら、山下に言わせるともう、遥に優しくしちゃ、だめなんだという。


　そりゃちょっと、無理だろうと思うが。小六からずっと一いつ緒しよで。まるで兄妹きようだいかなにかのように仲良く今日まで育ってきて、いきなり他人なので優しくできませんとか、ちょっと無理だろ、と思う。


　それに、自分にだって彼女への気持ちがまったくないわけじゃ……


「…………」


　と、大兎は、彼女の顔を見つめる。


　すると彼女は笑顔のまま、


「なぁに、大兎」


　と言ってきて。


「……いや、なんでもな～い」


　と、答える。


　すると後ろで山下が、


「うっふっふ、隣となりでリアル少女漫画が展開しております！」


　とか言って、


「うるせ」


　と、背後をにらむ。


　するとそれに遥が、


「えーなになに、なに二人で楽しそうにしてるのよー」


　と笑って。


　そこで、再び教室に、教師が入ってくる。しかし今度は、さっきのような教室で魔ま法ほうを使ったり、ナイフを投げたりするような異常者ではなく、この一年三組の担任の狩かり野やだった。神経質そうな銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねでクラスを見回し、


「おいおまえら、席つけ～。ＨＲ終わったら、期末終わりだぞ～」


　なんて言って。


　それに生徒たちが教室に戻って席につく。


　遥も椅い子すに座り、ＨＲが始まる。


　だがしばらく、大兎はそのＨＲも、上の空だった。ここのところ考えなきゃいけないことがたくさんありすぎて、もう、なんだかいろいろ手一杯だった。とにかく自分が弱くて、ガキで、早急に強くならなきゃいけないってことはここしばらくの事件やら出来事でわかったのだが、しかし、


「……俺、少女漫画より、修しゆ業ぎようで全部解決するような、少年漫画の世界にいきたいなぁ……恋愛とか、苦手だしさぁ」


　とか、彼は小声でうめく。


　うめいたところでなにも解決しないのだが、とりあえずはこのＨＲが終わったら、生徒会室で黒守に補習をしてもらえるらしい。


　おそらくはまだ弱くて馬ば鹿かな彼を鍛きたえる、みたいなことになると思うのだが。


「……先生モテそうだったし、恋愛の仕方も相談してみようかな」


　なんて馬鹿なことを呟つぶやきながら、彼は期末最終日のＨＲを過ごした。





　　　　　◆





　その、教室の外。


　ＨＲが始まって静まり返った廊ろう下か。


　その廊下の向こうに、一人の少女が立っていた。


　蛍けい光こう灯とうの人工的な光にさえ反応して、七色にきらめいて見える薄桃ラベンダー色の長い髪かみ。陶とう器きのように白く、くすみのない肌はだ。少しだけ吊つり気味の、真しん紅くの瞳ひとみ。


　彼女の名前はサイトヒメア。


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれる、世界中の組織から怖おそれられている魔ま女じよなのだが、その魔女がなぜか、この宮阪高校のセーラー服を着ている。


　その、彼女のセーラー服を見つめ、


「……そのスカートの短さは、校則違い反はんですよ」


　と、黒守は言ってみる。


　すると彼女はそれに妖よう艶えんな笑みを浮うかべ、


「……人間が作った決めごとなんて、知らないわよ」


　なんて言うので、それに黒守は笑った。


「でも人間に媚こびるためにスカートを短くしてるんでしょう？」


「大兎は特別だから」


「で、鉄君はそのスカートを好きと言ってくれました？」


　と聞くと、彼女はそれに、急に顔を赤らめる。自分のスカートを見る。細く、綺き麗れいな足が伸のびる、そのスカートの裾すそを見つめ、


「……んと、どうかな。いまの人間の世界での服装の流は行やりがわかんないから、一応他ほかの女の子のスカートとかも参考に……」


　と、そこまで言いかけて、


「……って、ちが～う。あんたとそんな話をしにきたんじゃないのよ」


　と、彼女は顔をあげる。そしてあらためて綺麗な、真紅の瞳を細め、こちらを見る。


　その魔女の視線を受けて、黒守は笑う。


「じゃあなんの話でしょう？」


　そう聞くと、彼女はこちらを見つめ、言う。


「ちょっと、忠告をしにね」


「忠告？」


「そう」


「なんでしょう？」


　そう聞くと彼女は、指を一本立て、一年三組の教室のほうを指して、


「いま、あなたがやったようなこと、やめてくれるかしら？」


　なんてことを、言う。


　それに黒守は少しだけ首をかしげて見せ、


「それはテストの監かん督とく役の……」


　が、その言葉を遮さえぎり、サイトヒメアは言う。


「とぼけないでよ。いまあなた、大兎の実力を試ためしてたでしょう？」


「そうですね」


「ああいうのをやめて、って言ってるの。あなたが何者かは知らないけど……人間風ふ情ぜいが私のモノに手を出して、生きてられると思ってるの？」


　と、彼女の伸ばした指先に光が灯ともる。一いつ瞬しゆんで魔法の術式が完成し、すぐに放てる準備が整ってしまう。


　それはもう、人間が解明している魔導学の常識を遥はるかに超こえる展開速度で、それを見て、黒守は思わず感かん嘆たんの声を上げそうになる。いくつかの事件によって力を失ったとはいえ、それでも《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》という種族は、非常に大きな力を持っている。


　だがそれに、黒守は再び微笑ほほえんで、


「僕としては、あなたと争うつもりはないのですが」


「なら大兎から手を引きなさいよ」


「ですが……」


　と、言った瞬間にサイトヒメアは指先の光を放ってきた。


　それを黒守は、


「おっと」


　と、上半身を反らしてよける。すると光が廊下を真まっ直すぐ進み、壁かべに当たる。当たった瞬間に壁が溶とけて、拳こぶし三つくらいの穴が空いてしまう。


　あんなのを喰くらったら、人間など即そく死しだろう。


　それも、問答無用だ。


　意に反した言葉を言おうとした途と端たんに、躊ちゆう躇ちよなく攻こう撃げきをしかけてきた。その、彼女の動きに、黒守は笑みを浮かべる。


「…………」


　目的達成へ向けての、意思決定能力は、82点――と、心の中で呟く。


　そして彼がそんなことを呟いている間にも、さらにサイトヒメアは新しい魔法を展開する。それも黒守のまったく知らない、さらにさっきとはまるで術的背景が違ちがう奇き妙みような魔法を彼女は使おうとしていて、それに彼は慌あわてる。


「まあまあ、待ちなよ。僕は鉄君の教育を手伝ってあげようと思っ……」


「あは[image: ]　そういうのを、余計なお世話って言うのよ？」


　と、彼女は指をくるりと回す。するとその指が緑色の糸を生みだし、それが周囲へ向けて散らばろうとする。


　攻撃範はん囲いは、彼女の周囲、すべてだ。


　つまり彼女の攻撃は、黒守だけじゃなく、現在ＨＲホームルーム中の教室にまで及およぶだろう。このままだと他の生徒が死ぬ。そうなれば騒さわぎになる。それを収拾するのは少し、


「……めんどうだな」


　と、彼はいつもにこにこと笑っている顔を、少しだけしかめる。そして教室に被ひ害がいがいかないよう、即そく席せきの結界を張ることにする。


「ヴェース・フラグ・ヴェルダ」


　と、起動呪じゆを唱えながら、懐ふところから二枚の札を取り出す。その札には、まだ人間の知識では解読されていない、異世界から発はつ掘くつされた古代語が書かれている。その札を放つ。そしてさらにナイフを、その札に投げ付けようとして。


「…………」


　が、それにサイトヒメアが楽しそうに笑う。


「あらそれ、ペスウェル・ワード？　それの発動式、違うわよ？」


　と、言う。そして放とうとしていた緑色の糸を、消す。そして楽しげに、


「ヴェースェ・フラグ・～＄（＃）＄％＄」


　途中から、黒守でさえ聞きとれないような発音で彼が放った札に書かれた古代語を発動しようとする。人間がまだ解明していない言語を、易やす々やすと、得意気に、発動しようとする。


　だがそれに、


「引っ掛かかった。その魔法、発動に時間がかかりますよ」


　と、笑う。もう一本ナイフを取り出して、駆かけだす。


「遠えん距きよ離り、中距離は、あまり得意じゃないんでね。近接で一気にケリをつけさせてもらいます」


　そう言って彼は、一直線に魔女の首に向けて、ナイフを突つきだそうとする。


　だがそれにサイトヒメアも笑い、


「時間がかかる？　それ、無能な人間の場合はでしょう？　ほら、もう発動した」


　と、言う。それにペスウェル・ワードが書かれた札が、周囲に結界を撒まき散らそうとする。さらに彼女は指をくるっと回すと、さっき消したはずの緑色の糸も再び現れて、その糸が黒守の体を貫つらぬく。心臓を。脳を。内臓を貫き、さらに二つの結界が彼の体を押おし潰つぶそうとして、実際に潰れる。グシャっという音が鳴って、黒守は消えてしまう――





「……という、そんな幻げん覚かくを見ましたか？」





　と、彼はサイトヒメアの背後で言った。そしてナイフを彼女の首に添そえる。それにサイトヒメアが、


「……ん」


　と、少し苦しそうな声を出して、息を止める。緊きん張ちようしたような目で、ナイフを見る。それから顔をこちらへ向けて、


「……意外と、やるなぁ。でもあんた、人間じゃないでしょ？」


　という質問に、黒守は微笑む。


「人間ですよ」


「噓うそよ。いま、幻覚って言ったけど、幻覚に対するプロテクトは私、戦せん闘とうが始まったときに自分にかけてたもん」


　という言葉に、黒守は肩かたをすくめた。


「あれあれ、幻術対策済みでしたか……鉄君はあっさり引っ掛かったんですがねぇ」


「大兎はかわいいからいいの」


「ですがあなたの護衛役が、あっさり幻覚に振ふり回されるのはまずいでしょう？　ですから僕が教育のお手伝……」


「だから余計なお世話だと言ってるでしょう？　大兎の教育は私がするんだから。それに……」


　と、サイトヒメアがナイフを気にせずこちらに振り返る。そしてそのまま、まるで抱だき着くかのように体を寄せてくる。


　そして、言う。


「……私より幻術がヘタな奴やつが、なんの教育をするっていうの？」


　そのまま彼女は背せ伸のびをする。まるでキスをしようとするかのように、顔を寄せてくる。そしてその顔が突とつ如じよ、狼おおかみのような獣けもののものに変へん貌ぼうして、口を大きく開く。黒守の首に喰らいつく。喉のどから血が噴ふきだし、あきらかに致ち命めい傷しようを受けてしまう――


　という、その光景を眺ながめながら、


「…………」


　黒守は必死に頭の中で、対幻術の術式を構築する。それが完成するまでの間に、何度も、何度も、何度も、彼は狼に殺されてしまうが、必死に彼は魔ま法ほうを完成させ、起動する。


　するとあっさり、狼は消える。


　そして少し離はなれた場所に、セーラー服を着た、サイトヒメアが楽しげな顔で立っているのが見える。


　さっきよりもさらに少し、距離が離れてしまっている。おそらくはこれが、サイトヒメアの一番得意な距離なのだろう。動きを見ると、それほど体術や近接戦が得意とは思えない。


　だがこの、中距離から遠距離では、彼女の力は圧あつ倒とう的てきだった。距離さえ離れれば、無限とも言える魔法の知識によって、彼女はあらゆる状じよう況きよう、対応してしまうだろう。


　だがそれも、


「…………」


　敵を彼女に近付けない、護衛役がいれば、の話だ。まだその護衛役は育っていない。だから彼女は、負ける。彼女は何度も襲しゆう撃げき者に襲おそわれ、その力を奪うばわれてしまう。


　それに黒守は、普ふ段だんから細い目をさらに細め、彼女を見つめる。


　すると彼女は楽しげに笑う。


「……あら、ショック死しなかったのね。いまので死なないとすると、やっぱりあなた、人間じゃないでしょう？」


　なんてことを、言ってくる。


　それに黒守はしかし、答えない。再びナイフを一本取り出す。そしてサイトヒメアを見つめる。


「……次に攻撃したら僕、あなたを殺せます」


「そんなこと……」


「いやいや、それはもう、あなたも気づいているでしょう？　あなたが瞬間的に発動できる類の低位術では、僕は殺せない。で、その間に僕はあなたの対応できない間合いまで入り込んで、首にナイフを刺させる。さてここで一つ、仮定してみましょう。僕の動きを、あなたの護衛者は何秒止められるでしょうか？」


「…………」


「答えはゼロ秒です。彼は僕の動きに反応することもできずにあなたへの道を開ける。そしてあなたは死ぬ。もっとちゃんと教育しておけばよかった～と、後こう悔かいしても遅おそい」


　と言うと、彼女はこちらを見つめ、


「……で、あんたが代わりに教育してくれるっての？」


　その言葉に、黒守は微笑んで、訂てい正せいする。


「ほんの、お手伝いですよ。というか……」


　と、彼は後ろを振り向く。そしてＨＲホームルーム真っ最中の一年三組のほうへと目を向け、


「……あなたにはもう、鉄君の教育は、無理でしょう？　こんなところでこそこそ隠かくれて、時雨さんと鉄君が会話してるのを覗のぞいているあなたには……」


　という言葉に、サイトヒメアがなにかを言おうとして、


「…………」


　だが、彼女は思いつめたような顔をするだけで、なにも言わなかった。


　それに黒守は微笑んで、続ける。


「それどころか時雨さんを救出して以来、あなたは時雨さんと一いつ緒しよにいるときの鉄君の前には、姿を現さない。それはなぜでしょう？」


　その質問に、彼女はこちらを見ないまま、


「それは……」


　と、言った。


　それに黒守はうなずいて、


「……鉄君が、時雨さんを好きそうだから、ですか？」


　しかしそれに、


「……違う」


　と、彼女は首を振る。


「じゃあ、なんでです？」


　彼がそう聞くと、サイトヒメアはやはり弱気そうな、ちょっと泣きそうな顔になってしまう。永い年月を生きる狂きよう気きの魔ま女じよとは思えないほど彼女は女の子の表情になってしまい、


「……大兎には……大兎には大兎の、生活があるから」


　と、そう言った。


　それに黒守は聞く。


「人間としての生活ですか？」


　すると彼女は、うんっとうなずく。


「……大兎にはいっぱい、楽しい思いをしてほしいの」


「それはまだ、彼が人間たちの中で、人間の姿で暮らせているうちに？」


「…………」


「あなたが教育すればいずれ、犠ぎ者しやである彼は大きな力を持つ。そうなれば彼はもう、人間から遠く、離れていってしまうから――だからあなたはなかなか教育を始められない」


「…………」


「いまの一いつ瞬しゆんだけなら、他の女の子に彼を取られても……」


　が、それには、


「嫌いや」


　と、彼女は言った。そしてやはり泣きそうな顔で、彼女は一年三組の、時雨遥と、鉄大兎がいる教室のほうを見つめる。


「……嫌、だけど……」


「仕方がない？」


「…………」


　しかしそれには、答えない。いや、いろいろと、彼女の中でもこれからどうしたらいいのか、答えは出てないようだった。


　本当に彼女は、鉄大兎のことが好きなのだ。永遠を生きる魔女とは思えないほどに普通の恋こい心ごころを、彼女は彼に持っているのだ。


　そしてそれに黒守は、少しだけ困ったな、と、思う。この気持ちは弱点になる。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》は通常、犠者にそれほど強い思い入れを持たない。なにせ自分の盾たてにするのだ。捨すて駒ごまにするのだ。死んだら、また新しい犠者を作る。その繰くり返し。


　だが彼女は、鉄大兎に恋をしている。


　自分の力が大おお幅はばに減ってしまうほどに大きな力を、彼に与あたえてしまっている。


　おまけにその犠者が幸せなら、自分は辛つらい思いをして、我が慢まんしてもいいとすら思っている。そこを敵に突つかれたら、彼女はあっさり敵の手に落ちるだろう。いや、実際に何度も、彼女は捕ほ獲かくされ、実験や研究の犠ぎ牲せいになってしまっている。


　そしてそのすべてを、我慢してしまっている。


　それは、まずい。


　彼女の力は、この生徒会に必要なのだ。


　これから起きる災さい禍かを乗り越こえるために、彼女と、そして鉄大兎の力は、必要なのだ。


　だがこのままでは、彼女たちはそれを乗り越える前に、死んでしまうだろう。


　思っていたよりもこの魔女は――この《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》は、ずっと心が弱いようだった。


　世界を乱す《幸福》を完成させてしまおうと思うほどに、心が弱いようだった。


　その弱さを見つめ、黒守は言った。


「……僕が、お手伝いしましょう」


　と、言った。


　それにやはり、サイトヒメアは答えない。


　だが、黒守は優やさしく微笑ほほえみながら、言った。


「あなたが鉄君を化け物にするわけじゃない。彼が望んで、強くなるんです。それにそれが、彼のためになる。彼も強くなることを望んでいる。それはきっと、あなたのことが好きだからだ」


　するとそれに、彼女は顔をあげる。少しだけ自信なさげな表情で、


「……そうかな？」


「と、僕は思いますけどね。さっきも彼と話しましたが、素す直なおで、本当にいい子だ」


　という言葉に、なぜかまるで、自分が褒ほめられたかのように、彼女は嬉うれしそうな顔になる。


　それを見つめ、それから黒守は続けた。


「それに、彼自身、力を欲ほつしている。そして僕はそれをあげられる。もちろん犠者としての能力の部分はあなたが教育しなければいけないけれど、でも、それを僕が手伝いましょう」


　と、言うと、そこで初めて彼女が聞いてくる。


「あんた、何者なの？」


　それに彼は、答えた。


「《軍》から派は遣けんされた、生徒会の新しい顧こ問もんです。生徒会の力を強化するようにと言われて、やってきました」


　という言葉に、彼女はこちらを見つめ、


「……《軍》の人間？」


　と、言う。


　それに黒守はうなずいて、


「ええ。《軍》からきた、管理官です」


　そう答える。


　すると彼女は目を、下へと少しずらす。彼の、腹のあたりにずらす。その視線に気づいて、黒守は自分の、腹を見る。


　するといつの間にか、彼の腹の部分に小さな、虫のようなものがついている。だがそれは、虫ではない。少なくともこの、人間の世界に存在している虫ではない。なにせ足が二十本以上あるのだ。その虫の目を、黒守が見た瞬間、虫がキーと鳴く。虫から生えた足が突とつ然ぜん巨きよ大だい化かして、黒守の腹部に突き刺さる。内臓をえぐり、ちぎり、ぶちまけようと、動く。


「…………」


　もしも、内臓がそこにあれば、だが。


　黒守はそれを、見下ろす。腹で暴れまわる虫を見下ろす。それからサイトヒメアのほうを見る。


　すると彼女のまわりに、いつの間にか巨大な、瞳ひとみのようなものがふわふわ浮ういていてこちらを見つめていて。


　それに、黒守は聞いた。


「で、僕が何者か、解かい析せきできました？」


　が、彼女は首を振ふる。


「ううん。人間に見える」


「だから人間だと言ったでしょう？」


「腹をえぐりとられて、血もでないようなのが、人間？」


「僕、お腹強いんですよ」


「あはは、全然笑えない」


「そうですか？」


「うん。人間じゃないでしょう？」


「そればっかり聞いてくるなぁ」


「身を引き裂さかれて死なないってことは、思念体か、もしくは傀かい儡らいかしら」


　という言葉に、黒守は笑う。


「でもあなたの魔ま法ほうで解析した結果は……」


「人間だった」


「なら、人間なんでしょう。それじゃまずい理由が、なにかあるんですか？」


　そう、彼が聞くと、彼女はそれに少しだけ悲しげに、微笑む。


「人間は……人間は怖こわいから……もし、大兎を教育する人が人間なら、嫌だなって思って」


　その言葉に、黒守は少しだけ目を開き、


「あ、それは僕が彼を教育することを、認めてくれたってことですか？」


　しかし彼女はそれに、こちらをにらみ、言った。


「承しよう諾だくするしか、ないじゃない。たぶん、いまの私じゃあなたには勝てないし。おまけにあなた、真しん剣けんに戦ってなかったでしょう？」


「あ、バレました？」


　しかしそれには答えず、サイトヒメアは続ける。


「それにバックには《軍》がついている。《軍》といえばテンペロン・クローリーや《教会》を超こえる、最悪の組織じゃないの。私の力じゃ……」


　それに、黒守はうなずく。


「そう。どうにもできない。それが理解できているのなら、よかった」


　それに、サイトヒメアはつまらなそうな顔で、


「嫌みな言い方」


　と、言う。


　それに黒守は苦く笑しようして、


「事実を並べてるだけなんですがね。紅君あたりはまだ理解してないようですが……《軍》は、あなたがた生徒会委員を、飼っている」


「で、替かえはいくらでもいるって？」


　が、それに少しだけ黒守は困ったような顔をして、


「それがそうでもないところに、《軍》のお偉えら方がたの悩なやみがあるんですがね。あなたがたは理由があってここに集まっていて、それぞれに役割があるんです……が、まあ、でもそんな話はいいでしょう。どうせあなたも……」


　するとそれに、サイトヒメアはあっさりうなずく。


「うん。人間どもの企たくらみなんか興味ない」


「だと思った。でも、それほど人間が嫌きらいなら、僕のことは人間じゃないと思ってもらってもかまいませんよ。僕は人間じゃない。だから鉄君の教育係になったとしてもあなたは嫌けん悪おする必要はない、と、思ってください」


　と、言うと、彼女はそれに目を細め、


「そこまで言うからには、あなたは本当に人間なのね」


「残念ながら」


「へぇ……そう。こんな、化け物みたいな人間もいるんだ……」


　なんてことを言って。


　それに黒守は、笑う。


「そんなの、知ってるくせに。人間の欲よく望ぼうは、いつだって化物じみてたでしょう？」


「…………」


「そしてそんな人間を、あなたは嫌っている。当然だ。あなたは人間に実験され、解体され、さらに何年も閉じ込められ、と、散々嫌いやな目にあっている。嫌いになるのも仕方がない。ですが、仲間になって、その力を利用する、という手もあるんですよ？」


　という言葉もやはり、彼女には響ひびかないようだった。まるで興味なさそうな顔で、彼女の興味は再び、一年三組のほうへ向き始めていて。


　しかし黒守は、続ける。というか、彼女の興味を引くことができるだけのネタを、彼はもう、持っていた。


　だからそれを少しだけ、お披ひ露ろ目めする。


「たとえば《軍》はもう、あなたが鉄君を生き返らせるために代だい償しようとして捧ささげてしまった力を、取り戻もどす方法を持っている」


　そう、彼が言った瞬間、初めてサイトヒメアが真剣な瞳でこちらを見た。


「それは、エデルカの主あるじから……」


「ええ、彼女を殺して、その力を奪うばう方法を、《軍》はすでに持ってます」


　するとその言葉に、サイトヒメアの顔に浮かんだ興味の色が、急に暗く、恐きよう怖ふしたように歪ゆがむ。


「……エデルカの主を、殺す？　彼女は……アレはたぶん、神しん種しゆよ？　神種を殺すなんてことが……」


　が、それに黒守はあっさり、


「できる」


　と、言う。


「人はもう、神を殺せる」


　と、言う。


　そしてにっこりと微笑み、


「ね、人間の仲間になっておくほうがいいでしょう？」


「…………」


「仲間になって手伝ってくれるのなら、いずれエデルカからも力を取り戻してあげましょう。あなたの強大な力がまた、必要になる日もきますから」


　と、黒守は話すが、しかし、サイトヒメアは反応しなかった。あまりのショックに、口が利きけない、という雰ふん囲い気きすらあった。まあ、仕方のないことだが。人の力はすでに、そこまで増大してしまっているのだ。ありとあらゆる禁きん忌きに触ふれ、ありとあらゆる忌いみ事を暴あばいて、延々と高みを目指し続けているうちに、エルフや、悪あく魔まや、妖よう魔まや、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》や、いや、あの《天てん魔ま》ですら怯おびえさせるほどに、強大になってしまった。


　だがそれでも足りないという。


　まだまだ足りないという。


　もっと力が欲ほしい。


　もっと知識が欲しい。


　もっと遠くへ、遠くへ、遠くへいく力が欲しいと叫さけんでいるうちに――





　本当に触れてはならないところへ触れてしまった。





　だからこそ、この学校は生まれた。


　だからこそ、この生徒会は生まれた。


　その禁忌が開き、絶望がこちら側にはみだしてこないようにするために、この生徒会室は生まれたのだが――


「…………」


　しかしまあ、いまはそれはいい。


　とりあえずはこの、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》を脅おどし、屈くつ伏ぷくさせることに成功したようだった。


　それは彼女の顔を見ればわかる。恐怖に震ふるえるようなその、暗い顔を見れば――


「…………」


　が、そこで、彼女の表情が急に明るくなる。嬉うれしそうに笑い、手を挙げて黒守の背後へと振る。


　するとそれに彼の背後から、


「あれ、ヒメア……と、それに黒守先生。まだこんなとこいたの？」


　なんてことを、鉄大兎が言ってきて。


　それに黒守は振り返る。


「ちょっと彼女と、いろいろ話してまして」


「なんの話？」


　と、彼が聞くのに、サイトヒメアが答える。


「なんでもないよ～。それよりもう、授業終わったの？」


「え？　あ～、うん。授業っていうか、ＨＲホームルームね」


「ほーむるーむほーむるーむ。それもう終わったから、今日はずっと一いつ緒しよだよね？」


　と、彼女は言う。嬉しそうに鉄のほうへと近付こうとして、しかし、足を止める。


　教室から時雨遥が出てきて、


「あ……」


　と、言う。


　そしてその視線がサイトヒメアと交こう錯さくしあったり、きょろきょろ目をそらしたり、と、なにやらいろいろあるようだが、しかしやはりそれも、どうでもいい。


　悲しいくらいにどうでもいい。


　サイトヒメアも。


　鉄大兎も。


　そして時雨遥も。


　ここにいるべくしているのだから、その中でくだらない恋れん愛あいをしようとしまいと、結末はそう変わらないのだ。


　だから黒守はまた笑い、


「じゃあま、とりあえず生徒会委員は生徒会室に集合ね～。そろそろみんなで顔あわせをして、それから夏休みの強化合宿について説明するから」


　と、言った。


　だがそれに、誰だれ一人ひとり返事をしてくれなくて、彼は思わず苦笑しそうになる。なにやら三人とも非常に自分たちのことで手て一いつ杯ぱいのようで。


　鉄が、言う。


「ああ、ええとそのぉ」


　時雨遥が、言う。


「……ど、どうも……沙糸さん、だよね？　ええとあの、顔は合わせたことあったけど、まだ挨あい拶さつしてなかったよね。んと、大兎の幼おさな馴な染じみの、時雨遥です」


　そして最後にサイトヒメアが、


「…………」
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　彼女がなにかを言おうと口をぱくぱくして、それから鉄のほうを見て、続いてもう一度時雨しぐれ遥はるかのほうへと目をやってから、急にくるっと、踵きびすを返す。そして黒守の顔を見上げ、小声で、


「……ねぇあんた、名前なんて言ったっけ？」


　なんてことを言ってきて、それにあわせて黒守も小声で答える。


「黒守です。黒守・フィリエル・優ゆう一いち」


「じゃあクロス。ちょっと……」


「あ、もしかしてこの状じよう況きようから脱だつ出しゆつするための理由を作って欲しいんですか？」


　彼がそう聞くと、彼女はそれに顔を赤らめて、それから泣きそうな顔になる。いや、彼女は時雨遥の顔を見るだけで、いつもそんな顔をしていることを、彼はここ数日、彼女を観察していたから知っている。


　黒守はその、とても魔ま女じよとは思えないほどに内気な少女を見つめ、


「……こら沙糸、おまえはまたテストをさぼって、いったいどうするつもりだ！　ちょっときなさい！」


　と、怒ど鳴なって、彼女の肩かたをつかむ。


　それに鉄と時雨が驚おどろいたような顔になってこちらを見る。それに黒守はさらに、


「鉄もだ。全教科赤点で、へらへらしてられると思うなよ！」


　と言うと、廊ろう下かに出てきていた他の生徒たちが笑いだして、それに鉄が困ったような顔をするが、気にしない。


「さあもう、二人ともついてきなさい。生徒会室で、いまからすぐに、補習を始める」


　そう言って、彼は歩きだす。


　サイトヒメアも彼に並んで歩きだす。


　恐おそらく鉄もついてくるだろう。背後で彼が時雨に向かって、


「な、なんか急に怒おこられちった。ま、とりあえずそんなわけだから、補習受けてくるわ」


　とか言って、それに時雨が、


「うん。頑がん張ばってね！」


　と、言う。


　そしてそれに、横にいるサイトヒメアが、


「……助かった」


　なんて言うので、それに黒守は微笑ほほえむ。


「貸しね」


「返さないけど」


「はは、君に返すつもりがなくても、返してもらうよ。それともなにかい？　ここに君を放ほうり出していこうか？」


　というのに、彼女はきっとこちらをにらんで、言う。


「卑ひ怯きようだ」


「でしょう？　人間なんでね」


　と、彼は笑う。


　そしてそのまま彼は歩く。


　魔女と不死者を連れて向かう先は、生徒会室だ。





　たぶん、いまごろは――

















　　　第二章　青い夏休み










　そして時間は、少し戻もどる。


　まだ英語のテストが終わっていない、時間。


　つまり学校中の生徒たちが、それぞれのクラスで必死に英語のプリントに向かってうんうんうめいている時間に――


　女の声が、響ひびいた。


「ふんふふ～ん、ふふふ～んふっふん、あっは、はっはぁん、ちゃらりらら～ん♪」


　などという、機き嫌げんのよさそうな女の鼻歌が、生徒会室の中から聞こえてくる。


　そしてその方向を、


「…………」


　宮みや阪さか高こう校こう生徒会会長である紅くれない月げつ光こうは、見つめた。


　漆しつ黒こくの髪かみに、冷たい瞳ひとみ。


　もう夏直前で気温も湿しつ度ども高いというのに、詰つめ襟えりの制服をきっちりと身に纏まとい、腕うでには生徒会委員であることを示す腕わん章しよう。腰こしのベルトにはフェンシングの剣けんのようなものを下げている。


　彼がいまいる場所は、生徒会室の前の、廊下だった。勉強する必要もないくらいに簡単な英語の試験を、テスト開始二十分で解き終え、さっさと生徒会室に戻ってきたところなのだが。


　と、月光は女の鼻歌が聞こえてくる、生徒会室の扉とびらを、にらむ。


　その声の主を、彼は知っていた。碧あお水み泉いずみとかいう名前の、不良女だ。


　ほんの数日前、会長である彼が認めていないにもかかわらず勝手に生徒会室にやってきて、顧こ問もんの黒くろ守す先生に認められたから生徒会に入りまーすなどと勝手なことを言いだした図々しい女なのだが。


　とそこで、月光は生徒会室の扉を開ける。扉が、ガンっと音を立てて強く開く。すると生徒会室の中にいた女が、肩をびくっと震わせてこちらを見る。


　綺き麗れいに脱色ブリーチされた金きん髪ぱつのショートカットに、とても宮阪の制服とは思えないほどに短くされたスカート。アイメイクばっちりな目に、口には禁きん煙えん用の棒つきキャンディーがくわえられている。やはり、碧水泉だった。


　その泉が月光を見るなりにっこり笑い、


「そ～んなに強く扉を開けたら、びっくりしちゃうよダーリン～[image: ]」


　などと軽けい薄はくな口調で言ってきて、それに月光は顔をしかめる。そして少し低い声で、


「俺はおまえの入会を認めないと言ったろう？」


　そう脅おどすように言うと、泉はそれにやはりへらへら笑って、


「とかなんとか言って、もうだんだん私のこと気に入ってきてるクセにぃ～」


「馬ば鹿かな」


「それに期末試験の成績がどっちがよかったかで決めよ～ってことになったんじゃなかったっけ？　私が勝ったら生徒会の書記になることを会長が認めて、おまけにジュースもおごってくれると」


　というその言葉で、数日前に彼女と交かわした約束を彼は思いだした。この女は愚おろかなことに、天才であるこの月光様にテストで勝負を挑いどんできたのだ。それを思いだし、彼は笑えみを浮うかべ、


「で、おまえが負けたら確か退学だったな？」


「そそそ。もう会長閣かつ下かの俺様が爆ばく発はつしてる、すっごい不平等な約束ね」


　という言葉にしかし、月光は泉をにらんだまま、言う。


「だがおまえはそれを受けた。受けたからには約束を守ってもらうぞ」


「そーですか」


「そうだ。で、結果ももう出たろう？　期末は終わった。どうせおまえの負けだ。さあ俺の学校から出ていけ」


　という言葉に、泉はまた笑う。


「俺の学校って……もぉ、あれもこれも自分のものだと思ってるなんて月光ちゃんはかわい……」


「いいから早く出ていけ。目め障ざわりだ」


　と、言うと、それに泉がやはり、へらへら笑う。にやにや笑う。そのにやにや顔があまりにむかついたので、月光は生徒会室に入りながら言った。


「早く出ていかないと力ちから尽ずくで追いだすぞ？」


「えー、月光くんってば女の子に暴力振ふるっちゃうの～？」


　なんて言葉に、しかし月光はまるでひるまずに、


「俺は雑ざ魚こには厳しくする主義だ。雑魚に女も男も関係な……」


　と、そこまで言いかけたところで、彼は言葉を止めた。


　そのまま、泉の顔から、生徒会室の後ろの壁かべへと目線を移す。するとその壁には何枚もの紙が並べるように貼はられていて。


　その紙を、月光は見る。


「…………」


　一枚目にはこうある。


　数学――１００点　紅月光。





　二枚目にはこうある。


　数学――１００点　碧水泉。





　続いて現代文、保健、日本史、世界史、倫りん理りと、ほとんどの教科で、それぞれお互たがい１００点が続いていて、たまに98点や、97点で点差がつくが、ほとんど同じような点数が続いていて――月光は顔をしかめる。この女は本当に、学業においては優ゆう秀しゆうだったのだ。


　おまけに一番右みぎ端はしに貼られた答案用紙を見て、月光はさらに顔を歪ゆがめる。





　家庭科――１００点　碧水泉。





　家庭科――47点　紅月光。





　それを、見て。


　月光はそれを見て、


「…………」


　もう、なにも言わなかった。


　だがそれに泉が口を開き、


「………………」


　何度も何度も口をぱくぱくと開いてから、


「とね、こう、なんでしょ。いろいろ言って楽しむ方法もあるんだけど、大人な私は言いませ～ん。会長様がご機嫌を損そこねて私の入会を許してくれないと困るしねぇ。なのでまあ、ええと、私書記でいいかな～ん？」


　なんてことを言ってきて。


「…………」


「あとジュースは会長様と一いつ緒しよでコーラが好きだよ。気があうね～！　あ～喉のど渇かわいたな～、そういや誰だれかジュースおごってくれるって言ってたけど、あれ誰だっ…………って、あの、うそうそ。調子に乗りました。だから剣けん抜ぬくのはやめよ？　ね？」


「…………」


　という言葉で、半分まで抜きかけた剣を、月光が鞘さやに戻すと、それを確かく認にんしてから泉が言った。


「ちなみに刺さし身み庖ぼう丁ちようも知らないで私にテストで勝とうとするなんて、身の程ほど知らずもいいとこよねぇ」


「殺す！」


「あは、刺身庖丁で？」


「……この、女は……」


　と、月光は震ふるえる手で剣を抜こうとして、しかし、剣から手を放した。そして椅い子すに座すわる。泉のほうを見ないまま、机の上に山積みにしてある書類を手に取ろうとする。


　するとそれに泉が、


「あ、私の入会認めてくれたの？」


「…………」


「ちなみにその書類は読みやすいように整理しといたよ～。ほらほら、なんかやっぱ書記がいると便利くない？」


　という言葉に、月光は再び泉のほうをにらむ。


「勝手に俺のものに触ふれ……」


　が、その言葉も遮さえぎって、


「ありゃ怒おこった～？　でも、黒守先生からは《軍》からの書類については全部目を通していいって言われてたからさ～。んでもって、紅君は紅君で会長業務で忙いそがしいでしょ？　なのに無む駄だな書類まで全部目を通すのは、非効率だと思ったんだよねぇ。なんでまあ、付ふ箋せん、ついてるとこだけ読めばいいようにしてあるんだけど、余計なお世話だった？」


　なんてことを泉が言ってきて、それに月光は、書類の端はしについてる赤や青や黄色の付箋に目をやる。するとその付箋は、どうやら重要度順に、赤、青、黄と並べられているようで、おまけに書類の文章にはところどころ赤線が引かれており、そこだけを読めば、おおよその内容が理解できるようになっていた。


　さらに欄らん外がいには、この件については仮の報告書作成済み、だの、この件については会長と相談後報告書作成予定、だの、なにやらちょっと魅み力りよく的な言葉が並んでいて。


　それに月光は顔を上げ、横でやはり、へらへらと軽薄そうな、それでいてちょっとだけ緊きん張ちようするような笑顔でこちらを見つめている泉のほうを見た。


　すると彼女が言う。


「どうかな？　そんな感じでいいかな？」


「…………」


「指示してくれればもうちょっと紅君好みの処理の仕方ができるようになると思うんだけど、ま、一回目ってことで私が便利かなぁって思う方法でまとめてみたんだけど……」


「…………」


「あ、それともやっぱやり方まずってる？　それなら言ってくれればもう一度……」


　しかしそこで、月光はうんざりしたような声こわ音ねで、泉の言葉を遮った。


「ああもう、うるさいなおまえは」


「ありゃ、やっぱお気に召めさな……」


「違ちがう。おまえが便利なのはもうわかったから、はしゃぐな」


　するとその瞬しゆん間かん、泉の顔がぱっと明るくなって、それに月光はまた、うんざりする。


　しかし泉がそのまま嬉うれしそうに、


「それ、ほめたんだよね？　お～やった～。じゃあこの調子でやればいいのかな？」


「…………」


「んじゃ私、生徒会に入ってもいんだよね？」


「…………」


「おまけにテストで負けた会長様は、ジュースもおごってくれちゃうと？」


　なんてうるさくはしゃぐ不良娘むすめを月光は無言でにらみ、それから再び書類に目を落とす。付箋が貼られたところだけを読んでいく。するとあっという間に読み終わってしまって、書記の大切さをあらためて実感する。


　そもそも天才の自分が、なにもかもを一人でやっていた、という状じよう況きようが、非効率だったのだ。天才には天才の仕事がある。雑務は雑とついてるくらいだから雑魚がやるべきなのだ。だから早いところ書記を入れようとは思っていたのだが、どうやら、思っていたよりもずいぶんと優ゆう秀しゆうな人材が手に入ったようだった。


　そう。


　この碧水泉という女は、かなり優秀だった。


　それは書類の処理の仕方を見ただけでわかる。これだけ優秀なら、こちらから頭を下げて入ってもらってもいいくらいの能力だった。


「…………」


　だが。


　やはりその、入り方が気に食わない。


　自分が選んだのではなく、《軍》から派は遣けんされてきた黒守とかいう名前のむかつく教師が勝手に選んだ、というのが、まるで気に食わない。


　ここをどこだと思っている。俺の生徒会だぞ？　その、俺に黙だまって勝手に生徒会委員を増やすとは、いったい何様のつもりだ？


　と、そんなことを考え始めると再びだんだん機き嫌げんが悪くなってきて、彼は、


「いや、やはりおまえは……」


　出ていけ、と、言おうとしたところで突とつ然ぜん、ガラガラっと生徒会室の扉とびらが開く音がした。


　それに、月光は扉のほうを振り返る。


　最初は鉄くろがねの馬ば鹿かか、美み雷らいのアホか、サイトヒメアのタコが入ってきたのかと思ったが、そこにいるのは、別の奴やつらだった。


　二人の、男。


　とても人間には見えない、妙みように整った顔だちの男が二人、立っている。


　というか、そいつらは本当に人間じゃなかった。ついこの間、時雨しぐれ遥はるかを誘ゆう拐かいしていた化け物どもだ。エルフの混血ハーフブリードにして、呪じゆ術じゆつの封ふう印いんや解呪を請うけおう、封・解呪師スペルブレイカーを生業なりわいにしている兄弟が、なぜか宮阪高校の制服を着て立っていて。


　そのうちの一人が言う。


　セルジュ・エントリオとかいう名前の、金きん髪ぱつ紺こん目めの穏おだやかそうな男がこちらを見て、にこっと笑い、


「やぁやぁ生徒会のみなさん。今日からお仲間になるセルジュ・エントリオでーす。よろしくお願……」


　が、その言葉を遮って、月光が言った。


「はぁ？　誰が仲間になるだって？」


　という言葉に、しかしセルジュはやはりにこにこと爽さわやかな表情のまま両手をあげて、それから後ろを見る。


「ねぇねぇハスガ。なんかあの黒くろ髪かみの人、すっごい機嫌悪いんだけど、僕なんかまずいこと言いましたかね？」


　するとそれに、後ろからもう一人、男が顔を出す。セルジュ、と名乗った男とは正反対の、強気そうな目付きの悪い顔。紺の髪に、金の瞳ひとみという姿。


　セルジュの弟の、ハスガ・エントリオだ。そのハスガが月光を見つめ、笑みを浮うかべる。


「黒守に負けて機嫌が悪いんだろう？　ちょっと前まではお山の大将気どってたみたいだからさ」


　という言葉に、月光は目を細める。そのまま右手をゆっくりと腰こしの剣けんへと添そえながら、


「……ほう。つまりはおまえらも、俺の許可を得ずに勝手に黒守がスカウトしてきた人材ということか？」


　そう聞くと、それにセルジュが肩かたをすくめ、


「と、いうよりは、鉄君とかいう男の子の馬鹿さ加減をハスガが気に入っちゃっ……」


「兄貴！」


「へ？　あれ、これ秘密なの？」


「いや、そーじゃねぇけどさぁ……ああ～、ええと、まあいいや」


　と、ちょっとうんざりしたような顔でハスガは兄の顔を見て、それから再び、こちらを向く。


「でもとにかくもう《軍》の奴らは俺らのことは調べ終わってんだろ？」


　という言葉に、月光は《軍》があげてきた、エントリオ兄弟についての報告書を思いだした。


　二人は《教会》に捕とらわれていた母親を救うための陰いん謀ぼうを長い間張り巡めぐらせており、そして母親の救出に成功した。


　だが当然そんなことをすれば《教会》から目をつけられる。おまけにエルフたちからも目を付けられる。そして全世界的に指名手配されてしまったので、


「《軍》に守ってもらおうと？」


　と聞くと、しかしハスガは笑う。


「別に俺らを評価してくれてる組織は他ほかにいくらでもあったから、《軍》じゃなくてもよかったんだけどな。でも、鉄を気に入ったから、おまえらのことをちょっと手伝ってやろ……」


「余計なお世話だ。二流の雑ざ魚こに用はない」


　という言葉に、ハスガは半笑いの笑えみを浮かべ、


「[image: ]？　誰が雑魚だって？」


「おまえだ」


「へぇ。で、おまえはなんなんだよ、人間。最近ぼっこぼこに負けて、月光君はイライラしてるから気を付けてねって話を黒守から聞いたが、その負けまくってるおまえは、雑魚じゃないなら、なんなんだ？」


　と、喧けん嘩かを売るように言ってくるハスガに、月光は言った。


「天才だ」


「弱い天才もいたもんだ」


「試ためしてみるか？」


「試したらおまえ、泣くことになるぞ？」


「はは、吐ぬかせ」


　と、言って、月光は腰の剣を抜ぬく。


　するとそれにハスガも右の拳こぶしを握にぎる――かと思いきや、なぜか急に楽しげな顔になってセルジュのほうを向き、


「ほいきた。見た？　いまこいつ、俺の挑ちよう発はつであっさり剣を抜いたよな？」


　と言うと、セルジュはうなずき、


「抜きましたねぇ」


「で、どれくらい俺の挑発にこいつ堪たえた？」


　という言葉に、セルジュは懐かい中ちゆう時計を取り出し、


「ええと、たぶんハスガが挑発始めてから、剣を抜くまで十七秒ぐらいでした」


「うわ、気ぃ短っ！」


「びっくりするくらい短いですねぇ。これは確かに、矯きよう正せいしたほうがいいかもしれない」


　なんてことを言いあい始めて。


　それに月光は、顔をしかめる。もう、思いっきりしかめる。どうやら、そういうことらしかった。こいつらはおそらく、月光を試したのだ。どれくらいまで挑発に堪えて、冷静な判断を下せるのか？　それを、こいつらは試したのだ。


　それに月光は、


「……それも黒守の命令か？」


　と聞くと、ハスガが肩をすくめる。


「悪ぃな。俺もこんなことしたくなかったんだが、これしないと《軍》が保護してくれないって言うからさぁ」


　などという言葉に、月光はハスガをにらみ、


「…………」


　しかしもう、なにも言わなかった。


　そのまま剣を鞘さやに収め、無言のまま再び椅い子すに座すわる。


　するとそれにハスガが慌あわてて、


「あ、あ、まじで怒おこっちゃった？　いやまじでこういうやり口は俺らも好かな……」


　が、それに月光は、


「黙れ。おまえら雑魚がやることをいちいち気にするか。生徒会に入りたいのか？　なら、もう勝手に入ればいいだろう。こき使ってやる。だがいまは少し黙ってろ」


　と、言う。それにハスガとセルジュは顔を見あわせ、それからなにかを言おうとするが、


「黙ってろ」


　と、月光はそれを制止する。


　それから彼は、頭の中で思考を展開させる。突然やってきて、もう、一気にこの生徒会を乗っ取らん勢いで勝手放題し始めた黒守を、どうにかする必要がある、と、思う。もちろんそう簡単にどうにかなる相手ではないが。


　七代前の生徒会長だったと名乗るあの男は、月光が出会った人間の中でも、トップレベルの強さを持っていた。いまの自分では、どう戦ったらいいかわからないほどの圧あつ倒とう的てきな力の差があって。


　それに彼は、さて、と、思う。


　さて、どうやって対応するか？　と、思考を巡らせようとする。


　するとそこで、黙れと言ったのにセルジュが泉のほうを向いて、


「いやーしかし、人間の女の子はかわいいなぁ。君いくつ？」


「え～、あたしですか～？」


「って兄貴の口はなんでそう、女の子に対して軽けい薄はくなのかね」


「とかなんとか言いながらハスガも女の子に興味あるくせに」


「ねーよ」


　という言葉に泉が驚おどろいたような声で、


「え？　ないの？　もしかして、ゲイ？」


「違ちげぇよ！」


「え、そうなのかい、ハスガ。それはちょっと兄さんも初耳……」


「おまえらぶっ殺……」


　なんて会話の途と中ちゆうで、月光は言った。


「だからやかましいと言っ……」


　と、叫さけぼうとするのを遮さえぎって、さらに教室にうるさいのが現れる。


　宮阪高校のセーラー服を着た、小こ柄がらな女の子。童顔だが整った顔だちに、なぜか強気に見えるおっとりたれ目。長いポニーテールという姿。


　安あん藤どう美雷だ。


　その美雷が、


「ゲッコー！　ゲッコーこれ、これ見てこ……って、部屋に知らない人がいっぱいいるっ!?」


　と、衝しよう撃げきの顔で叫ぶ。


　その美雷のほうを、月光は見る。


　すると美雷は、両手にドクターペッパーの缶かんを持っている。お小こ遣づかいは缶一本分しか渡わたさなかったので、おそらくは自じ販はん機きのルーレットが当たったのだろう。それにはしゃいで戻もどってきて、そしたら生徒会室にいつもとは違ちがうメンバーが溢あふれているのに驚いた、という、顔。さらに説明して説明してという、顔。あ、それとドクターペッパー当たったんだよというのを思いだしてそれを再びこちらに見せてくる得意気な顔。


　その、もう顔だけでうるさい部下を無視して、なんとか彼は思考を続けようとする。考えなきゃいけないことは、いくらでもあるのだ。時雨遥が拉ら致ちされてしまったせいでいろいろと停止してしまっていた業務が、いくつも……


「……あ、あ、ええと、ミライです。雷いかずちの悪あく魔まです。みんなは誰だれですか？」


「泉でーす。今日から生徒会の書記になることになりました～」


「しょきー？」


「そう。でもってこの二人はセルジュ君とハスガ君。封・解呪師スペルブレイカーなんだよね？」


　そう泉が言うと、それにセルジュがうなずいて、


「なにか封ふうじたり解いたりしてほしいものがあったら、言ってくださいね」


　さらにハスガが、


「ただじゃねぇけどな」


　なんて言って。


　それに美雷が、あきらかにわかってなさそうな顔でほうほうと言って、うなずく。そして月光のほうを見て、


「ただじゃないんだって！」


　と言う。


　もちろん月光はそれを無視する。


　するとまた、美雷はうなずいて、


「とりあえずみんな仲間ってこと？」


　と聞くと、泉とセルジュがうなずいて、勝手に仲間になる。美雷はそれに笑顔になり、じゃあこれあげるね～っと、うなずかなかったハスガにドクターペッパーを渡そうとして、え？　え？　俺？　なにこれ？　と、ハスガがそれを受けとる。それに泉が笑う。そのままハスガは美雷に缶の開け方を教わり、ドクターペッパーを飲む。ぎゃあああなんだこりゃああああという叫び声を上げてハスガがのたうちまわる。美雷がねねねこれ美お味いしいでしょ～とか言って泉が腹を抱かかえて爆ばく笑しようする――


　とかいう、もう、本当に信じられないほど一気にやかましくなった生徒会室を見つめ、


「…………」


　月光は頭を抱えたくなった。


　頭痛すらしてきた。


　そしてその頭痛のする頭で、この状じよう況きようをいったいどう打開したらいい？　と考えて、


「……よし、わかった。おまえら全員、生徒会の仲間だな。なら馬ば鹿かみたいに仲良くするがいい。だが俺はもう退会する」


　と言って立ち上がろうとして、それに美雷が首を傾かしげ、


「え？　大会？　なんの大会？」


「黙だまれ雑魚」


「雑魚言うなぁあああああああ！」


　と、叫ぶ美雷を無視して、月光はもう生徒会室を出ていくことにする。


　するとその後ろから美雷がひょこひょこついてこようとして。


「ついてくるな！」


　と、怒ど鳴なる。


　美雷がそれに、びくっと肩かたを震ふるわせて止まる。それを確かく認にんしてから再び、月光が歩き始めようとするとまた、美雷が後ろからついてきて。


「…………」


　だが、もう振ふり返らなかった。


　このうるさい空間から、一刻も早く出ていきたかった。そうじゃなくても彼は、あまりうるさいのが得意ではないのだ。子供のころに家族を亡なくし、ほとんどの時間を独りで過ごしてきた彼は、他人と同じ空間にいることが、あまり好きではないのだ。


　だから生徒会室の扉とびらを開き、外に出ようと――


「…………」


　出よう、とするが、しかしなぜか扉が開かない。この生徒会室の扉には鍵かぎがついていないのに、まるでその扉は動かなくて。


「……おい」


　と、月光は言う。そして振り返る。するとまた、美雷がびくんっと震えて動きを止めるが、しかし、そんな馬鹿な遊びをしている彼女は無視して、後ろの混血ハーフブリードの二人をにらむ。


「おまえら、扉に結界を張ったか？」


　するとそれに、ハスガがこちらを見て、


「……開かないのか？」


　と、聞いてくる。その口くち振ぶりだと、どうやら結界を張ったのは、こいつらじゃないらしい。だとすると、


「おまえか？」


　と、月光は泉のほうを見て、聞いた。


　すると泉はちょっと驚いたような顔になって、


「なんで私よ？　私魔ま法ほうとか全然使えないよ？」


「だが黒守の犬だろ？」


「犬ってなんか、響ひびき悪いなぁ……でも、ほんと私じゃないよ？　黒守先生とだってそんなに会ってるわけじゃないし」


「シラをきるな。なにが目的でここに結界を張った？　言わなきゃ……」


　と、腰こしの剣けんに月光は手を伸のばす。


　するとそれを見てセルジュが目を細め、


「……あ～、それはだめですねぇ。女の子に手を上げるのは許しませんよ？」


　なんて言いだして。


　それに月光は混血ハーフブリードをにらむ。


「女を拉致した奴やつの言葉とは思えんな」


「時雨遥さんは、依い頼らい人ですから。拉致したわけじゃない」


「はっ」


「とにかく、少し冷静になりましょうよ。彼女は違うと言っている。なら、ちゃんと話を聞いてあげないと。思い込みで彼女が悪いと決め付けるのは、よくないと思うな」


　なんて馬鹿なことを言ってくるセルジュに、月光はうんざりする。


　人は簡単に噓うそをつく。それもこの、碧水泉ほど頭が良ければ、簡単には見破れないほどの噓も平気でつくだろう。


　そしてその噓に惑まどわされた瞬しゆん間かんに、殺されてしまうこともある。ほんの一瞬、その噓を見破るのが遅おくれただけで、人が、仲間が、自分が、殺されてしまう可能性がある。


　なら、常に先手を取って動く必要がある。


　この場合は、噓をついているかもしれない泉と問答する時間など、ないのだ。拷ごう問もんでもなんでもして、真実を聞きだすべきだ。そして本当に彼女がなにも知らないのなら、それでいい。だがもしもこの女が関かかわっていたら、どうする？


　と、月光はセルジュの言葉を無視して剣を抜ぬき、それで泉を刺さしてみようと思うが――


　それにセルジュが、泉を守るかのように立ち上がる。


　続いてその弟も立ち上がって月光のほうを見て、


「あ～、この件については、俺、月光に賛成かな。兄貴はいっつも女に甘あまくて失敗するからさぁ。あの怪あやしさ炸さく裂れつの黒守の犬なら、そりゃ敵だろう？」


　なんて言って。


　それに泉とセルジュが同時に、


『ええ～』


　と叫ぶ。


　それに月光はハスガを見る。するとハスガが、泉の身み柄がらを奪うばおうとしていて。


　それをセルジュが、


「ちょ、ハスガ。僕は女の子に暴力を振るうような子に、君を育てた覚えはありませんよ！」


　とか言いながら泉を守ろうとする。


　さらに美雷が月光に向かって、


「ねねね、ゲッコー、これ、なになに？　みんななにやってるの？」


　と、くりくりの目で聞いてくる。


　その、すべてを眺ながめ回して、彼は、


「…………」


　急にいま、ここでいったいなにが起きているのかが見えてきてしまって、益ます々ますうんざりした気分になる。


　つまりこれも、黒守がやっている試験の一部なのだ。


　新しい人材を送りこみ、そいつらを月光がうまく使えるかどうかの試験。部屋に閉じ込め、全員を疑えるような状況を作り、その上でこの部屋から脱だつ出しゆつすることができるかどうかを試ためすような試験。


　月光は剣を抜く。凶剣スペル・エラーで扉を斬きり付けてみる。だがやはり、その扉はびくともしない。わざわざ凶剣スペル・エラーが反応しないような術式で、その結界は編まれていて。


「……本当に、趣しゆ味みが悪いな」


　と、月光はうめくように言う。


　おそらくこれは、エントリオ兄弟と仲良くなり、その力を借りなければ解くことができないような結界なのだろう。仲良くなったら出てこれますよ、というような結界。


　とそこで、月光は思いだす。黒守の奴がむかつく顔で言っていた言葉を思いだす。


　黒守は月光を殴なぐりまくったあげくに、こんなふうに言っていた。


『《軍》はこう言ってた。君はこの《聖地》を完全に操あやつることができる可能性を持った、ダイアの原石だ。とても大切に、大切に扱あつかう必要がある。だからいまの弱い状況で間ま違ちがって死んだりしないよう、教育してこいって』


　こうも言った。


『で、僕が言われたのは、君を今年中に、僕より強くすること。くだらないことで死んだりしないよう、君を僕のレベルまで引きあげること。僕はそのための君の管理官ブリーダーとして、ここに派は遣けんされた』


　その、言葉を月光は思いだし、


「……それでこれが、教育ってわけか？」


　と、小さく呟つぶやく。


　それから生徒会室の中をもう一度眺めやる。


　セルジュとハスガが泉を取りあって言いあいをしていて、それを泉と美雷が楽しげに見ている。


　これだけでもう、それぞれがいったいどういう状況で、どういう行動を取るのか、という情報を月光は得ることができる。おまけにここを力を合わせて脱出することができれば、お互たがいの信しん頼らいも深まるだろう。生徒たちに課題を与あたえ、協力させてそれを乗のり越こえさせる。まるで教育のお手本のようなその遣やり口くちに、


「……クソ教師が……絶対に協力などしないぞ。俺だけの力でここから脱出してやる」


　と、月光は呟いて、彼は剣を腰に収める。それから部屋に置かれているロッカーの中を漁あさり始める。


　それにハスガが気づいて、


「あ、月光、ちなみに言っとくと俺、結界とか解くのが得意なん……」


「黙ってろブラコンが」


「んぁ!?　てめぇ誰だれがブラコンだって？」


「おまえだ。俺は兄弟と仲がいい奴など絶対に信用しない」


「っておまえ、いったいなんの話をし……」


　が、もう月光はその、ハスガの言葉も無視する。ただ、ロッカーの中から淡たん々たんと必要なものを取り出して。


　パイプ。火薬。導火線。


　その他、ちょっと世間には公表できないようないろいろなものを手て際ぎわ良く組み立てていく。そして一本の爆ばく弾だんがあっさり作られ、それを結界が張られた扉、ではなく、廊ろう下かに繫つながっている壁かべに設置する。さらにポケットからライターを出し、導火線に火をつける。そのまま壁とは反対の窓のほうへといき、


「おい美雷」


　と、部下に声をかける。


　すると彼女はこちらを向いて、


「ん～？」


　と言うので、月光は言う。


「こいつら黒守の息がかかった馬ば鹿かどもとは違い、おまえは俺の仲間だからな。協力しろ」


「ってなんの話？　なんの話？」


　と首をかしげる彼女のポニーテールをつかむ。そのままぐいっと引く。すると彼女は、


「痛い痛い痛い、痛いよゲッコ～」


　というのを無視して、彼女を振り回して爆弾が仕し掛かけられた壁のほうへ、まるで盾たてにするかのように向ける。そのまま後ろから、彼女の首に無理矢理キスをする。


　それに美雷が、


「う、うわ～、ななななな、なにぃ～!?」


　と叫さけぶが、その間にもキスによって、彼女にかけられた呪のろいが解ける。髪かみの毛が稲いな妻ずま色に変わり、ゴムで止められていたポニーテールが弾はじけようとして、しかし、月光がつかんでいるので弾けない。さらに彼女の瞳ひとみも金色になり、体を稲妻が帯電し始めて、彼女は本来の、雷いかずちの悪あく魔まの力を取り戻もどす。


　それに美雷が、ちょっとだけ恥はずかしそうな顔でキスされた自分の首を押おさえながら、


「ちょ、ゲッコー、み、み、みんなの前で恥はずか……」


「黙だまって前を見ろ」


「へ？」


「胸を張れ」


「は、はい」


「よし、準備はできた」


　そう言って、彼は美雷の後ろに、しゃがむ。


　耳を塞ふさぐ。


「…………」


　なんてわけのわからないことをやりあっている二人をハスガが呆ぼう然ぜんとした顔で見て、


「はぁ？　なんなのおまえら？　ほんとさっきからいったい、なにやってんだ？」


　と、言う。


　続いてセルジュもこちらを向き、


「へぇ～、そうなんですね。お二人はそういう関係だったんですねぇ」


　なんてことを、言う。


　そして最後に泉が、月光と美雷ではなく、壁に仕掛けられたあきらかに爆弾なパイプを見る。目を大きく見開く。


「えええええええ!?　えええええええええええちょっと、冗じよう談だんでしょ!?　うそうそあれ、爆弾？　あの、えっと、ああっと、あああもう！」


　そう叫んで、とりあえず彼女は目の前にいたハスガに抱だき着く。


　それにハスガが驚おどろいて、


「うお、おまえ、いきなりなにす……」


　が、彼女はそのままハスガを壁のほうへと押しやり、さらにセルジュの背中も引っ張って自分の盾にして、


「い、いまから壁が爆発するけど、あたしを守るように！」


　なんて叫ぶ。


　それにハスガが、


「はぁ？　爆発？　いったいなん……」


　が、言葉はそこまでだった。


　導火線が燃えつきる。


　炎ほのおが火薬に移る。





　刹せつ那な――





　閃せん光こうと爆音、続いて強い衝しよう撃げきが生徒会室中――いや、この中央校舎全体を震ふるわせた。


　それに、


「…………」


　月光は美雷の背中から、ひょいっと顔をだす。冷たい黒い瞳で、いま爆破した壁のほうを見る。すると壁には、人が二人くらい通れるぐらいの穴が空いている。


　それを見て、


「よし、これで脱出できるな」


　と、立ち上がる彼に、


「ざっけんなぁあああああ！」


　と、混血ハーフブリードの目付きが悪いほうが怒ど鳴なった。


「て、てめぇ、いまの、いまの冗談じゃすまねぇぞ？　爆風の解呪タイミングがあとちょっと遅おくれてたら、俺ら死……」


　が、それを遮さえぎって月光は言う。


「その程度で死ぬならおまえはこの生徒会室にはいらない」


「って、はぁ～？　なんなのおまえ？　おまえ、何様だよ？」


　という問いに彼は、ハスガのほうを向かないまま、言う。


「おまえの主あるじだ」


「吐ぬかすんじゃねぇよ。俺は認めな……」


「認められないなら、消えろ。別におまえにきてくれと頼たのんだ覚えはない。ここにいたければ、俺に従え」


「……おっまえ……おまえはほんとに……」


　と、混血ハーフブリードの馬鹿がイライラし始めるが、もううるさいので無視する。


　するとその後ろから、


「いやいやいや、文句つけるところはそこじゃないから！　それよりもちょっと、あたし人間なんだよ？　普ふ通つうの人間！　あんなこと突とつ然ぜんされたら死んじゃうんだけど！」


　なんて不良娘むすめが騒さわぎ始めるが、


「…………」


　やはり不良に市民権はないので無視する。


　さらに彼の胸の前で、


「うわー、なんか、なんかドカーンってなってびっくりしたねー！　なにいまの？　なになにいまの？」


　と、お子さまが聞いてくるがお子さまの質問にいちいち答えてられるほど暇ひまじゃないので無視……


「ねねね、なになに？　ゲッコーなにしたの？」


　と、美雷が月光の胸をつかんでぐいぐい揺ゆすってくるがやはり無……


「ねねねねね」


「…………」


「ねねねねねねねねねねね」


「うるさぁあああああああああい！」


「ねねねねなにしたの？」


　という質問に、


「花火だ」


　月光はうんざりしたような顔で、そう答えた。


　するとその瞬しゆん間かん、美雷の目が無む駄だに輝かがやき、


「は、花火!?　それ、それミライが見たいやつじゃん！」


「…………」


「漫まん画がで読んだんだよね～。浴衣ゆかたとか着るんだよね～」


「…………」


「んでもってんでもって、土手でね！　恋こい人びと同士がね！」


「…………」


「仲良くしてたらドカーンって花火が上がってね！　そしたら馬に乗ったヒゲ面づらの、八万の軍勢が一いつ斉せいに……」


「ってそれどんな漫画よ！」


　と、泉が突つっこむ。


　それに美雷が、関かん羽う姉ちゃんがどうこうした、というようなよくわからない漫画のタイトルとその内容を熱く語り始めるが、もう、とりあえずそんなことはどうでもいい。


　さっきからずっと生徒会室が騒がしくて頭痛がしてきている上に、彼にはもう、そんな馬ば鹿か話ばなしを聞く余よ裕ゆうは、なかった。というか、ハスガと、セルジュももう、気づいている。


　彼が爆破して穴を開けた、壁の向こうに、こちらに殺気を放っている一人の男がいることに。


　月光は穴の向こうの、廊ろう下かを見る。


　するとそこには、あいつが立っている。


　月光たちを教育するために《軍》から派は遣けんされたという、管理官ブリーダーが立っている。


　まるでマフィアがかぶるような帽ぼう子しに、丸まる眼鏡めがね。ストライプの入ったスーツに、赤いタイ。白い手て袋ぶくろ。


「……黒守か」


　と、月光が言うと、黒守は薄うすい笑えみを浮うかべる。


「教師を呼び捨てにするのは、どうかと思うよ？」


　なんて言いながら、穴をくぐって生徒会室の中へと入ってくる。そしてその穴をぽんぽんっと触さわり、


「それにまさか、こ～んな方法で結界を破ってくるとはねぇ。実際はそこの、ハスガ君の能力を使えば結界は簡単に解けるようにしてあったんだけど……」


　という言葉に、月光は言う。


「知ってる」


　それに黒守は、細い目をこちらに向け、


「知っててやらなかった？」


「俺の勝手だ」


「……ふむ。協調性――０点。そのかわり独立心――１２０点、か。バランスが悪いなぁ」


　なんてことを言って、黒守は手に持っていた黒いファイルを開き、そこになにかを書きこむ。


　それに月光が、


「……勝手に俺のことを評価するな」


　と言うと黒守は笑う。


「子供はみんなそう言うんだ。先生はぼくのことを知らないくせにーってね」


「殺すぞ」


「できるならどうぞ。でももう試ためしたろう？　で、その悪魔の前で恥はじをかいた。今度はこの大人数の前で恥を上うわ塗ぬりしてみるかい？」


　と、黒守が言って、ファイルから顔をあげる。


　その顔を、月光はにらみつける。


　するとそこで、さっきまで泉と馬鹿話をしていたはずの美雷が、なぜかへの字眉まゆで黒守をにらんでいて、


「ゲッコーは恥なんてかいてないもん！　ね、ゲッコー、そうだよね！」


　なんてことを、言いだす。


　それにまた、黒守は笑う。


「だってさ、紅君。君は誰だれとも仲良くできないのに、味方してくれる心優やさしい子がいてよかったね～。でも、ミライちゃん」


「なに！」


「彼が恥をかいたのは、契けい約やくした悪あく魔まが弱すぎたからだよ。つまり君が弱かったから恥をかいた。君のせいだ」


　と、黒守が言った瞬間、美雷の体がびくんっと震える。


　しかしさらにダメ押おしするように黒守が、


「君のせいだ」


　と、言うと、それに美雷が、


「…………」


　美雷が、どんな表情になったのかはわからないが、月光はその、彼女の頭をごんっと殴なぐった。するとそれに、


「痛ぁ!?」


　と、壁かべに穴をあけるほどの爆ばく発はつにもびくともしなかったくせに、痛そうに頭を押さえて彼女はこちらを見上げる。すると彼女はあきらかに泣きそうな涙なみだ目めになっているので、彼は言う。


「馬鹿が、なにを簡単に泣かされてる。あいつの口車に乗せられるな」


「だけど」


「だけどじゃない。それに負けたのはおまえのせいじゃない。俺のせいだ。だから馬鹿みたいな顔をしてないで、後ろに下がってろ」


「でも……」


「下がれと言っている。命令だ」


「……う、うん」


　と、彼女は月光の、後ろに下がる。


　それから再び、彼は黒守をにらむ。


　七代前の生徒会長だったという、《軍》から派遣された管理官ブリーダーを見つめ、


「……で、それぞれ一人一人の力を試して、その上でおまえが教育してくれるというわけか？」


　そう聞くと、黒守はあっさりうなずく。


「ちょうど期末試験の時期だったしねぇ。でも、エントリオ兄弟の二人以外の力はもう、全員試させてもらいました。結果を聞きたいですか？」


　という問いに、月光は吐はき捨すてるように言う。


「興味ないな」


「はは。興味ないですか。でも、現実を見ない子は成長しませんよ？　そんなだからあなたは双ふた子ごの弟にも勝てな……」


　が、その言葉が終わる前に月光は腰こしの剣けんに手をかけている。そしてそれを引き抜ぬこうとする。


　だがそれよりも早く、黒守が彼の、すぐ目の前までやってきている。腰の剣を抜かせないよう、右手で凶剣スペル・エラーの柄つかの部分を押さえてしまう。


　それに月光は顔をあげる。一いつ瞬しゆんですぐ近くまで接近されてしまった、黒守の顔をにらみ、


「くそ」


　と、うめく。拳こぶしを跳はねあげて黒守の顎あごをとらえようとするが、しかし、結果は前と同じだ。黒守の拳のほうが、何倍も速い。パンっという音がしたと思ったら、それは自分の顔が殴られた音で、後方に吹ふっ飛ぶ。体が窓にあたる。ダメージはそれほどない。あきらかに手加減された。だがそれでも、三半規管を揺らされてしまっていて、平へい衡こう感かん覚かくがなかなか取り戻もどせない。


　しかしそれでも月光は歯を食い縛しばり、がくがくと揺れる膝ひざをなんとか支えて、


「…………」


　黒守を、にらむ。絶対にいつか殺してやると心に誓ちかいながら、黒守をにらむ。だがそれは、いまじゃない。いまはこいつに、まだ勝てない。


　とそこで美雷が拳を握にぎり、月光の名前を叫さけぼうとするが、それを、


「動くな、美雷。そいつはまだ、殺やれない」


　と、言う。


　するとそれに、黒守が微笑ほほえむ。


「おお、ちゃんと我が慢まんできた。順調に強くなっ……」


「黙だまれ」


「でも弟のことを持ちだされるとすぐにキレちゃう弱点は克こく服ふくしな……」


「黙れと言っている！」


　そう、彼が怒ど鳴なると、黒守は肩かたをすくめる。それから、


「ま、最初からあんまりいじめても、よくないか。弱い子は挫ざ折せつしちゃうしねぇ。これくらいにしときましょう」


　と、そう言うと、それに横からハスガが腕うで組ぐみをしながらそれを眺ながめていて。


「……な～んか、さっきから会う奴やつ会う奴、付き合いにくそうな奴ばっかりなんだけど……やっぱ人間のとこにきたのは間ま違ちがいだったかね？　どう思うよ、兄貴」


　なんてことを言うと、それにセルジュが答える。


「……いえ、でも僕は紅君については、意外と優しいなぁと思いましたけどねぇ」


「そうかぁ？」


「ほら、ミライちゃんとかいう子に見せた態度とか」


「ああ、まあ確かにな。ロリコンってことか」


「あはは、そうかも」


　とかなんとか、月光が動けないのをいいことに好き放題言いあう兄弟のほうを月光はにらみ、やはりこいつらもいつか殺す、と、思う。


　だがしかしそれも、いまじゃない。


　いま、やるべきなのは――


「……おい、混血ハーフブリードども」


　と、彼は言う。


　だがそれを、黒守がまるで月光の心のうちを見み透すかしているかのように、


「……エントリオ兄弟と一いつ緒しよに僕を襲おそっても、僕には勝てないよ。君らは弱すぎる」


　なんてことを言った。


　そしてそれに、


「……[image: ]？」


　と、ハスガが反応する。


「そりゃ、ちょっと聞き捨てならねぇなぁ」


　と、言う。そのまま彼は拳を握り、少しだけ体勢を低くする。臨戦体勢に入る。そして、


「人間がたった一人で、俺ら二人に勝てる？　はは、冗じよう談だんにもほどが……」


　と、言いかけたところで、そのハスガの頭を、セルジュがつかむ。


　それにハスガはそちらを向いて、


「んぁ？　なにすんだよ兄貴」


「もう～、ハスガはすぐに喧けん嘩かしようとするんだから～」


　と、たしなめるように言う。


「いけませんよ。そんな誰とでも争っ……」


　が、言葉はそこまで。


　ハスガを制止しようとしていたセルジュの体が、突とつ然ぜん弾はじける。掌しよう底ていを黒守のほうへと放ち、


「なんてな。僕もあなたは嫌きらいだ。だからあなたの動きを、封ふうじる！」


　と、言う。セルジュの掌底の周りの空間が、黒くぐにゃりと歪ゆがんだように見える。ぐぐっと、彼の額に黒い角が一本、生えだしてくる。


　さらにまるでセルジュがそうすることをわかっていたかのように、ハスガも前へ一歩、大きく出ている。低い軌道で拳を下から上へと跳ねあげながら、


「壊こわれろ」


　と、言う。拳の周囲が赤く歪む。やはりハスガの頭にも、角が一本生えてくる。


　エルフと同じだ。なにか力を使うときに、こいつらは角を呪じゆ力りよくの基にしているようだった。ただ、その能力は、エルフが使うような、精せい霊れいを呼びだしたりするようなものとは、違うようだった。


　なにかまた、別の形式の魔ま法ほうを使っているようで。


　その、混血ハーフブリードの兄弟の攻こう撃げきを、黒守はしかし、よけない。いや、よけられるタイミングじゃなかった。完全に虚きよを突ついたのだ。黒守は動けないまま、セルジュの掌底を胸にくらう。すると掌底を包んでいた黒い歪みが、黒守の胸に移る。その胸を、まるで鎖くさりのような形になった黒い歪みが縛る。さらに天てん井じようや床ゆかにその鎖が伸のび、突き刺ささる。


　完全に黒守はその鎖に拘こう束そくされてしまい、無防備な状態でハスガが放つ拳を――


　だがそこで、


「拘束力が弱いなぁ」


　と、黒守が言った。そのままあっさり動く。まるで胸を縛る鎖などないかのように、一歩前へと出る。


　それにハスガが、


「うお」


　と驚おどろくが、もう遅おそい。黒守の手が、ハスガの赤い歪みが宿った腕うでを取る。その赤い歪みをしげしげと見て、


「これがすべてを破は壊かいするって噂うわさの、解呪の能力？」


　と、言う。そのままその腕をぐいっと引きよせ、


「よし、試してみよう。そんなになんでも破壊しちゃうなら、僕の体が吹っ飛ぶかどうか、試してみよう」


　なんて言って、拳を自分の頰ほおに当てる。するとその歪みが黒守の顔へと移り、


「…………」


　しかし、なにも起きない。


　それにハスガの目が、驚いたように大きく開く。


　だがその顔に向けて、


「あ、驚いた？　じゃあ驚きついでに殴なぐられときなさい」


　と言って、黒守が拳を放とうとして、それにセルジュが後ろから、弟の首をつかみ、引っ張る。それからさっきまでずっと穏おだやかに笑っていた目を鋭するどく細め、黒守のほうへと向けて。


　その視線を黒守は受けて、言う。


「おお、お兄さんがついにやる気に……」


　が、セルジュはすぐに両手をあげ、首を振ふる。


「いや、やめます。どうやら格が違うようだ。僕らじゃあなたには勝てない」


　と言うと、黒守はうなずいて、


「ああ、ここで引くか……なるほど。君のその賢けん明めいさが、嫌われ者ものの混血ハーフブリードにもかかわらずに今日まで生き残れた理由かな。弟君もこれを学ばなきゃだめだよ？　お兄さんは偉い大だいだ」


「ふざけ……」


　が、そのハスガの口を、セルジュが塞ふさぐ。そして再びにっこりと笑え顔がおになって、


「しかし、すごいですね。僕の封ふう印いんの鎖は、一時的なら竜りゆうの動きも止められるんですが」


　と言うと、それに黒守が笑って、


「それは古竜？」


　と、言う。


　それにハスガが震ふるえ、セルジュの微笑みが、凍こおりついた。


　だが、それは当然の反応だった。


　月光ですら、いまの黒守の言葉には耳を疑ったくらいだ。


　古竜ゲドガルド――というのはそれほどに強大な力を持った存在だった。


　普ふ通つうの竜とはレベルが違う。英えい雄ゆう伝説やなんかで退治されるような、二流の竜とはわけが違う。そこらの悪あく魔まや、妖よう魔まともレベルが違う。


　それはそもそも、人間が口にすることすらひかえねばならないような、化け物だった。神と同義といってもいいほどの化け物。あの、エデルカの主あるじと同じような、理解不能のなにか。


　だがいまの黒守の発言は、まるでその、古竜をどうにかできるような口くち振ぶりだった。


　それにセルジュが言う。


「……ああ、あなたはそのレベルか……《軍》はすでに古竜を……？」


　が、黒守はそれに肩をすくめ。


「なにを言ってるんです。古竜退治は、この生徒会業務の一つですよ？」


　なんていう、わけのわからないことを言いだす。さらに、


「まあいまの君たちの力では無理ですが、来年までに古竜ぐらいならなんとかできるよう、僕が鍛きたえますから安心してください」


　なんて、本当にわけのわからないことを言いだす。


　それに混血ハーフブリードの兄弟が、息を呑のむのがわかった。完全に黒守に、心が屈くつ伏ぷくしてしまったのがわかった。


　いや、月光ですらいまの話には少し、心が折れそうになった。思っていたよりも遥はるかに黒守は化け物のようで、一いつ瞬しゆん絶望しそうになり、しかしすぐに、


「…………」


　いや、うまくこいつの知識を利用して修しゆ業ぎようすれば、次に日向ひなたと戦うときに、役に立つか？　なんてことを、思いなおす。


　こいつを利用してやる、と、黒守をにらむ。


　するとそれに黒守は嬉うれしそうに、


「だいぶ、うまく回ってきましたねぇ。みんなが先生の言葉に耳を貸す気になってくれたみたいで、いい感じですよ」


　とか、言う。


　それに月光とハスガは顔をしかめるが、セルジュはそれに、


「こ～れは、ここにきたのは拾いものでしたねぇ。無タ料ダでそんな高等教育を受けられるなんて、こんな機会あんまりないよハスガ」


「って兄貴はなんでそんなポジティブなんだよ！」


「え？　なにかネガティブになるような要素ありましたっけ？」


「いや、いま喧嘩で負け……」


　が、そこでハスガは言葉を止め、頭をくしゃくしゃとかく。


「ああもう、なんかしゃべればしゃべるほど、俺がガキみたいな気がしてきた」


　と言って、それにセルジュがその、弟のかいている頭をぽんぽんっとなでる。


「ハスガはいっつもかわい……」


「うるせぇよ」


「あはは」


　などという、もの凄すごく仲のいい兄弟の姿を半眼で見て、月光は言う。


「……おまえら気持ち悪いから、やめろ」


　と、言う。


　するとそれに黒守が、


「あれあれ紅君。ま～たブラザーコンプレックスかなぁ？」


　なんて言ってきて。


　そこで月光は、


「…………」


　彼は、腰こしの剣けんに手を伸ばそうとして、


「………………」


　しかし、やめた。


　どうせ勝てないから、やめた。


　腑はらわたが煮にえくり返ってモツ鍋なべでも作れるんじゃないかと思えるほどに怒いかりが爆ばく裂れつするが、やめた。


　だがどうしても我が慢まんできないので、


「……俺が強くなったら、貴様を絶対に殺すからな」


　と言うと、黒守は急に嬉しそうな顔になり、


「お、いいね～。いま、剣を抜ぬくの我慢したでしょう？　すごい成長……」


「殺す」


「子供は素す直なおが一番……」


「殺す」


「あ、こういうときに言ってみたかった言葉を思いだした！　君は腐くさったみかんじゃないよ！　っていう金八先生の名セリフを一度言っ……」


「黙だまれこのクソ教師が！」


　と、月光が怒ど鳴なると、黒守はますます嬉しそうに笑って、言った。


「クソでも教師と認めてくれて嬉しいよ。さて。じゃあ、それぞれの紹しよう介かいが終わったところで本題に入ろうか」


　と、勝手に話を進めてしまう。


　一度後ろを振り向き、壁かべにあいた穴に向かって手招きする。


　するとそこには例のバカップルもいたようで、バカ面づらしたゾンビ男が穴から顔を出し、


「強っええええええ！　全負けって、なんなのそれ？　どうやったらそんな強くなれんの先生？」


　とか、言う。


　そしてそれに、その鉄の腕に抱だき着いて嬉しそうにしながら生徒会室に入ってきた魔ま女じよが、


「大兎だってすぐあれくらいになるよ」


「うそだぁ」


「ほんとほんと。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の犠ぎ者しやってすごいんだよ？」


　とかなんとか言っていて。


　さらにハスガが手をあげ、


「よぉ鉄」


「って当たり前にのように声かけてくるけど、なんで敵だったおまえがここにいんのよ？」


「ま、なりゆきでさ～」


　と笑うハスガに、セルジュが微笑ほほえんで、


「なんでもハスガは鉄君のことが気に入ったらしいんですよ。だからきました」


　なんてことを、言う。


　それに鉄が、


「……え？」


　と、ハスガのほうを見る。


　さらにサイトヒメアの目が鋭く細くなって、


「……大兎を、気にいった？」


　と、なぜか一歩前に出て、まるで鉄を守るような姿勢になって。


　それにハスガは慌あわてて、


「ちょ、おまえらなんかすごい勘かん違ちがいを……ああもう、誤解すんなよ鉄。おまえの馬ば鹿かさ加減に、人間にもおもしろい奴やつがいんのな～っと思ったってだけだぞ？」


　と、必死に弁解する混血ハーフエルフの言葉に、鉄が、


「……え、あ、うん」


　と、不ふ審しん気げな顔でうなずいて、ハスガがまた、顔をしかめる。


「全然納なつ得とくしてねぇだろ！　俺らほら、こないだの《教会》の事件で指名手配されたんだよ。で、どっかの組織に守ってもらおうってことになって、どうせなら知りあいがいるとこがい……」


　が、彼はそこで言葉を止める。


　やはり不審気な目でハスガを見る鉄とサイトヒメアに、さらにわざわざその横に並びにいって、意地悪な顔で半眼になる泉の三人に見つめられて、


「ほんとにおまえらぶっ殺すぞおい！　そういう目で見るのやめろ！」


　と、ハスガが怒鳴る。


　それに黒守も笑い、さらにぽんぽんっと手をたたいて、


「さて、そんな冗じよう談だんはさておき、そろそろ僕の話を聞きなさーい」


　なんてことを、言う。


　それに他の生徒会委員たちが黒守のほうを見る。この生徒会室の主でもないくせに、完全にこの男は主導権を握にぎってしまっていて。


　それに。


「…………」


　美雷が、少しだけ心配そうな顔でこちらを見る。


「……大だい丈じよう夫ぶ？」


　なんてことを言ってくる。


　それに月光は、イラつく。最近はこいつに、心配されてばかりだ。なんにも考えてない、脳みそにドクターペッパーが充じゆう塡てんされているようなお子さまにそんな心配ばかりされてしまって、大丈夫なわけが、あるか、と思う。


　おまけにこの生徒会室のありさまは、なんだ。


　彼が入会を許可していない人材が三人も勝手に入会し、さらにそいつらは――いや、そいつらだけじゃなく、馬鹿も、馬鹿魔女も、その顧こ問もんの言いなりときている。


　それに月光は、


「…………」


　唯ゆい一いつの味方である、悪あく魔まの顔を見て、


「…………」


　そのまま美雷の頭をぽんっと触さわる。髪かみをつかみ、自分のほうへと引き寄せ、その額にキスをする。


　美雷はそれに、


「わわわわ」


　と、言っただけで目をつぶる。


　すると再び彼女にかけている凶剣スペル・エラーの呪のろいが発動し、彼女は雷いかずちの力を失う。宙を舞まっていた髪がふわりと落ち、全身に帯電していた稲いな妻ずまが消える。


　瞳ひとみも黒く戻もどり、悪魔のお子さまから、ただのお子さまに変わる。その、宮阪のセーラー服を着たお子さまが、やはり心配そうな顔でこちらを見あげてきて。


　それに月光は、


「……雑ざ魚こが主の心配をするなんて、八万年早い」


　と、言う。


　するとそれに、なぜか美雷はちょっと嬉しそうな顔になる。


「おお～、よかった。なんかいつものゲッコーに戻っ……」


「やかましい」


　そのまま髪をつかんで自分の前からどける。すると髪をつかまれて振ふり回されていく美雷が、なぜか嬉しそうにえへへと笑っているがもう、お子さまと付き合っている時間ではない。彼は黒守をにらみ、言った。


「……で、散々俺たちを試ためして、これからどうするつもりだ？」


　するとそれに黒守はこちらを振り向いて、微笑む。


「夏休みを制するものは、受験を制す！　ってね」


「はっ。《軍》が開発した、強化プログラムでもあるのか？」


「うん。それも一番ハードな奴がね。今回の生徒会は優ゆう秀しゆうな子ばかりで、その一番ハードなプログラムを乗りきれそうだから、《軍》のみんなはすごく君たちに期待してるんだよ」


　という言葉に、しかし月光は黒守をにらんだまま、


「……さんざん嬲なぶりものにされたあげくに期待されていると言われても、馬鹿にされているとしか思えないな」


「あはは、評価されてるんだから素直に喜びなよ。でも、このプログラムを乗りきれればもう、弟に馬鹿にされずにすむかもよ？」


「…………」


「……ふむ。いまの発言にも表情が変わらなくなった。内心はどうか知らないけれど、成長したねぇ……と、僕に褒ほめられても君は嬉うれしくないんだろうけれど……」


　そう言ってまた、黒守は笑う。


　だが、月光はやはり表情を変えない。いや、変える必要がなかった。こいつが言ってることは、ほとんどが正しいのだから。


　まだ自分は弱い。


　だから黒守にも負けるし、それに――


　弟にも。


「…………」


　日向の馬鹿にも負け、馬鹿にされる。


　なら、殴なぐられても、けなされても、強くなる必要がある。そのためのカリキュラムやプログラムを《軍》が用意してくれるというのなら、セルジュの言葉じゃないが、そんな楽なことはない。


　だからそれに異論はない。文句のつけどころもない、非常に好運な話だ。


　だがそれに、


「…………」


　どこまで身を委ゆだねていいのか、それはわからない。


《軍》という組織は、この人間の世界の中でも最も危険な奴らが集まっている場所なのだ。それはどこの世界にいっても、どこの国にいっても、《軍》にだけは近付くな、関かかわるな、というような噂うわさや情報が転がっていることからも、わかる。そしてだからこそ彼は、この宮阪高校に入学したのだ。《軍》が管理するこの、特とく殊しゆな《聖地》がある学校を。


　そして案の定、化け物が現れた。おまけにその化け物が自分を教育してくれるという。


　それはありがたく利用させてもらおう、と思うが、しかし、


「…………」


　おそらくは途と中ちゆうで、洗脳教育もおこなわれるだろう。自分たちにとって都合のいい駒こまに変えるために、こいつらは洗脳教育を行うだろう。


　でなければ、わざわざコストをかけて、ガキを教育したりはしない。少なくとも自分ならそうだ。自分たちの言うことを聞かない、いつ刃は向むかってくるかわからない化け物を作ろう、などとは考えない。


　だから必ずどこかで、洗脳教育が行われる。


　それを見み極きわめて、逃にげる必要があるな、と、彼は思う。


　もしくは、黒守の予想よりも早く、《軍》の手に負えないレベルまでこの生徒会の力を持っていくか。


「…………」


　と、彼はいま、この生徒会室の中にいる人間や化け物どもを見る。そしてよくもまあ、こんな特殊な化け物ばかりが集まったな、と、思わず苦く笑しようしそうになる。


《軍》が期待している、というのも、わかる話だ。





《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と、その《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の力を通常ではありえないほど譲じよう渡とされた犠者。





　エルフと、なにかよくわからないモノとの混血ハーフブリードの、有名な封・解呪師スペルブレイカーの兄弟。





　それになにやら自分では有名な悪魔の末まつ裔えいだと言い張る雷かみなり娘むすめと、その主である天才。





　そしてスカートを極限まで短くすることができる不良。





「…………」


　と、まあ、最後のはどうでもいいとしても、このメンツを利用すれば、なんとか《軍》と対たい抗こうできるだけの組織を作ることができるんじゃないか？　と、月光は思う。


　少なくとも《軍》から逃げだすことができるだけの力を持った組織は作れるんじゃないか？　と、彼は思う。


　もちろんいまは無理だ。いまのままの弱い自分たちでは、無理だ。だが、黒守の予想を超こえる早さで成長し、こいつらを一つにまとめあげ、洗脳教育が始まる前に、《軍》に喰くらいつくことぐらいは――


　と、そこで、黒守がこちらを見る。まるで月光の心の底を見み透すかそうとしているかのような瞳でこちらを見つめ、


「……さあ会長。そんなわけで《軍》の強化プログラムを始めますが、いいですか？」


　なんて言ってくる。


　それに月光は肩かたをすくめ、


「好きにしろ」


　と言うと、それに泉が慌あわてて、


「え、え、ちょっと待って。あの、話の流れだとこう、修しゆ業ぎようして強くなるぞー、みたいな少年漫まん画が展開よね、これ？」


　という言葉に、黒守が答える。


「そうですよ？」


「でもでもそれって、もう魔ま法ほうが使えたり、死ななかったり、悪魔だったりする人たちが受ける修業よね？」


「そうです」


「あたし、普ふ通つうの人間なん……」


　が、それに黒守はにっこり笑って、


「《軍》は生徒会委員を、人間扱あつかいしません」


「あんたなに言っちゃってん……」


「はい、質問タイムが終わったところで強化プログラムについて……」


「ってだからぁあああああああああ！」


　と、泉が思いっきり叫さけび、にもかかわらず彼女はなぜかちょっと嬉しそうな顔で、


「っとね、普通の人間代表としては叫んどかないと盛りあがんないから叫んだけど、いや～やっぱこの生徒会に入ってよかったわ～。毎日スリル満点どころの騒さわぎじゃなくて、胸のドキドキが止まらないね～！」


　と、言いながら彼女は横にいた鉄の肩をばんばんっとたたく。


　それに鉄はあきれたような顔で泉を見て、


「……あの、頭大だい丈じよう夫ぶか？　まじで全然同意できないんだけど」


「あれそぉ？　不死身のくせに鉄君ってば小市民ねぇ」


「う～ん」


「さあさあ先生、早くやろやろ。あたしも魔法とか使えるようになるかな～？」


　なんて言って、それに黒守は笑う。


「死ななければね」


「うわお～♪　死んだりするんだって！　みんなちゃんとあたしのこと守ってよね～」


　と言うと、セルジュが微笑ほほえみ、


「僕が……」


　そう言いかけたのを、弟が止める。


「おいおいやめとけって兄貴。あの女、完全に頭イッてるだろ」


　なんてことを言いあう。


　そのうるさい生徒会室を黒守は楽しげに眺ながめまわし、


「さて、じゃあそろそろ強化プログラム――というより、強化合宿を始めましょうか」


　それに鉄が聞く。


「合宿？」


「ええ、合宿です」


「でも、まだ夏休みまでは日にちが……」


「生徒会委員は一足さきに夏休み開始です」


　という言葉に、泉がやっほーと声をあげる。


「あたし夏休み大好き！」


　とか、馬ば鹿かとしか思えない発言をする。


　しかしそれに鉄は表情を曇くもらせ、


「いや、夏休みは俺も好きだけど、俺家族になんも……」


　が、黒守が言う。


「家族には学校から説明がいくから安心しなさい」


「いやいやでもさ、俺、期末前に生徒会の用事でイタリア出張に一週間もいってたってことになっててさ、そんでもってすぐにまたいなくなったら家族が心配……」


「なら記き憶おくを消しますから、大丈夫です」


「ええと」


「他に質問は？」


「ん～と」


「ないなら、出発しますよ～。といってもせっかく夏ですし、新しく入った仲間と親交を深める、という意味も込めて、いくのは海で～す」


　と、言った瞬しゆん間かん、泉の顔が輝かがやき、


「海!?　水着！　お色気！　うひひひ～」


「ってどこのおっさんだよおまえは」


　と、鉄が突つっこむ。


　さらに美雷が両手を上げ、


「海で花火！」


　と、声をあげる。


　すると泉も美雷の真ま似ねをして両手を上げ、


「スイカ割り！」


　それに美雷は負けじと、


「え、ええとええと、す、砂のお城！」


「釣つり！」


「ええと、んと、か、かくれんぼ！」


「え～？　かくれんぼって、海でするかなぁ？」


「す、するもん」


「ええええ～」


「するもん！」


　とか、馬鹿なことを言いあってる二人の横で、ヒメアが言う。鉄の顔を見上げ、


「ねえね、大兎」


「ん？」


「あの、大兎はどんな色の水着が好きかな？」


「って、ええと、そ、それはヒメアが着るってことで？」


「うん」


「えええと、ああっと……」


　とか色ボケどもが話しあい、さらにセルジュが言う。


「ねぇハスガ」


「んぁ？」


「僕らの水着、どこにしまってましたっけ？」


「泳ぐつもりかよ！」


　などと言いあっているのを黒守が、


「水着は合宿所に用意してありますから、安心してください。紅君の水着はブーメランパンツに……」


　しかしそこで、月光は言った。


「もう、くだらないご託たくはうんざりだ。すぐに強化プログラムを始めるというのなら、さっさとしろ」


「……そうですね。では《道み程ち》を開きましょう」


　と言って、黒守は懐ふところから札を出す。それを床ゆかに投げる。すると床に次元の歪ゆがみが発生し、穴があく。穴の先には、砂さ漠ばくのような場所が広がっていて。


「なんだここは」


　と月光が聞くと、黒守が答える。


「だから海だって言ってるでしょう？　君たちだけで海の見える楽しい場所へいき、そしてこの学校まで帰ってくる――それが今回のプログラムです」


　それに月光は黒守をにらみ、聞く。


「海が見える楽しい場所だ？」


「ええ」


「それは《軍》の実験場か？」


「ええ、そうです。まあでも、詳くわしいことはいけばわかりますよ。さあ入って入って」


　と、言われる。それに月光はもう一度黒守を見て、それから生徒会室の、壁かべを見る。


　この《聖地》の《道み程ち》を使わせない、ということは、おそらくはこれをくぐると、月光たちの意思ではこちらに戻もどってこられないのだろう。


　一度いけば戻ってこられない、夏の強化合宿。


　それに、


「…………」


　泉が体を屈かがめて、穴をのぞく。そして、


「うお、海だ！　すごい青～い！」


　と、叫ぶ。


　すると美雷も穴に首をつっこみ、それからこちらを向いて、もう、我が慢まんできないとばかりに早く早くという顔になる。


　そして最後に黒守が、


「……ではどうぞ～。楽しい夏の合宿の始まり始まり～」


　なんて言って。











　そうして生徒会の夏は、一足早く始まった。

















　　　第三章　白い悪あく魔ま










　チャイムが鳴る。


　チャイムが鳴る。


　学校中にチャイムが鳴なり響ひびく。


　もちろんこの学校に実際の鐘チヤイムがあるわけではない。録音したチャイムの音をスピーカーから流しているわけで、その、スピーカーから、きーんぽーんかーんとーんと、鐘かねの音ねが鳴り響く。


　きーん。


　かーん。


　たーん。


　とーん。


　少し調子が外れた、普ふ通つうの学校で鳴るようなものとはちょっとだけ違ちがう、鐘の音。


　それが――


　かーん。


　ぱーん。


　きーん。


　か、かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか。


「…………」


　途と中ちゆうで、まるで壊こわれたＣＤやレコードが同じ場所を何度も繰くり返し再生するかのように、鐘の音が奇き妙みような音をあげる。


　それもまるで悲鳴をあげるかのようにその音程はどんどん高くなっていく。


　かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか。


「…………」


　それに黒くろ守すは少し目を上げ、スピーカーを見る。それから再び目を下ろし、いま、生徒たちがくぐった《道み程ち》が、徐じよ々じよに閉じていくのを確かく認にんする。


　穴が閉じる。次元の穴が閉じる。


　閉じればもう、二度とその《道み程ち》は開かない。使いきりになっているのだ。


《聖地》が生みだす《道み程ち》とは違う。


　それもこの、《聖地リイル》という名前のついた特とく殊しゆな場所が作る、契けい約やく者の言葉しか聞かないようなものとは違う、簡易な《道み程ち》。


　閉じてしまえばその効力を失い、二度と開かない。


　その《道み程ち》が、完全に閉じるのを確認する。


　これでもう、強化プログラムへと向かった彼らを、誰だれも追うことができない。


　それに黒守は笑えみを浮うかべ、そして再び、


「…………」


　かかかかかと絶ぜつ叫きようを続けるスピーカーを見上げ――


　とそこで、スピーカーが壊れる。パンっという破は裂れつ音がして、爆ばく発はつする。破は片へんが一枚、黒守に向かって飛んでくる。それもまるで狙ねらいすましたかのように、彼の首に向かって。


　それを彼は、ひょいっと指ではさんで、止める。その破片を見つめ、


「くると、思った。けど、少し遅おそかったですねぇ。紅くれない君はもう、《軍》の実験場へといってしまいましたよ」


　と、言う。


　するとその、スピーカーあたりの次元が急速に黒く歪む。中央に穴があき、その穴から一人の男がゆっくりと落ちてくる。


　まるで重力を無視しているかのように、ゆっくりと、ゆっくりとそいつは落ちてきて。


「…………」


　黒守は、その男――いや、少年を、見る。


　漆しつ黒こくの髪かみに、冷たく光る、黒い瞳ひとみ。


　いま《軍》の実験場へと送りだした紅月げつ光こうとそっくりな顔をした、少年。


　そいつを見つめ、黒守は微笑ほほえむ。


「ああ、でも君も、紅君だったね。双ふた子ごなんだもんねぇ。じゃあ、月光君はもういっちゃったよ、って、言ったほうがいいかな？　日向ひなた君」


　そう、言う。


　すると日向はその、月光がくぐり抜ぬけ、すでに閉じてしまった簡易の《道み程ち》のほうへと、目を向け、それからこちらを見る。その黒い瞳には、月光の瞳の中にあるような子供らしい希望の色がない。感情の色もない。あるのは狂きよう気きと、絶望だけ。


　その暗い瞳でこちらを見つめ、


「……音チヤイムによる結界、ですか。以前は張られていなかったと思うんですが」


　というのに、黒守はうなずく。


「君が以前、あっさりこの学校に侵しん入にゆうしたろう？　だから少し結界を強化した――といってもまた、侵入されちゃったけどね」


　というと日向がそれに、やはり暗い表情を変えないまま、


「……またまた。兄さんが実験場に移動したのを見はからって、あなたが結界を弱めたんでしょう？」


「おっと、それもバレてるんだ」


「あからさまに結界の力が弱まりましたからね……で、僕がここに入ってこれるように調整した……僕に会いたかったんですか？」


　その言葉に、黒守は首を振ふり、


「別に君のような遣つかいパシリに用はないんだけどね……でも《軍》は、君の主あるじの……《天てん魔ま》どもの意向は知りたいと思っている」


　そう言うと、日向の目が鋭するどく細まる。


「御ご存ぞん知じだと思いますが、《天魔》は下等な人間などには……」


「会わない？」


「ええ」


「なら、そのお偉えらい《天魔》さまたちに伝えろよ。もう仕組みは変わってるって。いつまでも人間が、おまえらの思おも惑わくの下で這はいまわってる卑ひ小しような存在だと思っていたら痛い目に……」


「痛い目に合うのは、あなただ」


　そう、日向が言う。


　動く。


　速い。


　とても人の動きには見えない。


　気づいたときには日向の体がすぐ目の前にある。掌しよう底ていが顔の前に押おしだされていて、とっさにそれを、黒守は腕うでで跳はねあげて弾はじこうとする――が、その腕はびくともしない。まるで鉄かなにかを殴なぐったかのように、逆にこちらが腕に痛みを感じて、


「あらあら」


　と言いながら、黒守は掌底をくらわないよう、上半身を少し、反らす。ぎりぎりでかわす。だが日向の攻こう撃げきは終わらない。


　突とつ如じよ、日向の手の平の中央に穴が空く。中から悪魔が召しよう喚かんされる。蛇へびだ。呪じゆ詛そを唱える紅色の蛇が手の平から飛びだし黒守の首に喰くらいつく。


　ザクリという音がして、その蛇に向かって、


「吸え」


　と、日向が呟つぶやく。


　すると自分の喉のどで、ぎゅるぎゅると音が鳴ってなにかが蛇に吸われるのを感じる。それと同時に、まだ、《軍》のライブラリの中には存在しない、新しい形式の呪詛が首の、血管の中に注ぎ込まれるのを感じる。


　その呪詛がなんなのか、解かい析せきすることはできない。だが、おそらくひどく悪いものだ。普通の人間なら。普通の、正気を保っている人間なら、そんなものはこの世界で使おうとは思わないほどに危険な、呪詛。


　それが首に、入ってくる。入ってくる。入ってきて体中を冒おかしていく。そしてそれを、黒守は見る。自分の、もう、千切れそうなほどしっかりと蛇に喰らいつかれた首と、毒に冒され始めた体を見て。


「…………」


　そして、笑った。


「それだけかな？」


　それに日向の、感情を映さない目の瞳どう孔こうが、少しだけ驚おどろいたように開く。だが驚いたときにはもう遅い。黒守は左手で、右手の手て袋ぶくろを外す。するとそこには、普通の手がある。普通の、人間の、肌はだ色いろの、手。その手で日向が放っている蛇に触ふれようとする。


　だがそれに、


「召喚を解除する」


　と、日向は言う。


　そして弾けるように一歩、二歩、三歩と後方へと下がり、それでも足りずに床ゆかを蹴けり、天てん井じようにはりつくように黒守から距きよ離りを取る。


　そしてこちらをにらみ、


「……おまえ、人間じゃないな」


　と、言う。


　それに黒守は、触れる相手を失ってしまった手をひらひらと振って、笑う。


「サイトヒメアにもそう言われたけどね。でも、人間だよ」


「ふざけるな」


「あはは。ふざけてないんだけどねぇ。でも、優ゆう秀しゆうな君はもう気づいたろうけれど、優位を保ってるのは、君じゃなく、僕だ。だから、細かい情報は流してあげな……」


　が、その言葉の途中で、日向が指をパチンと鳴らす。さっきまでスピーカーがあった場所に向かって、指を鳴らす。結界を破り次元を歪ゆがめてここにつないだ、《道み程ち》を開くつもりなのだ。


　だがそれにやはり、


「その《道み程ち》はもう、他の《軍》のエージェントが塞ふさいだよ」


　黒守は笑って言った。


　そして、続ける。


「いやもうほんと、《天魔》もそうだし、他ほかにも竜りゆうとか、神とかね、大きな力を持っている奴やつらはいっつも勘かん違ちがいしてて、困るんだよねぇ。あれかね？　ほんとになんの努力もしてない奴らが、いつまでも上位種のままでいられるって思ってるのかね？」


「…………」


「人間は弱いから、いつも遠くを見つめて走らなきゃって叫さけんで努力してるのに、そんな人間を馬ば鹿かにして、努力もしないで力に溺おぼれてる奴らが、いつまでも上位にいられると思ってるのかねぇ？」


「…………」


「なぁ日向君はどう思う？　才能と努力は、どっちが勝つのかな？」


「…………」


「僕は努力だと思ってるんだよねぇ。教師だしね。生徒にもいつも言ってるんだ。あきらめちゃあいけない。頑がん張ばれば君にも光は照らすよってね。といってもまあ、教師になったのはここ最近なんだけどね。あはははは」


「…………」


「ま、でも、つまりはそういうことだ。ここは《軍》なんだよ、日向君。で、その《軍》ってところはさ、みんな努力が大好きでさぁ、こつこつ、こつこつ、日々を積み重ねていくんだよ。そしたらなんか、知らないうちにこの学校の地下に、何匹びきもの古竜が飼われるようになっちゃっててねぇ」


「…………」


「あと、あれだ。神とか言われてた奴らの数匹も、拷ごう問もんできるようになったり、四し肢しを切り離はなして実験したりとね、一いつ生しよう懸けん命めい僕らは努力してるんだよ。やっぱり人間、努力が一番大事だよねぇ」


　と、黒守は言って、笑う。


　しかしそれを、日向は聞いていないようだった。なにかを小さく、ぶつぶつと呟いている。契けい約やくした魔まを呼びだしているのか、それともなにかの魔法を発動しようとしているのか。


　とにかくその、彼の感情の平へい淡たんさは素す晴ばらしかった。窮きゆう地ちに立たされても、顔色一つ変えずにそれに対応しようとする。


　おまけに動きも、呪じゆ力りよくも、精神力も、すべての面で天才と呼んでもさしつかえないほどの才能を持っていた。


　彼は紅月光と双子だというから、おそらくはまだ十六歳さいだ。


　しかし彼の力はとても十六のものとは思えなかった。


　これほどの力をこの年ねん齢れいで得るためには、それ相応の犠ぎ牲せいを払はらっただろう。


　大きな犠牲を払っただろう。


　だが、なんのためにそれをした？


　理由がなければ人は動かない。


　理由がなければ人は動けない。


　殴られて悔くやしいから殴り返すために努力する。


　馬鹿にされて悔しいからもう馬鹿にされないために努力する。


　大切なものを壊こわされないために努力する。


　憎にくらしいものを壊すために努力する。


　その、どの理由かはわからないが、どちらにせよ人は、なんの理由もなく犠牲を払ったりはできない。


　だから彼にもなにか目標があるはずだった。この年齢で、これほどの力を手に入れる必要があったなにかが、あるはずだった。


　そしてそれを、黒守は聞いてみたいと思った。


　日向がなにかを呟く。床を指差す。するとそこに穴が開こうとする。なにかが召喚されようとする。


　だがそれを、黒守は懐ふところから取り出した緑色のナイフを投げて、止める。ナイフは開きかけた穴の中央で止まり、まるで蜘く蛛もの糸のようなものを周囲に撒まき散ちらす。広がっていく穴に巣を張る。そしてそのまま、ナイフが回り始める。ぐるぐる、ぐるぐると回っていくほどに、糸に引っ張られて穴が閉じていく。


　そして、


「……召喚はさせない。それにこの学校には、僕に優位な力場が作られるよう、フロウルの円えん陣じんが組まれてる。君の力じゃ僕には勝てないよ」


　と、言う。


　だが日向はやはり、動じない。こちらを警けい戒かいするように見つめながら、さらになにかを呟いている。


　しかし黒守は気にせず続ける。


「で、僕のほうが強いとわかったところで質問なんだけど」


「…………」


「君はなぜ、そんなにも強くなった？」


「…………」


「正直なところ、僕ら《軍》としては、《天てん魔ま》の鴉からすが手に入るなら、月光君じゃなくてもいいんだ。もし君が仲間になってくれるなら、月光君はいらない。君が彼を喰らうための手伝いを《軍》はしてもいいとすら思ってるんだが……」


　と、そう言うと、それに初めて日向は反応した。


　こちらを見て、


「《天魔》の鴉が欲ほしい？」


　と、言う。


　それに黒守はうなずく。


「ああ」


「なんのために？」


「……わからないのかい？　ああ、まあ、《天魔》どもと《軍》では、預言の解かい釈しやくが違うのかもねぇ」


　と言うと、日向はこちらをにらみ、


「……預言のことまで知っているのか」


　そう、言う。


　それに黒守は笑う。


「だからそこが、君らの悪いところだよ。なにもかもを自分たちだけが知っていると思っているなら、すぐにたくさんのことが引っ繰くり返って驚いちゃうぞ？」


　なんて言葉に、しかし日向は応こたえない。少しだけなにかを考えるような顔になり、


「……《天魔》たちには預言を回かい避ひする計画が……」


　だがそれを遮さえぎって、黒守も言った。


「僕らにもあるんだ。君らとは相あい容いれないかもしれないけどね」


「…………」


「というか、《天魔》どものやり口は、もううんざりだと、《軍》は思っている」


　そう、黒守が言うと、暗い顔で日向がこちらを見る。


「《軍》が……人間どもが、どれだけ増長すれば……」


　しかしそれも遮り、黒守は笑った。


「君も人間だろうが」


「…………」


「で、もうこの話はやめよう。利害が一いつ致ちしていないのなら、話しあっても無む駄だだ。だけど、個人的に一つだけ聞いてみたいことがある」


「…………」


「まあ、さっきの質問の続きなんだけどね。なぜ、君はそんなにも強くなった？」


「…………」


「いや、なぜそんなにも、強くなる必要があった？　双ふた子ごの鴉を――月光君を殺して、本当の鴉になるためかい？　だが、いまの君なら月光君なんか簡単に殺せるはずだ。なのにそれをしない。ということは、君が強くなった理由は月光君を殺すためじゃない。鴉になるためでもない。なら、なんのためだ？」


「…………」


「というか、君は月光君に、殺される気だろう？　君のほうが力があるのに、才能があるのに、なぜ、殺されようと思う？　まさか、兄貴を愛してるからとか、言わないだろう？」


「…………」


　そう、黒守が問いかけると、それに日向が、薄うすく笑った。馬鹿にするように、笑った。だが、その笑えみが、黒守に向けられたものなのか、それとも自分自身に向けられたものなのか、それはわからなかった。


　だが、日向は笑う。楽しげに笑う。そして、言った。


「……僕は兄さんより、頭がよくてね」


「見ればわかるよ」


「いやいや、あなたのレベルではわからないだろう。僕は本当に、生まれ付き頭が信じられないほどよかったんだ」


　なんてことを、日向は言う。


　それに黒守は薄く笑みを浮うかべて肩かたをすくめ、


「へぇ、そうなのかい？」


　と皮肉るように言うが、しかし日向は気にせずにうなずいた。


「ああ。だから子供のころからすぐに、世界の仕組みが、普ふ通つうの人間が見ているものとはまるで別のからくりで回っているのが、見えてしまった」


「ふむ」


「そしてすぐに《天魔》と話せるようになった。魔法を使えるようになって、悪あく魔まどもを使し役えきするのも、簡単だった。だから、子供のころはね、なにもかもを馬ば鹿かにしていたよ。くだらない繰り言ごとを言うだけの馬鹿な親や、自分のことを天才だと勘かん違ちがいしている兄さんとかね、ほんとうに、吐はき気けがするほどに嫌きらいだった。だって、そうだろう？　僕が殺そうと思えばそんなの簡単にできるんだ。僕が壊そうと思えば、この街ごとすべて消すのも、簡単だったんだ。なのに、馬鹿どもはくだらないことで笑ってさ。くだらない言葉を垂れ流してさ。うんざりしたよ。なのに兄さんが言うんだ。まるで自分だけが僕のことを理解しているような顔でさ、兄さんが言うんだ。自分も世界に絶望してるってさ。なにもかもが見えすぎてしまって、絶望してるって。本当は馬鹿なくせにさ、馬鹿ヅラさげて、そんなことを言うんだ。本当に、まいっちゃうよね」


　なんてことを、日向は言う。やはり馬鹿にするような。なにもかもを嘲あざ笑わらっているような顔で言う。


「で、僕は兄さんの話を聞かなくなった。親の話も。いや、そもそも人間の言葉に耳を貸さなくなった。で、研究を進めていった。この世の仕組みがどうなっているのかの、研究を進めていった。そうしたらまあ、あなたがた《軍》もたどりついたのと同じ結論まで、あっさり進んだんだ」


　という言葉に、黒守は言った。


「１スクデュルの預言まで？」


　するとそれに、日向はやはり馬鹿にするような顔で、


「ああ、《軍》はまだ、そこか」


「…………」


「まあ、別にどうでもいいけどね。でも、そう。預言まで。でね、その預言もすぐに、解読できたんだ。僕はほら、あなたが理解できないほどの天才だからさ」


　と、言う。


「で、もう、あまりに頭が良すぎてさ、わかっちゃったんだよ」


　と、言う。


「なにをしたって無駄だって。もう、なにをしたところで無駄だって、心の奥おくの、底の底まで絶望しちゃったんだよ」


　と、言う。


　それに黒守は、


「だが預言には……」


「ああ、おまえらは預言を回避できると思っている？」


「少なくとも《軍》はそのために対策を――」


　しかしそれを遮り、日向は言った。


「じゃあおまえらは、馬鹿なんだよ。僕よりも頭が悪い、馬鹿。どうせまだ、預言の表層にしか触ふれてないんだろう？」


　という言葉に、黒守は、少しだけいまの《軍》の状じよう況きようを、こいつに教えてみようかと、思った。もしかしたら本当にこちらよりも深く、預言への研究が進んでいるのなら、なにか情報が得られるかも知れないと、彼は思った。


　だが、その前に、


「……つまり君は、預言に絶望したから、月光君を殺すのをやめた？」


　そう、聞いた。


　するとそれに、日向はそうだ、とうなずいた。


　だが、


「それはちょっと、おかしいんじゃないか？　もし君がそんなにも深く絶望したのなら、月光君を殺すのをやめるどころか、そこまで強くなる必要も……」


　しかしそれに、日向はやはり、笑った。自じ嘲ちようするように笑って、


「兄さんは馬鹿だから、僕より強くなる。いまは僕のほうが強いけれど、それはいまだけだよ。というか、兄さんは実は、僕と一いつ緒しよに預言を見たんだ」


　と、日向は言った。


「兄さんが壊こわれないよう、僕が記き憶おくを消したけど、兄さんは僕と一緒に、預言を見た。で、なんて言ったと思う？　兄さんがあの、狂くるった預言を見て、なんて言ったと思う？　おまえらが見ているものとは違うよ？　頭で考えてどうにかできるようなものじゃない。絶望しかない、狂った、最悪の預言だ。それを見て僕は発はつ狂きようしそうになったのに、兄さんは僕に、なんて言ったと思う？」


　そう、日向が聞いてくる。


　当然それに、答えられるはずがない。そもそも日向や、そして月光が見たという預言まではまだ、《軍》はたどりついていないのだ。おそらくは《天魔》が見せたのだろう。《天魔》どもは預言や予知の類が得意だから。そしてその預言がひどいものだというのも、わかる。いま《軍》がたどりつき、解読しているものでさえ、研究班の人間がもう、何百人も狂い、壊れてしまっているのだ。そうなるような、呪のろいの言葉で預言は綴つづられているのだ。


　そしてそれを、この少年はまだ幼いころに見たのだという。


　この日向と、月光という双子の少年は、見たのだという。


　そしてそれを見て、弟は心が折れた。立ちあがれないほどに深い絶望を心に植えつけられてしまった。


　だが、兄のほうは、


「なんて、言ったんだ？」


　そう、黒守は聞く。


　するとそれに日向は、


「俺が守ってやるってさ。だから泣くなって、言われたよ」


　そう言って、笑った。


　それに黒守は日向の感情のない笑みを見つめ、


「だから兄を守ってる？」


　が、日向は首を振ふる。


「僕が守られてるんだよ。兄さんがああ言ってくれなけりゃ、僕はもうとっくに死んでた。というか、あの預言が本当なら、生きてる意味なんてないだろう？」


「…………」


「だけど、兄さんは守ってくれるんだってさ。すごいだろう？　どうやるのかはわからないけど、でも、もしかしたら兄さんなら」


「…………」


「馬鹿で、愚おろかで、負けん気ばっかり強い兄さんなら、なんとかできるかもしれない。中ちゆう途と半はん端ぱに頭がよかった僕には無理だったけど……」


　とそこで、日向は拳こぶしを動かす。前に伸のばす。そして、続ける。


「兄さんなら、やるかもね。だから《軍》には触ふれさせないよ。おまえを――いや、《軍》をここで潰つぶす」


　と、言う。


　拳を開く。その手の中央に魔ま方ほう陣じんが浮かびあがっている。かなり複雑な術式で作られた、魔方陣。


　それを見て、黒守はすぐにわかる。


　わざわざ彼が長話をしてくれた理わ由けを。それもこちらが聞くのをやめたりしないよう、真実を並べてくれたわけを。


　あの、魔方陣を作っていたのだ。


　おそらくあれを作るのにはかなりの時間がかかるのだろう。それほど密度の濃こい、深い魔ま術じゆつがそこに込められていた。


　その魔方陣が手の平から浮き上がり、天てん井じようまで跳はねる。その天井で大きく広がる。青白い光が天井を切り裂さきながらぐるぐると回る。


　それを見上げて黒守はまた、懐ふところから召しよう樹じゆの緑色のナイフを取り出し、


「だから召しよう喚かんはさせな……」


　と、言いかけたところで、天井ではなく、足あし下もとから、


「オソイオソイ人間」


　という、女の声がした。それに黒守は視線を下ろす。すると床ゆかがぐにゃりと歪ゆがみ、なにかが出てこようとしているのが、見える。


　女だ。


　いや、女に見える、なにか。


　真っ白い髪かみ。


　白い肌はだ。


　白い瞳ひとみ。


　黒い服。


　その女がこちらを見上げ、笑おうとして。


　それに黒守は、ナイフを振り下ろす。女の顔面に向けて、ナイフを振り下ろそうとする。


　だがその腕うでが、天井から生えてきた、やはり白い女の腕につかまれる。そのまま、黒守の腕はもぎとられる。


「ぐぁ」


　とうめくが、それに白い女が笑う。


「アハハはア、脆もろいもろいモロイ。本当にニンゲンなんですねぇ。つまりここはニンゲンのセカイ？　すごい。わたくし、ニンゲンのセカイははじめてですわ。わたくしでは力が大きすぎて、封ふう呪じゆの枠わくを抜ぬけられないから、人の世にはこられないと思ってマシタのに」


　と、言う。


　そのまま日向のほうを見て、


「ヒナタさまは約束どオリ、ほんとうに連れてきてくれましたネぇ。わたくしを呼ぶためにどれほど命を失ったかわからないノニ、アイカワラズ狂ってらっしゃる。さて、命じてくだサイ、我わが主あるじ。魂たましいと引き換かえに、アナタの願いを叶かなえましょう」


　と、言う。


　するとそれに日向が、


「……この地にあるすべてを破は壊かいしろ、アイヴィィ。」


　そう、命じる。


　するとそれに女が笑って、うなずく。手の平を黒守へと向け、


「せっかく出会えたのに、もうさようならですわ、ニンゲン様。ではゴキゲンヨウ」


　そう言う。手が胸に触れる。


　刹せつ那な、閃せん光こうが放たれる。


　だがそれは、黒守へ向けてではない。


　すべての景色へ向けてだった。


　光が、この学校ごと飲み込もうとしている。


　それが黒守にはわかった。


　それほどこの、目の前の女には大きな力を感じる。放ほうっておけばこの国ごとでも消してしまえるほどの力を感じる。


　だがそれに黒守は少しだけ困ったような顔になり、言う。


「ああ、死ぬなこりゃ」


　それに女が笑う。笑う。笑う。


「痛みはありま……」


「黙だまれよ、アシュトレトの女め神がみ。ここはおまえのきていい場所じゃないだろう？　帰れよ」


　と、彼女の名前を呼ぶ。それに女の表情が、少しだけ変わる。白い瞳でこちらを見て、


「…………」


　なにかを言おうとするが、その胸に黒守は腕を押おし付ける。するとまるで、液体かなにかに触れたかのように中へずぶりと腕が入る。


　その、腕が入り込んだ胸を、アシュトレトの血を引く悪あく魔まが見る。黒守の腕が入り込んだ胸を、アシュトレトが見て、


「あなタは、、、なにを……」


　しかし、言葉はそこまでだった。黒守はアシュトレトの中に体を――自分の神経を溶とかして侵しん入にゆうさせていく。悪魔の血の中に体を溶かして注ぎ込んでいく。すると意識が溶ける。思考が溶ける。人ではないものの中へと溶けていく。


　それにアシュトレトの女神が、体をがくがくと震ふるわせながら、


「あ、あああ、ああ、なんてコト……こい、こいつ……人じゃな……アアア、意識乗っ取られ……ヒナタ、まず……」


　それに日向が言う。


「乗っ取られるくらいなら、自じ爆ばくしろ」


「あ、あらあら、アイ変わらず、ツメタイ言い草、ネェ」


「だが死ぬ前に、この《聖地》の《道み程ち》を開け。おまえの力なら、無理矢理こじ開けられるだろう？　座標はさっき、蛇へびに喰くらいつかせたときにこいつの脳から奪うばったやつだ」


　と、言う。


　それに黒守は、心の中で、クソっと呟つぶやく。月光たちがいった訓練場の座標の記憶を、こいつはすでに、奪っているらしい。だが普ふ通つうの《道み程ち》なら《軍》が張った結界によってはばまれて、いくことはできない。月光たちがいった場所はそういう場所で、彼らを守るために、あそこには強力な結界が張られている。


　だがそれは、日向もわかっているようだった。


　だからこの《聖地》の力を使おうとしている。


　この特とく殊しゆな《聖地》の力を使えば、どんな場所でも簡単にいくことができるから。


　そしてそれをやめろと、黒守は叫さけぼうとする。《聖地》に、《聖地リイル》に触ふれるなと、そう叫ぼうとする。


　だがその前に、アシュトレトの女神が生徒会室の壁かべを見る。その、アシュトレトの白い瞳を通して、彼女の中に侵入している黒守は生徒会室の壁を見た。


　するとその壁の前に、一人の少女が立っているのが、見える。不思議そうな顔で、こちらを見ているのが、見える。


　年のころは十一、二歳さいに見える、少女。


　膝ひざまである長く、真まっ直すぐな黒い髪に、その色にあわせたような黒い、着物のような服。


　そして雪のように白い肌。


　この《聖地》の、正体だ。


　リィル・リィル。


　かつて黒守とも言葉を交かわし、契けい約やくを交わし、約束を交わした、少女。


　その少女が、こちらを見ている。


　だが、彼女の黒い瞳には、黒守の姿は映っていない。指先から肩かたまでをアシュトレトの女神の中へと溶かしている黒守の姿が映っていない。


　一度契約をして、その契約の期間を過ぎてしまった相手の姿を彼女は見ることができなくなるから、彼女は黒守の姿も、声も、聞くことができない。


　だが、アシュトレトと日向のことは見ている。いや、この学校で起きている、すべてのことを彼女は見ている。いつも彼女は退たい屈くつそうな顔で、なにもかもを見ている。


　その彼女が突とつ然ぜん姿を現して、退屈そうな顔を少しだけ嬉うれしそうに緩ゆるめ、


「私を無理矢理こじ開けるって言ったのかしら？　楽しそうねそれ。やってみ……」


　その言葉の途と中ちゆうで日向が言う。


「そのガキを殺して、《道み程ち》を開け、アイヴィ……」


　だが、その言葉も、遮さえぎられる。リィルが日向のほうを見上げ、


「ひ弱なガキは黙ってなさいよ」


　と、言う。手を振ふる。


　すると日向の背後に次元の歪みが生まれる。そのさきがいったい、なにと繫つながっているのかが、わからない。ただ、その穴の向こうから黒い、爛ただれた、無数の手が出てくる。その手が日向の体をつかむ。


「……なっ」


　と、驚おどろいたような声を彼が上げたときには、その手につかまれ、穴の中に引きずり込まれてしまう。


　それに日向が、


「……助けろ、アイヴィィ。」


　と、言う。


　それにアシュトレトの女神は口を開く。するとその口から白い蛇が、まるでベロのように飛びだして、伸びる。日向の体をとらえる。引っ張ろうとするが、それにリィルが笑う。


「閉まれ」


　と、呟く。


　すると歪みが閉じる。ぶつっという音がなって、アシュトレトの女神の舌が、切れる。


「あれぇ、切れて、アルジが消えチャッタ」


　と言って、困ったような顔になる。


　それにリィルが言う。


「さてじゃあ、邪じや魔ま者ものがいなくなったところで今度はあなたを殺しましょう。私の領域テリトリーであまり騒さわぐとどうなるか……」


　が、それにアシュトレトの女神が言う。


「いえいえ、あまり血の気をタギらさないでくださいな。主が不在では、アクマは働きませんの。ソレニあなたはわたくしの手には負えませんワ……それは……」


　と、言って、アシュトレトは笑う。そして自分の胸を見る。黒守に侵入されている胸を見て、まるでその、黒守の頭の中を探さぐるかのようにぐいぐいと意識を押し返してきて、


「……コノ方の意識の中をサグッタだけでも、ワカル。アナタには触れないほうがヨサソうです」


　と、言う。


　それにリィルが首をかしげる。


「この方？　というのは、誰だれのこと？」


「見えていなイノですか？」


「なんの話？」


　が、それにアシュトレトはまた笑う。笑う。笑う。そして、


「ふ、フフふ、悪魔になにかを聞きタけレバ、代だい償しようを……」


「いいわよ。あなたの命を代償にさしだす」


　と、リィルが一歩前にでようとする。それにアシュトレトはまた笑い、


「おっとっと。怖こわいコワイ魔女はコワイよぉ～。主もいないし、ココは逃にげましょう」


「逃がすわけ……」


　が、それにもアシュトレトは笑う。


「さすがにそこマデの力の差はありませんことよ。ソレではご機き嫌げんよう」


　なんてことを言いながら、彼女の体は弾はじける。文字どおり、破は裂れつするように弾け、四散し、生徒会室中に飛び散る。


　そのときの衝しよう撃げきで、黒守の体はアシュトレトから追いだされる。


　それに黒守の意識は自分の体に戻もどり、四散したアシュトレトの体の破は片へんを見る。その破片は壁や窓、床ゆかへと沈しずんで消えていこうとしていて。


《軍》のエージェントにその、捕ほ獲かくを命じようとして、しかし、やめる。


「……捕獲は、無理か」


　そう呟いてから、小さくため息をつく。


　それからリィルのほうを見る。アシュトレトと日向を追い返してくれたかつての相棒のほうを見る。


　だが。


「…………」
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　彼の瞳ひとみには、彼女の姿は映らない。


　彼女の瞳にもおそらく、彼の姿は映らない。


　彼女のかわいらしい、それでいていつも退屈しているような顔は、映らなくて。


　しかしそれでも黒守はその、彼女に向かって、


「……ああ、今日は少し、疲つかれたよリィル」


　なんて言ってみる。


　だが当然、返事はない。


　それに彼は肩をすくめ、それから少しだけ、寂さみしい気持ちになる。


　とそこで、ポケットの中のケータイが鳴り、それに彼は出る。


「黒守です」


『《天てん魔ま》の遣つかいは……』


「今日は帰ってくれました」


『お怪け我がはありませんか？』


「ありませんよ。ありがとう、数す冴ざえさん。まあ死んだところで僕の代わりはいくらでも……」


　が、それを遮って、報告官の数す冴ざえ紗さ英え子こが、


『そんなことを言わないでください』


　と、ちょっと怒おこったような口調で言ってきて、それに黒守は肩をすくめる。


「怒らせました？」


『いえ、そんなことは……』


「で、ご用件はなんでしょう？　なにか報告があったから連れん絡らくしてきたのでしょう？」


　と、彼は聞く。


　だがまあ、聞くまでもないことだった。《天魔》がきたら、おそらく次は、これが起きるだろう、というようなことはすでに、予想済みなのだ。だから、数冴が言葉を発する前に、黒守は言う。


「時雨しぐれさんの中の受信器が、反応しましたか？」


　するとそれに、数冴が答える。


『はい。どうやら罠わなにかかったようです』


「やはり月の外側の化け物？」


『はい』


「で、彼らは僕らが時雨遥はるかを壊こわして弄いじったことは……」


『気づいてないと思います』


「そう。じゃあ引き続き、監視モニターを続けて」


『わかりました』


　そう言って、通話が切れる。


　それに黒守も耳からケータイを離はなし、それをポケットへと戻す。そしてやはり、少しだけ疲れたような顔でふぅっとため息をついて、


「もう、《軍》だの《天魔》だの《月の外側の神》だのと、上位種の思おも惑わくが交こう錯さくして、大変だなぁ。この上になんとか僕の思惑を載のせたいんだけど……」


　そう言ってから、自分の胸をぽんっとたたいてみる。いまの戦せん闘とうで、何度も、何度も壊れかけた自分の体をたたいてみて、


「……さて、終わりまで僕の体が、保もつかなぁ」


　と、呟つぶやく。


　それからその、終わりのことを考える。すべての終わりのことを考える。だがそれを、いまから不安がっていても仕方がないので、彼は首を振る。


　そうじゃなくても主役は、自分じゃないのだ。


　この、頭のおかしな話の主役は、自分じゃないのだ。


　だから、


「…………」


　と、彼は強化プログラムへと旅だっていった生徒たちががくぐった、床の、《道み程ち》の跡あとを見つめ、


「…………」


　だが、なにも言わなかった。


　そのまま部屋の明かりを消し、彼は生徒会室を後にする。


　部屋には誰もいなくなる。


　まだ学校は騒がしい。部活を再開した生徒たちや、意味もなく廊ろう下かで騒ぐ子供たちの声が響ひびき渡わたり。





　そしてその声をかき消すかのように、再び調子はずれのチャイムが鳴り響いた。

















　　　第四章　黒いウサギ










　夏に女の子と海にいく――





　なんていうと、なんかすごく、大人な雰ふん囲い気きを感じてしまう。


　ひと夏のアバンチュールとか、初体験は高一の夏休みでした、とかさ、テレビやファッション雑誌の特集とかでもよく書いてあったりするし、こう、なんかその、夏の海っていうのはちょっと、特別な雰囲気があると思う。


　もちろん子供のころは女の子と海にいったこともあるし、それこそ遥はるかと、遥んとこの母親とで海にいって、わいわいきゃっきゃと騒いだこともあるが、だがそれは本当に、子供のころの話だ。小学生のスクール水着なんて見たって別になんにも感じないし、おまけに自分も小学生なのだ。気になるのは海の波に向かってキックしたり、砂で砦とりでを作ったり、海の家でやきそばやたこやきを食べたりと、そんなことばっかりで。


　で、確か海にいったのは。


「……そういや最後に海にいったのは……」


　あの、小六んときに遥といったのが、最後だったなぁ、なんてことを言いかけて、大たい兎とは言葉を止めた。


　それから横にいる、ヒメアの顔を見る。すると彼女は嬉うれしそうに笑って、


「ん？」


　と、首をかしげてくる。


　それに大兎も笑って、


「ううん。なんでもない」


「なによ～」


「いや、その、なんだ。ええと……」


　と、彼はヒメアから顔をそらす。そしていま、自分がいる場所を、見回す。


　するとそこは海だった。


　照りつける太陽に、白い砂すな浜はま。


　そして青い――透すき通るというほどは綺き麗れいではない、海。


　黒くろ守すが作った《道み程ち》を使って移動してきたので、最初はどんな異次元か、もしくは日本からは遠く離はなれた南の孤こ島とうかなんかに連れていかれるのかと思ったが、しかしそこは、あきらかに日本の海だった。


　ぽつりぽつりと、氷、と書かれた旗を立てている海の家がある。やきそば、や、たこやきの文字も躍おどっている。


　さらに海の水があまり透き通っていないのを見て、大兎は初め、ここはけっこう近場の、都市部にほど近い海なんじゃないか？　みたいなことを思ったのだが、しかし、そうでもないらしい。


　なぜなら砂浜に人ひと気けがないから。


　海の家があるのに、ここらへん一帯にはまるで、人がいなかった。


　もしかしたらこの浜はま辺べを《軍》が借りきっているだけかもしれないが。まあ、とにかく、『氷』という旗が立っているのからも、ここが日本じゃない、ということはないだろう。それも以前に大兎が、遥の母親に連れられてきた海の色に、似ていた。


　宮みや阪さか町から電車で一時間ほどいったところにある、見み野の山やま海岸にそこはそっくりで。


　そしてその海を見つめ。


「……ヒメアは、海にきたこと、あんの？」


　なんてことを、大兎は聞いた。


　するとそれに彼女は微笑ほほえんで、


「大兎とくるのは初めてだよ」


　なんて言うので、それにまた、彼は彼女のほうを見る。


「ん？　他の誰だれかとはきたことあるの？」


　するとそれに、ヒメアはさらに、楽しげに笑う。吊つり気味の悪戯いたずらっぽい瞳を輝かがやかせ、


「あ、あ、妬やいたぁ？」


「へ？　あ、いや、そんなんじゃないけどさ」


「ええ～、妬いてよ～」


「う～ん」


　と、彼が少し困ったような顔をすると、それにまた、ヒメアは楽しげに笑う。それから彼女も海のほうを見て、そしてなぜか少しだけ、寂さみしそうな顔になり、


「でも安心して。好きな人と海にくるのは、初めてだよ」


　なんて告白を、彼女はいつも、あっさりしてくる。


　好き、という言葉を簡単に口にしてきて。


　それに大兎はどぎまぎしながら、


「そ、そうなんだ」


　と、言う。


　するとそれに彼女はうなずく。


「うん。というか、いつもは独りでくるの」


「独りで？」


「うん」


「海が好きなの？」


　そう聞くと彼女は笑って、首を振ふる。


「海は嫌きらい。でも、夜の海にはね、月を反射して、呪じゆ力りよくを跳はね返す力があるから……だから私を捕つかまえたい奴やつから逃にげて、身を隠かくすときは海が多かったの。でね、聞こえるのは波の音だけでね、すっごい寂しくてね……」


「だから、海が嫌い？」


　と、聞くと、しかし彼女はそれにまた、首を振る。


「ううん」


　と、言う。そのままにっこり笑って、


「今日、大兎ときたから、好きになっちゃった」


　とか、言う。そのままこちらに抱だき着いてくる。ぎゅっと強く、彼女が自分の体に白く細い腕うでを回してきて、その部分が熱くなる。


「…………」


　ただでさえ、気温が高いのだ。


　おまけに強い陽ひ射ざしに照らされた状態でヒメアに抱き着かれてしまうと、なんかこう、なんだろ。だんだん、頭がくらくらするというか。胸の鼓こ動どうがどくどくするというか。


　それに大兎は、


「あの、ヒメア……」


　と、言う。


　すると彼女は胸にうずめていた顔をあげ、笑う。


「なぁに？」


「暑くない？」


「大兎の胸がどんどん熱くなるの、好き」


「あ、ああっと、そうか……好きなんだ」


「うん！」


「じゃあ、ああ～、なんだ。このままが、いいのかな？」


　そう言うと、それに後ろから、


「いいわけないだろうが、このエロガキが」


　という、俺様生徒会長の声があがる。蹴けりが飛んできて、それがごんっと後頭部に当たる。


　それに大兎は顔をしかめ、


「ちょ、いきなり後頭部蹴るこたないだろ？　死んだらどうすんだよ？」


　と、振り返る。


　するとそこには、やはり一いつ緒しよに《道み程ち》をくぐってこの浜辺にやってきた生徒会の面々がいるはず――だったのだが、なぜか月げつ光こうしかいなくて。


　その月光がひどく機き嫌げんが悪そうな顔でこちらを見て、


「…………」


　しかしなにも言わない。


　すぐに大兎から視線をそらし、海のほうへと目を向け、


「美み雷らい！　止まれ！　服のまま海に入ったら、おやつ抜ぬきにするぞ！」


　なんてことを、怒ど鳴なる。


　それに大兎は、月光が見ているほうへと、目を向ける。


　するとそこには月光に怒鳴られたことによって硬こう直ちよくしている、美雷の姿があって。


「…………」


　おまけにその足はもう、海の、波の中に入ってしまっている。それも腰こしまで。革かわ靴ぐつも、靴下も、スカートもびっしょり濡ぬれてしまっていて。


　それに美雷が、自分のスカートを見下ろす。そして、震ふるえる。それから泣きそうな顔でこちらを振り返って、


「お、おやつ抜き嫌やだぁ！」


　と叫さけぶ。そのままこちらに戻もどってこようとする。途と中ちゆうで転んで、波の中に一いつ瞬しゆん消える。そして必死な顔が波の中から出てきて、


「……お、おぼれ……たすけ……ゲッコー!?」


　なんて叫ぶ。


　当然セーラー服はずぶ濡れになってしまっていて、それに月光は、


「……ああもういい。そのまま死ね、ガキが」


　と、月光はうんざりしたような顔で言う。


　さらにその、美雷よりも手前で、靴と靴下を脱ぬいで波とおっかけっこをしていた泉いずみが、


「おおミライちゃんそれ、おもしろそうだねぇ！　じゃああたしも！」


　と、溺おぼれている美雷に向かってダイブする。ざばーんと水が跳ねる音がして、それから美雷と泉が、キャーとかワーとかアハハとか楽しげな音を立てる。


　そしてさらにそこよりも手前で、いまにも海に飛び込もうとしているセルジュの上着をハスガが引っ張って、


「いやいやいや、兄貴、まじでガキじゃないんだから頼たのむって！」


　なんて言って、それにセルジュが微笑む。


「馬ば鹿かだなぁハスガ。海にきてはしゃがないほうがお子さまなんですよ？」


「いや誰がお子さまでもいいけどさ、でもここ、《軍》が用意した訓練場なんだろ？　油断して殺されたりし……」


　が、言葉はそこまで。


　セルジュが弟の体に抱き着く。そしてそのまま弟の体を抱きあげ、バックドロップの要領で放ほうり投げて。


「うおわ、じょ、冗じよう談だんだろ!?」


　と、ハスガが叫ぶ。


　だがそのまま彼の体は海の中へざばんっと入ってしまい、全身ずぶ濡れになる。


　それにセルジュは笑って、


「もぉハスガ。そんなに泳ぎたかったんですか？　子供じゃないんですから服ぐらい脱ぎま……」


　しかしその言葉の途中で、


「こんの馬鹿兄貴がぁあああああああ！」


　と、怒鳴りながらハスガが海からでてくる。それにセルジュが笑いながら波打ちぎわを逃げて、しかしすぐにハスガが追い付いて、後ろから飛び蹴りをする。ぎゃっとセルジュは悲鳴を上げて、海の中に倒たおれる。


　なんて光景を――


「…………」


　月光は無言で見ている。


　海の中できゃーきゃーと嬉うれしそうに騒さわぐ他の生徒会委員を、ひどく機嫌の悪そうな顔で見ている。そしてその、もう、これ以上の機嫌が悪い顔はこの世に存在しないんじゃないかと思えるほどしかめられている月光の顔を大兎は見つめ、


「ええと、実は月光も海ではしゃぎたかったりして？」


　なんてことを言ってみる。するとそれに、月光がまるで殺し屋かなにかのような冷たい瞳ひとみでこちらを見て、


「…………」


　しかしやはり、なにも言わない。


　それに大兎は苦く笑しようして、


「いやまあ、おまえの気持ちもわかるけどね。状じよう況きようが状況だし。ここ、《軍》の訓練場なんだもんな。なら訓練施し設せつとかあんのかな？　とか、そんな話するべきだよな？」


「…………」


「もしくはトラップとか、罠わなとかが溢あふれてて、それを切り抜けてこいとかそんな感……」


　が、しかしその言葉の途中で月光がくるりと踵きびすを返し、歩きだしてしまって。


「って無視かよ」


　と言うと、そこで月光は足を止める。こちらを振り返る。そしてもう、なにか大切なものをあきらめたような、それでいてこの世の終わりかのような深いため息をついて、


「……鉄くろがね」


　と、言った。


　それに大兎は答える。


「んぁ？」


「俺はもう疲つかれた。だからおまえが馬鹿どもを殴なぐってまとめろ。俺は先にあそこの海の家にいって、ここがどこなのかを聞いてくる」


　と、そう言って、再び彼は独り、歩き出してしまう。


　そしてその、彼の後ろ姿を見て。


　夏の海でクソ暑いのに、詰つめ襟えりの制服をきっちりと着たままの月光の後ろ姿を見つめて、大兎は言った。


「……いまあいつ、怒おこるの我が慢まんしたよな？」


　するとそれにヒメアが答える。


「月光に興味な～い」


「いやヒメアはそうだろうけどさ、ええと、なんかあいつ、黒守先生がきてからどんどん大人になってきてんなぁ」


　とか、彼は呟つぶやく。それから振り返る。海の中でわーわー好き放題に楽しそうにしている他の生徒会委員を見て、そしてそれを見たときの月光の心の中を想像して、


「いやま、これをまとめろって言われたらもう、怒る気も失うせるかもしんないけどさぁ」


　とか言いながら、彼は海へと歩きだそうとするが、ヒメアがその大兎の体を引っ張って言った。


「あ！　ねぇね、大兎」


「うん？」


「せっかく海にきたんだし、二人で舟ふねでどっかに……」


「いやいやだめだって。俺らここに、遊びにきてるわけじゃないんだから」


「そんなの知らないもん」


「知りなさいって。俺らまで我わがまま放題になったらもう、月光が泣いちゃうぞ？」


「別にいいよ？」


「へ？　あ～、まあ、俺も月光は一度くらいは泣いたほうがいいと思……」


　しかしそれを遮さえぎって、彼女は続ける。なぜか少しだけ恥はずかしそうに、


「それにね、それにその、みんながいないところにいったらあの……私、水着になろうと思って……」


　なんてことを、言いだして。


　それに大兎は、彼女のほうを見る。


　すると彼女は顔を赤らめていて。その、顔を真っ赤にした彼女が、言う。


「た、大兎は、何色の水着が好きかな？」


　とか、言う。


　それに彼は思わず、目を、彼女の胸むなもとのセーラー服のリボンへと向けて、そして好きな色を言いかけて、


「……ああ～っと、ああ、ええと、違ちがう違う。そうじゃないでしょ？　あの、ここには訓練できてんだって。ヒメアの水着を見にきたわけじゃ……」


　と、言いかけた瞬しゆん間かん、彼女はショックを受けたような顔で、


「え、あ、見たくなかった？」


「いやいやいやいや、そうじゃなくて。見たいけど……」


　するとまた、彼女が嬉しそうになる。


「見たい？」


「へ!?　あ、それも違うか？　ええとその、ヒメア」


「うん？」


「んとね、あの、ちゃんと訓練したいんだよ。ここんとこ負けてばっかで、ちゃんとヒメアのこと守れてないからさ」


　と言うと、それに彼女はなにかを言おうとするが、しかしそれを言わせずに、彼は続ける。


「あ、でもこれ、あれだよ？　ヒメアのためじゃないよ？　俺が俺のために、強くなりたいんだ。だからあんま気負わないでね？」


　と、言う。


「ほら、負けるとやっぱ、悔くやしいからさぁ。だからこう、強くなってさ、ヒメアを襲おそってくる奴やつとかババーンとやっつけて、大だい丈じよう夫ぶかいお嬢じようさん、とかさ、言いたいじゃん？　そのために頑がん張ばりたいと思ってね」


　とか、なるべくおちゃらけた口調で言う。それでも少し、恩着せがましくなっちゃったな、とか、後こう悔かいする。


　するとそれに彼女は微笑ほほえんで、


「大兎は優やさしいね」


　なんて言ってきて、それに彼は肩かたをすくめる。そうでもないけどね、と、答えようとするが、それを言う前に、


「好き」


　と、また、ヒメアが言う。彼女のほうを見ると、本当にこちらを愛いとおしそうな顔で見つめてきていて。


　それに大兎は少し、困る。


　彼女は本当に自分を好きでいてくれて。ちょっと普ふ通つうの高校生じゃ答えられないほど真しん剣けんに好きでいてくれて。おまけに自分の命を削けずって彼のことを生き返らせてくれて。


　それでもまだ、こんな顔をするのだ。好き、好き、好き、と言って、こんな顔をするのだ。


　そしてその気持ちに、自分がちゃんと応こたえられているとはとても思えなかった。


　弱いし、馬鹿だし、ただの高校生だし、隣となりの席の山やま下した香かおりに怒られるぐらい、女心だってわからない。でもいくら女心がわからなくたって、いま、彼女がどんな気持ちになっているかくらいは、わかる。


　たとえば遥が誘ゆう拐かいされたときに、うろたえまくった自分を見て、彼女がどんな気持ちになったのか？


　たとえば好きだと彼女が言ってくれたときに、自分がいまいちちゃんと応えなかったときに、彼女がどんな気持ちになるのか？


　そんなのは、いくら女の子と付き合ったことのない、まだお子さまの高校生にだって、わかる。で、自分がそんな中ちゆう途と半はん端ぱな態度ばかりとっているから彼女は少し不安そうな顔をして。


　それに遥だって。


　彼女だって。


「…………」


　と、そこまで考えて、なんかこう、急に全身がぐったりして、いろいろと考えるのをやめたくなる。いや実際、ものすごくカロリーの高い話過ぎて、ちょっとどこか南の島かどっかに逃にげだしたくなる。


「……って、ここもう海だけどさぁ」


　と、小さく呟くと、ヒメアがやはり愛おしげな顔で、


「ん？」


　と、首をかしげてきて、それに大兎は答える。


「いや、海だなぁと、思ってさ」


「海だねぇ」


　と、彼女はうなずく。


　そしてこちらに抱だき着いてこようとして、しかし彼女はやめる。いま、大兎が離はなれさせたせいか、ちょっとだけ遠えん慮りよするような顔でこちらに手を伸のばしてきて、彼の手に触ふれてくる。それに大兎は少し慌あわてる。無理矢理抱き着かれちゃった、というような展開よりも、なんかこの手を握にぎるっていうことのほうが緊きん張ちようして。でも、それを断ったらきっとまた、山下に怒られるだろう。だから女心がわかってないんだよ鉄君は～とか言われて呆あきれられるだろう。


　だから大兎は手の平を返し、ヒメアの細い指に触れ、それからそれを握る。
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　するとそれだけでまた、ヒメアは嬉うれしそうな顔をして。


　そして彼は、その顔を見るのが好きだった。


　その気持ちをまた、思いだす。


　昔から彼女の、嬉しそうに笑う顔が、好きだったのだ。


　いつもどこか寂さみしげに、悲しげにしていた彼女が、自分といるときはそんな顔をして。


　そしてその、自分が好きな彼女の笑え顔がおを守るためには、やらなきゃいけないことがある。


　それはたとえば強くなること。


　もう、誰だれが襲ってきても、彼女を奪うばわれたりしないよう、強くなること。


　それにもっと頭がよくなる必要もある。


　なんでもヒメアや月光に頼たよってないで、ちゃんと自分で考えて動けるだけの知識をつける必要がある。学校のテストで赤点なんて取ってる場合じゃないのだ。


　そして最後に、もう一つ。


「…………」


　もう一つ、早急にやる必要があることがある。


　このままじゃだめだから。


　こんな中途半端なままじゃだめだから。


「…………」


　ちゃんと、ヒメアのことを遥に伝える必要があると、彼は思った。


　いや、もう遅おそいくらいだ。


　それはさっきの、遥の前に出たときのヒメアの態度を見たら、誰だってわかることだろう。


　いやそれだけじゃない。学校に戻もどってきてから一度も、彼女が大兎のクラスにこなくなってしまったことからも、わかる。いくら鈍にぶい自分にだって、それくらいはわかる。


　ヒメアはまた、不安になっていて。でも、それを言いだせなくて。好きとか大声で言って、人前で抱き着いても全然へっちゃら顔をしてるような彼女が、遥の前でだけは妙みように態度がおかしくて。


　そしてそのときのヒメアの顔を思いだす。


　遥を誘拐されて大兎がうろたえまくったときに、「助けるのを手伝ってあげる」と、悲しそうに笑いながら言った、彼女の顔を思いだす。


　他の女を心配しまくる大兎を励はげましてくれた彼女の、不安そうな、悲しそうな顔を思いだす。で、遥を取り戻したら取り戻したでまた、大兎は遥と仲良くしていて。それを知っていて、でも、彼女はなにも言わない。


　少し前までは、他の女の子と仲良くしちゃ嫌いやだと、はっきり口にだしていたのに、遥を取り戻して以来、彼女はなにも言わず、ただ、大兎の前で笑って、好きだと言って、で、ときおり不安そうな顔になって。


　あ～、と、思う。そしてまた、山下香の言葉を思いだす。


『もしも鉄くんが沙さ糸いとさんのほうが好きなら、そういうの全部やめてあげて。好きな人に優しくされて期待して、なのに捨てられたら、すっごい傷つくんだよ？』


　なんてことを、言ってきて。そしてそこまで言われてもまだ、大事なことを先延ばしにしてしまっている自分に、うんざりした。


　山下の言う通りなのだ。そんなのは別に、恋れん愛あいが得意じゃなくたって、少女漫まん画がを読んでなくたって、ガキでもわかることで。


　ヒメアは自分のことを好きと言ってくれる。


　そして遥も――なぜか、どういうわけか、命をかけて自分のために頑張ってくれて。おまけに彼女も自分のことが、好き、らしい。


　で、その二人の女の子が自分のことを好きでいてくれたとして、でも、なんか男性漫画にあるような、ハーレム状態でうひひひ、なんてことには絶対に、ならないのだ。


　人には感情があって、裏切られれば、傷つくのだから。


　うまくいかなければ、傷つくのだから。


　だからこそ、その傷が深くならないうちに、きちんと態度を決める必要がある。


　なにも決めずに、ただだらだらと周りが変化してくれるのを待っていたって、なにも変わらないのだから。


　だから。


「…………」


　大兎は、ヒメアを見る。


　するとやはり彼女は愛おしそうな顔でこちらを見ていて。大切そうに彼の手を、両手で握っていて。


　その彼女に向かって、


「あのさ」


　と、言う。


　それにヒメアはやはり微笑みながら、


「ん～？」


　と、言う。


　それに大兎は頭の中で、いま、言わなきゃいけない言葉をぐるぐると思い浮うかべ、それからなるべくこう、きちんとした言葉になるように言葉を選ぼうとするが、まあ、選ぼうとしたところでそううまく自分の感情がコントロールできるわけもなく、


「あ～あ～、そのさ、ええと、ヒメアはその、こんなこと実は、気にしてないかもしれないけどさ」


　ちょっと情けない、たどたどしいしゃべり方になってしまったが、それでも頑張って、続ける。


「でも、言っとこうと思って」


「なぁに？」


「あのさ」


「うん」


「遥のことなんだけどさ」


　と、言った瞬しゆん間かん、ヒメアの表情が、変わる。やはり不安そうな、泣きそうな顔になって、大兎の手を放す。そしてまるで逃げるように一歩後ろに下がりかけて、しかしそれは踏ふみ留とどまったようで、


「……う、うん」


　と、うなずく。


　そしてその、彼女の姿を見て。ちょっともう、大おお袈げ裟さなくらいに怯おびえてしまった彼女の姿を見て、本当に自分は、馬ば鹿かだなぁと思う。本当に早く、ちゃんと気持ちを言うべきだったのだ。こんなになるほど彼女を傷付けて。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれて、世界中の組織から怖おそれられているほどすごい魔ま女じよの彼女が、こんなにも傷ついてしまっていて。


　それに大兎は、


「……ええとね、あ～、なにから話したらいいかな。んと、遥はさ、幼おさな馴な染じみでさ」


　と、言いかけたところで突とつ然ぜん、彼女が笑う。あははと笑う。そしてさらに一歩下がって、


「あー、やっぱ、待って。いいや、それ。それ聞かなくても、いいや。あの、私待てるから……ほら私、待つのとか、得意だから。だから、ね？　それ言わないでいいよ」


　なんてことを言う。


　口は笑ってるのに、もう、目はいまにも泣きだしそうな色をしていて。


　それに大兎は慌てて、


「いやいやいや、勘かん違ちがいすんなって。あの、そうじゃないんだ。これ、言っとかないといけな……」


「聞きたくない」


　と言って、ヒメアはその場から逃げようとする。まるで子供のように、走って逃げようとして、大兎はそれを止めることができない。


　だからその、彼女の後ろ姿に向かって、


「あの、あのさ……俺が好きなのは、ヒメアだから！」


　と、言った。


　するとそれに、ヒメアの背中がびくんっと弾はじけて、止まった。


　その彼女の背中に向かって、言う。


「……そりゃ、あの、遥は幼馴染みで、まるで兄妹きようだいみたいに育ったから仲いいし、家族みたいで、大切なんだけどさ。でも、それとこれは違って……その、俺が好きなのはヒメアだから」


　とそう、言った。


「だからこの強化合宿から帰ったら、それ遥に伝えるしさ。で、なんだろ、三人で一回遊ぼうぜ？　な？　もちろんそれでもしも遥とうまくいかなくなったとしても、それはその、仕方ないと思ってるから……だからさ。だからもう、そんな不安になんなくていいよ。ってこれ、前も言ったのにね。また不安にさせて、ごめんな」


　と、大兎は言う。


　しかしそれに、


「…………」


　ヒメアは振ふり返らない。ただ、かすかに肩かたを震ふるわせているだけで、彼女は振り返らない。


　それに大兎はまた、うあ～、とか、思う。


　結構勇気を出して告白したのだけど、やっぱり言葉の選び方間違えたかな、と、思う。


「ああもう、俺、だめだなぁ。せっかくの告白なのに、もうちょっとこう、かっこよく言えないもんかね？　おまけに顔真っ赤だよたぶん。頭くらくらするしさぁ」


　なんて言いながら、頭をかく。小さくため息をつく。それからヒメアのほうから顔をそむけ、海で遊んでる他の生徒会委員のほうを向いて、


「……あ～、ちょっとこの顔見られるの恥はずかしいから、俺、他ほかの奴やつら集めてくるわ」


　そう言って、歩きだす。


　きゃっきゃ言って水のかけあいをしている泉と美雷と、なにやらだんだん、真しん剣けんな兄弟きようだい喧げん嘩かになってきているハスガとセルジュのほうへと近付いていき、


「おーいおまえら、そろそろ遊ぶのやめないと月光が泣いちゃうぞ～？」


　とか、言う。


　その言葉を、誰だれも聞いてくれないが。


　それに大兎は顔をしかめ、もう一度さらに大きな声を出そうとするが、


「…………」


　その後ろで、


「きゃああああああああああああああ[image: ]」


　なんて、悲鳴のような声をヒメアがあげる。それに大兎は、


「うお、うお？　どした!?」


　と、振り返ろうとするが、できない。


　なぜならヒメアが後ろから迫せまってきて、思いっきり彼に抱だき着いてきて、


「って、ちょ、た、倒たおれ……」


　が、そのまま大兎は倒れた。


　それも海の中へと、ざぶんっと音を立てて二人で倒れて。制服がずぶ濡ぬれになって体が一気に重くなる。慌あわてて立ち上がろうとするが、しかし、ヒメアが胸に抱き着いてきてしまっているので、起き上がれない。


　それに大兎は、


「…………」


　顔だけを、あげる。


　顔をあげないととりあえず息ができないので、腕うでで上半身を持ちあげ、顔をあげる。


　するとヒメアが胸に、しっかりと抱き着いてきていて。


　その、彼女の顔を見る


　彼女の、いつも綺き麗れいな顔を、見る。


　そして、


「……泣いてんの？」


　と涙なみだを流している彼女に聞くと、


「笑ってるの」


　と、言って、彼女は笑う。そのまままた彼の胸に顔をうずめ、


「大兎大好き」


　と、彼女は言う。


　それに大兎は、しばらくどうしていいかわからなくてうわうわしたあと、とりあえずぽんっと彼女の頭に手を乗せる。海の水に濡れていつも以上にきらきらと輝かがやく彼女の薄桃ラベンダー色の髪かみをなでる。


　するとその、横から、


「うわーなにそれなにそれ、海で抱きあうとか、あんたら海外のセレブかなんかのつもり？」


　なんて泉が言ってきて、それに大兎は、全身びしょぬれの彼女のほうを向いて言う。


「あ～、ええと、月光怒おこってたぞ？」


「アメリカ人ばりに派手にいちゃつくあんたらに？」


「いやいや、俺ら全員にさ」


　と、言う。それから彼は、立ち上がる。


　すると泉の後ろの海面から美雷が顔をだし、さらに手に持っていた昆こん布ぶを持ちあげ、


「ねねねねね、なんか緑の見つけた！」


　なんて叫さけぶので泉が言う、


「すごいねー。昆布だねー。じゃ、いい子だから捨てようね？」


「ゲッコーへのお土産みやげにする！」


　と、言った瞬間泉の顔が悪戯いたずらっぽく輝き、


「それはありかもしれない！」


「ありあり！」


　なんて笑いあう。


　続いてセルジュが、ぐったりと動かなくなったハスガのえり首を引っ張りながらこちらに近付いてきて、


「さて、ひとしきり楽しみましたし、そろそろあがりましょうか」


　なんて言って、それに大兎は、海にぷかぷかと浮くハスガのほうを見て、


「ああ、おまえらって兄貴のほうが強いのな」


　と聞くと、セルジュは笑って言う。


「ハスガは泳げないんですよ。だからちょっと沖おきにいったらぶくぶくぶく～って」


「ってそれ、まずいんじゃねぇの？　死んだんじゃ……」


「死んでねぇよ！」


　とそこで、ハスガが顔をあげる。それからセルジュのほうをにらみ、


「お、おまえ、あとで絶対ぶっ飛ばすからな」


「ええ～、僕は泳いでただけなんですけどねぇ」


　なんて言葉を無視して、ハスガは立ち上がる。そして、


「ああ、くそ、いっぱい水飲んだ。おまけにびしょ濡れだし。おい鉄、シャワーどっかにないか？」


「ってだからなんでおまえそんなに気安いのよ？　ほんと、ちょっと前まで敵……」


　が、そこでセルジュも、


「そうですね。シャワー浴びたいですねぇ。あと着き替がえも。どこかにないですか？　鉄君」


「だぁから」


　しかしさらに泉が、


「お腹もすいたよ？」


「知らねぇよ」


　という突つっこみを遮さえぎって、


「昆布！　昆布あるよ！　食べる？」


「昆布なんか食べね……」


　が、彼はそこで言葉を止める。きらきらした目で昆布を掲かかげる美雷を見て、


「まあね、昆布はうまいけどね……」


　なんてことを言いながら、はぁっとため息をつく。


「……なんか、こいつらまとめろとか月光にすげぇめんどくせぇ仕事押おし付けられた気がすんだけど……」


　と、そのまま彼はもう一度生徒会の面々を見て。それから、


「ま、シャワーも食いもんも、海の家にいけばあんじゃねぇの？　着替えはどうか知んないけど」


　と言って、浜はま辺べの向こうにいくつか立っている、建物のほうを指差す。


「月光もさきいって待ってるってさ」


　と言うと、美雷が昆布を掲げたまま、


「ゲッコーんとこいってくる！」


　と駆かけだす。


　それに大兎もうなずき、


「んじゃ海から上がろう」


　と、そのまま海から上がって、彼は空を見上げる。


　まだ太陽は高い。


　時刻は昼を少し、過ぎたくらいだろうか？


　期末が終わったばかりだから、日付は七月六日。


　たいていの海は七月の頭には海開きをしているだろうし、となるとこの人ひと気けのなさは、


「やっぱおかしいよなぁ」


　と、彼は呟つぶやく。やはりここら辺一帯を《軍》が借りきって、世間から隔かく離りしているのだろうか？　でも、それにしたってこの人気のなさはなぁ、と、彼は、氷と書かれた旗がはためいている海の家を見る。


　海の家があるっていうことは、海の家を営業している人間はいるわけで。で、その海の家がやっていけてるということは、客もいそうなものなのだが。


「……もしくはあの海の家も、《軍》の運営だったりして」


　なんてことを言ってみる。


　そして彼は歩きだす。濡れた足が、砂すな浜はまに足あし跡あとをつける。ヒメアがそれを見て、


「大兎の足跡大きいねぇ～[image: ]」


　とか言いながら、自分の小さな足で、大兎の足跡を踏ふんだりして。


　それに大兎は微笑ほほえんで、それからもう一度を空を見上げて、思う。強化合宿のわりにはなんか、ずいぶんとほのぼのしてるなぁ、なんて、そんなことを思って。


　それからここにくる前に、今回の強化合宿の主しゆ旨しを説明していた、黒守の言葉を思いだす。


　確か黒守は、こんなことを言っていた。


『君たちだけで海の見える楽しい場所へいき、この学校まで帰ってくる――それが今回のプログラムです』


　と、黒守は言って。


　つまりここから、ただ、学校まで帰ればいいのだ。それがどう修しゆ業ぎようになるのかはわからないのだが。


「……やっぱり帰る途と中ちゆうで、化け物に襲おそわれたりすんのかな」


　と、呟く。


「じゃなきゃ、全然修業とかにならないもんな」


　そう言って、彼はもう一度振ふり返って、海を見る。するとやはりそこは、かつて遥といった宮阪町からほど近い、見野山海岸にそっくりで。まあ、海なんてどこも同じような景色だろうから違ちがうかもしれないけれど、でも、もしここが本当に見野山海岸なら、電車でたった一時間なのだ。もう、帰ろうと思えばあっさり帰れてしまうのだ。いや、見野山海岸じゃなくても、氷って書いてあるからにはおそらく日本で。なら、帰るのは簡単だろう。


　じゃあいったい、


「……どんな修業があんのかな」


　と、彼が呟いた言葉が、ヒメアに聞こえたようだった。それに彼女はこちらを見て、


「私の水着を見る修業とか？」


　なんてことを言って、大兎は笑う。


　するとそこで横からセルジュが、


「あと僕の水着を……」


　という言葉を、ハスガと大兎が同時に、


『死ね！』


　と怒ど鳴なって、それにセルジュがあははと笑う。それから弟に向かって、


「なんか、人間といるのも意外に楽しいねぇ。こう、なんの悩なやみもなく馬ば鹿かみたいに笑ったのは本当に久し振……」


「いつも兄貴は笑ってんだろうが！」


「あれそうだっけ？　あはは」


　とか、そんな会話をする二人を無視して、再び大兎は前を向く。そしてやはりなんの変へん哲てつもない、普ふ通つうの海の家へと向かう。


　このさきにいったい、どんな試練が待ち受けてるのかはわからないが、しかしとりあえず――


「俺、かき氷食べたいな」


　と言うと、ヒメアがこちらを見上げて、


「かき氷ってなに？」


「ヒメアかき氷知らないの？」


「うん」


「じゃあ一いつ緒しよに食べようぜ。美う味まいから」


「うん！」


　なんて、ヒメアが大きくうなずく。


　それからいまいち緊きん張ちよう感かんのない様子で彼らは、海の家へと向かった。





　　　　　◆





　浜辺を抜ぬけ、それほど高くない防ぼう波は堤ていの上に、その海の家はあった。


　小こ綺ぎ麗れいな木造の二階建てで、一階にはやきそばやかき氷を売るような店と、その庭には客が座すわるために椅い子すやテーブルがおかれ、目がちかちかするような赤とオレンジと青が配色されたパラソルのようなものがいくつか立てられている。


　その、パラソルを月光は見つめ、


「…………」


　それからその向こうの、店の中をのぞきこむように見る。店の中にはかき氷を作るための機械や、シロップ。それにやきそばを焼くための鉄板などが綺麗に並び、これから営業を始めようとしているかのような雰ふん囲い気きなのだが、しかしその店の中に、人の気配は感じられない。それはたまたま留守なのか？　それとも《軍》がこの地を実験場にするにあたって、追いだしたのか？


「もしくは、この辺一帯の人間を、すべて殺したか？」


　なんてことを、彼は小さく呟く。それから周囲を見回す。砂浜には、やはり馬鹿な部下どもの姿しかなく、人ひと影かげはない。防波堤の向こうには街道が見えるが、車が走っている様子もない。そしてその街道の向こうは小さな山になっていって、鬱うつ蒼そうと茂しげる木々が広がっているのだが、虫の音や鳥の声すら、しない。


　聞こえるのは、寄せては返す、波の音だけ。


「…………」


　それに月光はもう一度海のほうを見つめ、


「……やはりここは、普通の次元じゃ、ないのか？」


　と、呟く。それから一歩、前にでる。海の家に近付く。するとその、パラソルが並んだ海の家の庭に、無数の虫が死んでいるのに、気が付く。蜘く蛛もや、ムカデや、見たことのない形をした虫が引っ繰くり返り、庭を埋うめつくすように死んでいて、月光は目を細め、


「……蠱こ毒どくか」


　と、呟く。


　それは虫や蛇へびやカエルに共食いをさせ、最後に生き残ったものを使し役えきして相手に呪のろいをかける、日本に古いにしえから伝わる呪じゆ術じゆつだった。


　だがその呪術を使う者は、いまはいない。というよりもそんな馬鹿はいまはいない、と言ったほうがいいだろうか？


　なぜなら蠱毒は呪いの仕組みが作られたのが古く、いまいちちゃんと構成されていないせいで、その呪いが確実に自分に返ってきてしまうのだ。


　まずその呪いを使った場所は穢けがれ、その毒気にやられて術者も死ぬ。だがそれだけでは終わらない。その蠱毒の呪いのあまりの強さに、家族や友人まで、次々と死んでしまう。


　そして当然そんな危険な呪術は使用を禁止され、誰だれも使わなくなった。それにこんなリスクの高い呪術を使わなくても、他に強力な呪いはいくらでもあるのだ。


　たとえば不完全な蠱毒を基き礎そに、もう少し便利にした呪いにも、犬神や四し瓶がめ井い、猫びよう鬼きと、有名どころがいくつもある。なら、それを使えばいいし、わざわざ古い、リスクも高い、おまけに効果が不確実な呪いを使う意味がない。


　もしそれを使う理由があるとすればそれは、


「……自殺志願者か、狂きよう人じんだけだ」


　そしてこの地がこんなにも静かな理由もそれで、わかってしまった。


　ここは、蠱毒が使われた場所なのだ。


　そして大地が汚よごれ、生き物が消えた。


　鳥も。虫も。人も。なにもかもが呪いに穢されてしまって、死んだのだろう。


　生きて残っているのはおそらく、


「……共食いに生き残った、最後の虫だけ」


　とそこで、海の家の二階から、なにかがカタカタと降りてくる音がした。その音のほうを月光は見て、笑えみを浮うかべる。


「ふむ。だいぶ、訓練場らしくなってきたな」


　そう言って腰こしの剣けんを抜く。周囲の光を反射しない、漆しつ黒こくの刀身を持った剣。


　凶剣スペル・エラーと呼ばれるその剣は、あらゆる魔まを祓はらうことができる。


　その剣を彼は構え、言う。


「……初めは馬鹿どもが騒さわぐだけの、馬鹿島にでも連れてこられたのかと思ったが」


　と、言ったところで、巨きよ大だいな化け物が海の家から飛びだしてくる。体がムカデで、しかし蜘蛛のような足を持ち、そして顔の部分に、蠱毒を使った主――蠱主の顔がある。その顔は四十代半ばくらいの男で、苦しそうにヨダレを垂れ流している。


　だがそいつは、当然だが人間ではない。蠱毒はその、呪いを使用した人間の皮をはいでかぶり、人間の姿になろうとするのだが、これがまた呪いの術式が中ちゆう途と半はん端ぱなせいか、人間の顔の皮をかぶったところで、自分が人間になれたと勘かん違ちがいしてしまうらしい。その、人間の顔の皮をかぶった、醜みにくい虫の化物を見つめ、月光は少しだけ嬉うれしそうに笑う。


「……おまえがいてくれて、やっとこれが遊びじゃないとわかったよ。礼を言う。そして、もう死ね」


　そう言って彼は、一歩前に踏みだす。足が虫の屍し骸がいを踏む感かん触しよくがある。凶剣スペル・エラーを突つきだす。その剣の先せん端たんが、月光に襲いかかろうとしていた蠱毒の頭に刺ささり、


「……本当の呪いを見せてやれ、凶剣スペル・エラー」


　と、彼は呟く。すると凶剣スペル・エラーがぎらりと光る。それも、黒く、闇やみ色に輝かがやいて、その闇が蠱毒の化け物へと移る。それに化物が悲鳴を上げようとするが、しかしその悲鳴さえも、凶剣スペル・エラーは呪ってしまう。


　蠱毒は体の中に貯ためこんでいた呪いを剣に吸いとられ、どんどん、どんどんとその体を小さくしていってしまい、やがて消える。


　それどころか庭に転がっていた虫の屍骸まで、その剣に吸いとられてしまって。


　それに月光はまた、笑みを浮かべる。剣に向かって、


「……うん？　蠱毒の呪いが気にいったのか？」


　と聞くが、当然剣は答えない。


　それに彼はかすかに肩かたをすくめ、それから臨戦体勢を解いて、周囲を見回す。


　しかし蠱毒の呪いは消えたのに、


「…………」


　やはり周囲には、音が戻もどらなかった。


　鳥の声も、虫の音も、それどころか、氷と書かれた旗がゆるやかに揺ゆれているのに、風の音すらしない。


　聞こえるのは波の音だけで。


　それに、


「なにか特とく殊しゆな結界が張ってあるのか？」


　と、呟つぶやく。もしくはやはり、ここは異次元なのだろうか？


　とそこで、彼は黒守の言葉を思いだす。


『君たちだけで海の見える楽しい場所へいき、この学校まで帰ってくる――それが今回のプログラムです』


　あいつはそう言った。つまり、


「……このおかしな場所から、学校まで帰る方法を見つけろ、ということか」


　そう言って、彼は剣を鞘さやに戻した。そしてポケットからケータイを取り出す。そのケータイのＧＰＳ機能によって現在地を割りだそうとしてみるが、しかし、ケータイには圏けん外がいのマークが表示されている。それに、


「……ふむ」


　とうなずき、彼はもう一度周囲を見回す。


　海と、砂すな浜はまと、街道、深林、そして海の家。


　その、どこから調査を始めるのが適当か？　なんてことを少し考えてから、もう一度背後を振ふり返る。


　すると他の馬鹿どももこの海に向かってきているようで。


「……まあ、じゃあこの海の家から、調査を始めるか」


　と、言う。


　そして一いつ生しよう懸けん命めい防ぼう波は堤ていを上り、どういうわけか手に持っていた昆こん布ぶを掲かかげて、


「ゲッコオオオオオオオオオ！　すごいの取ったぁああああああ！」


　と、嬉しそうに叫さけんでくる馬ば鹿か娘むすめの姿を、彼は完全に無視で、歩を進める。


　海の家へと入り、電気をつける。すると電気は通っているようで、明かりがつく。続いてキッチンにあった冷蔵庫を開ける。すると中にはジュースやら食品やらが、あからさまにここで生活できるように用意されていて、


「……この中身は、《軍》が用意したものか。となると、この海の家を基点に、ここから脱だつ出しゆつしろということか？」


　なんて言いながら、彼は瓶びんのコーラを一本取る。栓せん抜ぬきがないので、瓶の細い部分を冷蔵庫にぶつけて割って、それを飲む。炭酸が喉のどを通り、少しだけ涼すずしいような、そんな気がする。


　それに彼はふぅっとため息をつき、そしてその瓶を床ゆかに捨てる。瓶が激しく割れて、その音は、聞こえる。つまり、音のすべてが消されているわけではないようだった。


「……まあ、会話もできるしな」


　だがなら、なにを基準に音が消されている？　いったいどういう結界がここには施ほどこされている？


　彼はさらに前へと進んでいく。一階には他ほかに、風ふ呂ろやトイレ、居間があったが、それらに別段変わったところはなかった。


　なので彼は二階へと上がろうとする。階段のわきについていた電気のスイッチを押おすが、その電気はつかない。


「…………」


　それに月光は、階段の上を見上げる。


　二階は暗い。灯あかりをつけていないので当たり前だが、しかし、まだ昼なのだ。雨戸を閉めていたとしてもここまで暗くなるだろうか？


　月光はそれに、制服の内ポケットから片眼だけにかけることができる暗視スコープを取り出し、かける。だがそれでもなにも見えない。この暗視スコープは特注で、本当に、ほんのわずかな光でも増ぞう幅ふくして見ることができるはずなのだが。


「……光がないか、もしくは吸収されているのか？」


　彼は今度は、ペンライトを取り出す。そのペンライトの光を二階へ向けて放つが、その光もやはり、なにも照らさない。まるでなにかに吸収されているかのように、光は失われてしまう。つまり、


「……後者か」


　そこで彼は、暗視スコープを外す。それからペンライトもしまい、腰の剣を抜く。


　どうやら二階は光のない場所で、目に頼たよらずに感覚だけで進め、というような訓練の場のようだった。


「で、さっきの蠱毒の化け物みたいなのがうじゃうじゃいるのか？　それはそれで……」


　結構、厳しい訓練場なのかもしれない、と、彼は思う。そういえば黒守はここのことを、《軍》が開発した強化プログラムの中でも、一番ハードなものだと言っていた。


　ならおそらくは、


「上には敵がいるな」


　と、彼は全身に力を入れる。それから一段、階段を昇のぼったところで、ひゅっという音がする。階段の壁かべに穴が空き、そこからナイフが飛びだしてくる。


「……く」


　と、彼はそれを、とっさに上半身をそらしてよける。ナイフは彼の首の皮の表面を切り裂さいて、反対側の壁に刺さる。


　それに彼は、


「…………」


　その、もう、あまりにチープで、ありがちなトラップを見て、薄うすく笑った。


　それから一度振り返る。だが、美雷はまだ、この建物には入ってきていない。駆かけてこちらにこようとしていた美雷がまだなのだから、他のノロマどもは、まだしばらくここにはやってこないだろう。


　本当ならこの階段は、殺されても死なないような鈍どん感かん男に先行させ、トラップをすべて潰つぶしてから進むのが正解なのだろうが――


「……俺を、なめるなよ」


　と、彼はさらにもう一段階段を昇る。


　すると闇の奥おくから白い光がこちらに放たれ、しかしそれに月光は剣を振り、


「祓え、凶剣スペル・エラー！」


　と、叫ぶ。自分でいま、なにを祓ったのか、それはわからないが、とにかく彼は対応する。さらにもう一段、もう一段と昇るごとにトラップが発動し、それを月光はすべて、剣で切り裂いていく。


　そして階段を昇り終える。


　すると突とつ然ぜん、周囲が明るくなる。といっても、かすかなオレンジ色の光を放つ、裸はだか電球の明かりがついただけだが。


　しかし、闇の中を照らすには、それで十分だった。その灯りのおかげで、二階がどんな場所なのかが、わかる。


　階段を昇ったさきは、細い廊ろう下かになっていた。その廊下が真まっ直すぐ、三十メートルほど延び、そのさきに横開きの襖ふすまがある。


　その、廊下の先を月光は見つめる。


　三十メートル先を。


　この、それほど大きくない木造の建物の中に存在できるはずがない、三十メートル以上ある異常に長い廊下の先を見つめ、


「……次々と、手の込こんだことだな」


　そう、彼は呟く。そしてそのままゆっくりと前に進む。三十メートルは長い、と、思ったが、十歩ほど歩くとあっさり行き止まりの襖までたどりついてしまい、どうやらこの二階全体に、感覚をおかしくするような類の魔ま法ほうがかけられているのがわかった。


　そのせいで廊下が三十メートル以上あるように見せられたのか、もしくは時間の感覚をおかしくされたのか。


　どちらにせよ、


「……その魔法には、かかったな」


　と、彼は少し、機き嫌げん悪そうに言った。おそらくは封・解呪師スペルブレイカーを生業なりわいにしている混血ハーフブリードの兄弟ならあっさりこの魔法を解くこともできるのだろうが、その、他の生徒会委員をうまく使わないと突とつ破ぱしにくいように配置されているトラップに彼は、


「苛いら々いらする」


　と、吐はき捨すてるように言う。


　それからやはり、彼は仲間の到とう着ちやくを待たずに襖に手をかけて、開く。するとそのさきは、和室になっていた。十枚の畳たたみがはめこまれた、正方形の部屋。そしてその部屋にはまた、襖がある。それも左の壁に二枚、右の壁にも二枚、正面に三枚。合計七枚の襖が、それぞれ独立した扉とびらとしてあり、さらに部屋の中央にも、七つの箱がおかれている。


　赤く塗ぬられたヒノキで作られた、葛篭つづらこ。


　その箱の上に紙が載のっていて、その紙に――紅くれない月光用――と、書いてある。


　他にも鉄大兎用や、沙糸ヒメア用、安あん藤どう美雷用など、他の生徒会委員の名前が書かれた箱もある。それを月光は見下ろし、それから一歩、部屋の中に入る。一応トラップを警けい戒かいするが、しかし、なにも起きないようだった。そのまま箱の側そばまでいき、


「……これを開けろって？」


　と、誰だれとはなしに呟く。


　当然それに答えはないが、別に気にしない。彼は自分の名前が書かれた箱に手をかけ、開く。すると箱の中には、手紙が入っている。というか、手紙しか入っていない。箱はそれなりに大きいのに、中身はあまりにも少ない。それに彼は、隣となりに置かれていた安藤美雷用の箱へと手を伸のばす。そして蓋ふたを開こうとする。


　しかし、開かない。少し手に力を入れるが、まるでびくともしない。それに、


「……開けさせないための結界をかけるために、箱が大きいのか」


　と、彼は再び自分の名前が書かれていた箱の中に手を入れ、その内側のヒノキの部分に手で触ふれる。中を覗のぞく。すると内側にはびっしりと月光の知らない言語の文字が描えがかれている。その術式がいったいどういったものなのか、月光にはわからない。もしかしたらサイトヒメアはその文字を読めるかもしれないし、封・解呪師スペルブレイカーの二人ならやはり、読めなくても強引にその結界を破ることができるかもしれないが、しかし、専門ではない月光にはできない。


　だが、その結界がなにをしたいのかは、わかる。名前の主以外には開けられないよう、綴とじられているのだ。


　それに月光は再び、自分の箱を見る。そしてその中に置かれている手紙を取り、それを開く。


　するとそこにはこんなことが書かれている。





　――紅月光生徒会長へ――


　この強化カリキュラムでは、生徒会一年目の生徒たちが、一学期終しゆう了りようの時点で必要とされている能力値まで強制的に上じよう昇しようできるような訓練や修しゆう錬れんが用意されています。


　そして生徒会全体のレベルがある一定値に達したと判断された場合にのみ、この封ふう地ちから外界へと出られるよう、設定されています。つまり個人個人のレベルだけではなく、委員全体が連れん携けいしたときの力の値あたいが、この地から脱出するための鍵かぎになります。


　ですので紅月光生徒会長は、個人のレベルを上げつつ、会長としての任も果たして生徒会全体をうまくまとめ、この強化カリキュラムを乗りきってください。期待しています。


　それでは修錬の方法を指示します。





　紅月光生徒会長は、数字の一が描かれた襖を開いて中に入ってください。


　そこが会長を訓練し、修錬値を判定する場になります。


《軍》が定めるある一定の能力がついたと判断されると、襖は開かなくなります。


　そうなったら、他の委員の能力が一定のレベルに達するまで、待機してください。


　そして全員のレベルが一定値まで達した場合、生徒会全体の力を合わせたときの総合能力値を査定する最終試験が行われ、それをクリアできれば封地の外への扉が開かれます。





　――この強化カリキュラムを成功させるにあたっての、いくつかの注意――





　この強化カリキュラムは、最高難度のものとなっています。少しの油断で命を落としてしまうような仕様です。なので初めは、単独で行動しないようにしましょう。


　それぞれを査定する修錬場に、仲間を連れて入ることもできます。初めのうちは無理をせず、仲間に助けてもらいながら力をつけ、徐じよ々じよに一人で修錬場の課題をこなせるようにしましょう。


　死ねばすべてが終わりです。時間がかかったとしても、くれぐれも無理はしないように。とくに生徒会長は、他の生徒会委員が死なないよう、的確な指示を出しましょう。


　一人死ねば、生徒会全体の能力が落ち、それだけクリアが遠くなります。なるべく死人を少なくすることが、この強化カリキュラムを早くクリアするためのポイントです。


　それでは健けん闘とうを祈いのります。





「…………」


　なんてことが、その手紙――というよりも、指令書には書かれていて。


　そして読み終わった瞬しゆん間かん、その手紙の中の文字が、消える。ただの白紙の紙になってしまい、月光はそれを捨てる。それから顔をあげると、正面の襖の中央に、さっきまではなかった、『一』という文字が浮うかんでいる。


　それを彼は見つめ、


「……あれが俺の修錬場ということか」


　そう呟つぶやいてから、さっきの指令書に書かれていた文章を思いだす。


　――このカリキュラムは最高難度で、少しの油断で命を落としてしまうような仕様。


　――だから初めのうちは無理をせず、修錬場には仲間と入り、助けてもらいながら、徐々に力を付けろ。


　そんな文章を月光は思いだし、


「……仲間に助けてもらえ？　はっ。この俺を、誰だと思っている」


　と、笑えみを浮かべて立ち上がる。そのまままっすぐ『一』と書かれた襖へと向かう。開く。するとその襖の中は、やはり同じような和室になっていて、その中へと彼は一歩、踏ふみだす。


　踏みだした瞬間、背後の襖が勝手にバチンっと音を立てて、閉まる。


　それから景色が歪ゆがみ、和室が消える。いつの間にか彼がいる場所は、青白い光が照らす、暗い洞どう窟くつのような場所に変わっていて。


　それに彼は、洞窟の奥を見つめる。洞窟はかなり深いようだった。なだらかな坂道は深く、深く、闇やみの底へと続いているようで。


「ふむ。この洞窟の奥へいくのが、俺への強化カリキュラムか？」


　と、呟いてみるが、やはり答えはない。


　だがそのかわりに、ブーンという、なにかが震しん動どうするような音が洞窟の奥から聞こえた。


　それに彼は右手をそっと、腰こしの剣けんへとやる。


「最初の試練か」


　と、彼は身構えながら、もう一歩、前に進む。


　すると音のほうも近付いてくる。ブーンという震動するような音がどんどん近付いてきて、その音の主の姿が、洞窟の奥に現れる。


　それはコウモリだった。洞窟にコウモリ――というとまあ、それほど不思議な組合せでもないが、しかしそのコウモリの大きさが、少し異常だった。


　小さいのだ。


　蜂はちぐらいの大きさ。


　だから普ふ通つうなら、すぐそばまで近付かれなければ気づくことができないくらいの大きさなのだが、しかし、その小さなコウモリが、全身に青白い炎ほのおをまとっているので、その姿をとらえることができた。その炎をまとったコウモリが、結構な速さで近付いてくる。


　それに月光は剣を構え、その炎に意識を集中する。


　対象が小さく速いので、剣で切り裂さくのはそれなりに大変だろうが、


「……最高難度と脅おどしたわりには、たいしたことないな」


　と、彼は笑みを浮かべる。体を深く沈しずめ、剣の先が、コウモリの飛ぶ速さよりも速くなるよう、力をためようとする。


　しかしその途と中ちゆうで、


「……ん」


　と、彼は声を上げる。目を細め、洞窟の、さらに奥が見えるように、瞳ひとみのピントを調整する。すると飛んできている一匹ぴきのコウモリの後ろに、今度は黒い、暗くら闇やみに紛まぎれるような炎をまとった、音を出さずに飛ぶ無数のコウモリが一いつ緒しよに飛んでこようとしていて。


　そして先頭のコウモリが言う。


　目立つ青白い炎を纏まとったコウモリが言う。


　それも、人間の女の声で――


『試練１を開始します。音と姿を呪じゆ術じゆつでカムフラージュした使い魔まの群を撃げき退たいしてください。独力で全ぜん滅めつできるようになるまで、この試練は続きます。ちなみに青い炎のコウモリは、試験開始の合図を伝える役なので、殺さないように。では――』


　と、そこまでコウモリが言ったときにはもう、月光の目の前に、蜂ぐらいの大きさの、数千、数万のコウモリがいた。それが一直線にこちらへと迫せまり、


『試験、始め！』


　と、声が言う。


　青白い炎を纏ったコウモリが先頭から離り脱だつする。すると背後に控ひかえていた黒いコウモリたちが一いつ斉せいに月光へ群がってこようとして。


　それに月光は慌あわてて剣を抜ぬく。


「……この魔を、祓はらえ凶剣スペル・エラー！」


　と叫さけぶ。


　するとコウモリの群を剣が切り裂く。十数匹はそれで、消し飛んでしまう。だが、数万いる中の十数匹を殺したところでなにかがどう変わるわけでもなく。


「くそが」


　と、彼はうめく。剣を腰に収め、踵きびすを返す。だがもう遅おそい。コウモリが彼の背中にあたる。表面をかじる。制服が破れ、その牙きばは肉に達する。刹せつ那な、その場にくずおれてしまいそうなほどの激痛が背中に走るが、しかし、倒たおれたら終わりだ。一瞬で骨の髄ずいまで食い散らかされてしまうだろう。だから彼は、痛みを我が慢まんしながらポケットに手を突つっこみ、中から一枚の呪じゆ符ふを取り出す。


　エンオウの呪符。


　百八十年ほど前に日本の片かた隅すみで流は行やった、鬼おにを奉たてまつる部族が使っていた経きよう典てんの一部を、背後に放つ。


　するとその呪符が弾はじけ、周囲に赤い、炎に似たような形状の呪のろいをまき散らす。


　コウモリが数百匹、その呪いに巻き込まれて消える。


　だが、やはりそんなのは焼石に水だ。


　エンオウの呪いに一瞬怯ひるんだ数万のコウモリたちは、その呪いの炎が消えたと同時に再び月光に襲おそいかかろうとして……


「……ああ、くそがっ!?」


　しかしそこで、彼は洞窟の入口の、襖ふすまに手をかけた。そして開く。転がり出るように、洞窟から和室へと彼は飛びだす。


　するとコウモリたちも和室に入ってこようとする。


　入ってこられたら、終わりだ。もう、彼にはあの、数万のコウモリをどうにかする術はない。彼の切り札である凶剣スペル・エラーも、大量の敵を相手にするようにはできていないのだ。


　つまりはここで、死……


「…………」


　が、そこでまた、バチンっという音が鳴って、勢い良く襖が閉まる。


　目の前には『一』と書かれた襖があるだけで、あとは薄うす暗ぐらい、箱が七つあるだけの和室に戻もどる。


　それを彼は見つめ、顔をしかめる。


　そしてまた、指令書の言葉を思いだす。


　――最高難度


　――最初は一人ではいかないほうがいい。


　確かにそれは、本当だった。ヘタをすればいまので死んでいた。生きてここまで戻れたのは、運がよかっただけだ。


　だがそれでも、


「……なめやがって」


　と、彼は吐はき捨すてるように言う。なぜなら、いまのは試練１なのだ。いくら最高難度の試練だとしても、最初からこんなに簡単に躓つまずいていいはずがない。


　少なくとも。


「…………」


　少なくともこの試練を用意した《軍》の連中は。あの、黒守とかいう管理官ブリーダーは、これを簡単に、独力で突とつ破ぱできるのだろう。


　だが、いまの月光では、いまの試練を独りで突破する方法を、まるで思い付けなかった。


　それに、彼は顔をしかめる。


「……あのクズ教師に、いいようにあしらわれるわけだ」


　と、うめくように言う。


　だが、それに怒おこっていても仕方がない。このままこれを突破できなければ、この封ふう地ちから出ることもできないのだ。


　そこで月光はもう一度、彼がいまいる和室を見回す。


　するとやはり、そこには箱が七つと、襖が七つある。おそらくはその、それぞれが、他の生徒会委員への指令書と、修錬場になっているのだろう。


　そしてそのすべてがいまのレベルの、一瞬気を抜けば死んでしまうような場所だとすれば、それは、そいつらが死なないよう、月光が管理して前に進む必要がある。


　仲間が死なないよう、お互たがいが協力しあい、少しずつ強くなっていくように、月光が指示していく必要がある。


　仲間が死なないように。


　仲間が。


「……なにが仲間だ、くそが」


　と、彼はうめく。


　すべてが《軍》の――黒守の思おも惑わく通りに進んでいくのがわかって、彼は顔をしかめる。


　月光が生徒会委員たちをきちんと指導しなければ、この封地から出ることもできないよう設定されているのだ。


　そしてその、他人の作ったレールを、そのまま進まなければならないほどに力のない、弱い自分に彼は、


「…………」


　彼はしかし、何も言わずに立ち上がった。それからコウモリに喰くい千切られてしまった自分の背中を見る。すると本当に運がよかったのか、傷はそれほど深くない。だが、もしも大きな傷を負ってしまえば、鉄のような再生の能力がない限り休養を取る必要がある。そうなればさらにこの地からの脱だつ出しゆつが遅くなる。つまり他の生徒会委員が、怪け我がをしないよう、死なないよう管理しながら、ゆっくりと、しかし的確に成長させていく必要があるわけだ。


　もしくは、


「……サイトヒメアに傷を治す魔ま法ほうがあるか、聞く必要があるな」


　と、彼は背後を振ふり返る。


　すると遠くで、声が聞こえる。


「あれぇ、ゲッコー？　ゲッコーどこー？」


　と、美雷の声が聞こえて、それに彼は答える。


「二階だ」


「二階～？　昆こん布ぶ……」


「昆布はおいてこい！」


「えええええええ」


　と言いながら、美雷がバタバタと階段を上がる音がする。そして、


「うお～廊ろう下か長ぁあああああああ――」


　という言葉の途中で、昆布を片手に持った美雷の姿が現れる。少し驚おどろいたような顔できょろきょろと周囲を見回し、


「あれぇ、あたしちょっとしか歩ってないのに廊下が突とつ然ぜん……」


「うるさい」


「でも廊下が……」


「いいからこっちにこい」


「え？　なになに？」


　と、美雷はひょこひょここちらに近付いてくる。そしてなにかを思いだしたかのような顔になって、


「あ！　ゲッコーこれ！　昆布が……」


　と、得意気に掲かかげてくる昆布を手ではたき落とす。


　すると美雷が衝しよう撃げきの顔で、


「こ、昆布!?」


　とか叫んでそれを拾おうとするが、その美雷のポニーテールを、つかむ。そのまま引っ張る。それに美雷が、


「え、え、なんで髪かみ引っ張るの？」


　なんて聞いてくるが月光は答えない。そのまま再び、『一』という部屋へ続く襖を開き、


「こっちの部屋にこい」


「こ、こっちの部屋？　って、あの、そ、そっちの部屋でなにを……」


「いいから黙だまってこい。抵てい抗こうするな」


　そう言って、彼は無理矢理美雷を隣となりの部屋へと引きずりこむ。それからさらに強くポニーテールを引っ張り、自分の前につれてくる。すると美雷はちょっと驚いたような顔でこちらを見あげていて、


「あのあの、ゲッコー、なにを……」


　が、その言葉を遮さえぎって、月光は唇くちびるを彼女の顔に近付ける。


　それに美雷は目を大きく見開き、


「あ、あのあのあの、ちょ、だ、ダメだって……あの、他のみんなもあの、ここにもうすぐあの……」


　が、そこで月光の唇が彼女の額に触ふれる。彼女は目をぎゅっとつむって、それを受け入れる。


　その瞬しゆん間かん、彼女の封ふう印いんされていた力が解放される。ポニーテールを作っていたゴムが弾け飛び、髪が稲いな妻ずま状に宙を舞まう。瞳ひとみが金色にきらめき、全身が雷いかずちを帯電し始める。


　そしてなぜか、ちょっとぽーっとしたような顔でこちらを見上げ、


「……あの、ゲッコー、なにするの？」


　なんて言って。


　それに月光は、


「あれを見ろ」


　と、洞どう窟くつの奥おくを指差す。


　それに美雷は後ろを振り返り、


「ほえ？」


　と、言う。


　するとそのときにはもう、洞窟の奥から、ブーンという音を立てて青白い炎ほのおをまとったコウモリが近付いてきている。その後ろには、さっき月光を殺そうとした数万のコウモリもいる。


　それを見て美雷が聞く。


「なにあれ？」


「敵だ。排はい除じよしろ」


「……敵？　ってことは、あたしをここに引っ張ってきたのは、あれをやっつけさせるため？」


「そうだ」


「そっか～」


　と、彼女はうなずく。そしてそれからもう一度、


「……そっか～」


　と、なぜかちょっとだけつまんなそうに言って、頰ほおをぷーっと膨ふくらませる。


　それに月光は彼女をにらみ、


「なんだそれは？」


　と聞くと、美雷はその、フグのように膨らませた顔のままこちらを見上げ、


「なんでもないよーだ」


「そうか。ならさっさと敵を排除しろ。俺はここで見ている」


「なんであたし一人でやるのよ！」


「なんだ。雑ざ魚このおまえには無理か？　なら手伝っ……」


「いらないもん！　あたし一人でできるもん！」


　と、彼女は言って一歩前に出る。両手を宙に掲げ、その手と手の間に雷を集め始める。


　するとさっきと同じように、青い炎を纏まとったコウモリが、


『試練１を開始します――』


　などと言いだし、それに月光は言う。


「あの青いコウモリは殺すな」


「え？　なんで？」


「なんでもだ」


「お友だち？」


「……うん？　ああ～、じゃあ、そうだ。友達だから、殺すな」


「わかった！」


「あとは殺せ」


「わかった！」


　と、あっさり言って、美雷はさらに雷を大きくする。


　それを月光は一歩後ろに下がって見つめる。


　どれくらいの規模の破は壊かいの力があれば敵を全ぜん滅めつできるのか。攻こう撃げきを受けたときにいったいどんな動きをするのか。もしあるのなら、弱点はなにか。


　それを見み極きわめるために月光は一歩下がり、美雷がコウモリの群を殲せん滅めつするのを見守る。


　美雷がえいと叫さけんで雷を放つ。もう、洞窟を埋うめ尽つくさん勢いの雷の塊かたまりを前方へと投げ付け、それに黒い炎を纏ったコウモリにぶつける。そしてその稲妻に焼け焦こげ、コウモリたちは一気に消し飛んでいく。


　だがやはり、次から次へとコウモリはやってくる。そのたびに美雷は手に稲妻を作り、それを放つ。放つ。放つ。


　おそらく数万、数十万の、蜂はちのように小さいコウモリがその稲妻に焼かれて消えて。


　しかし無限とも思えるほどに後ろからコウモリが押おし寄せてくる。


　それに美雷が、


「……げ、ゲッコー」


　と、言う。


　しかし月光は答えない。


「……あ、あの、やってもやっても、全然おわんな……きゃっ」


　と、彼女は途と中ちゆうで悲鳴を上げる。


　彼女の放った稲妻の塊をかいくぐってきた数匹ひきのコウモリが、美雷に食い付こうとしたのだ。


　そのうちの一匹は、美雷が拳こぶしで殴なぐってはたき落とす。もう一匹は稲妻状の髪が貫つらぬいて倒たおす。だがもう一匹は彼女の首筋に喰らいつこうとして――


「…………」


　しかしそれを、月光は剣けんを抜ぬいて、切り裂さく。切り裂いた瞬間、コウモリが消える。


　凶剣スペル・エラーを発動していなかったのに、コウモリの姿が、消える。


　それを見る。


　それを月光は、見つめる。


　するとその、すぐ横で美雷が、


「あ、あのゲッ……」


「おまえはコウモリを殺し続けろ。ここに近付かせるな」


「でも、だんだん、押され……」


「いいから頑がん張ばれ。おまえならやれるだろ？」


　と、彼が言うと、美雷がそれに、急にちょっと嬉うれしそうな顔でこちらを見て、


「や、やれるよ！　美雷はすごい子だってママ……」


「いいから黙ってやれ」


「はぁい！」


　と、彼女はまた、稲妻で敵を殺し始める。


　その稲妻に焼かれていくコウモリの姿を見つめる。だが、コウモリは焼けた瞬間に、消えていく。次々と消えていく。


　それを見つめ、それから、その美雷の雷で焼かれていく黒いコウモリたちの上でそれを見守るように飛んでいる、青い炎を纏ったコウモリを見上げる。そいつだけブーンっと音を立て、まるで監かん視しするかのようにこちらを見下ろしていて。


　そいつを見つめ、


「……そういうことか」


　と、彼は呟つぶやく。そのまま懐ふところに手を入れ、もう一度エンオウの呪じゆ符ふを取り出す。それを小さくまるめて、投げる。すると呪符は月光の手をふわっと離はなれ、それから真っ赤に燃え始める。そして血のように赤い呪のろいを放ちながら、一気に青い炎を纏ったコウモリの体にあたり、弾はじける。


　コウモリは、死ぬ。


　だが、その死体は消えない。


　代わりに月光たちを襲おそおうとしていた黒い炎を纏ったコウモリが一いつ斉せいに消えて。


「あれ、コウモリ消えちゃった」


　と、美雷が驚おどろいたように言う。そのままこちらを見上げ、


「どうやったの？」


　と彼女が聞いてくるので、答えてやる。


「馬ば鹿かにはわからないことだ」


「馬鹿くなぁあああああああああああ……」


「だがよくやった」


「へ[image: ]」


「さあ次にいくぞ。ぐずぐずするな」


「次？　次って……」


　しかしその美雷の言葉を無視して、月光は歩きだす。


　すると死んだはずの青い炎をまとったコウモリから、


『正解です。黒いコウモリは、この青いコウモリが生んだ幻げん術じゆつでした。試練１は、青いコウモリを殺すな、という、他者の言葉を信じるなという教訓を……』


　が、その言葉の途中で月光は青いコウモリを足で踏ふむ。


「黙だまれ家か畜ちくが。教わらなくても、元から誰だれも信じていない」


　と、言う。それにコウモリの姿が、一枚の札に変わる。おそらくは式しき神がみだ。高度な呪じゆ術じゆつで作られた式と式神によって、この洞窟は管理されているのだろう。


　それを月光は見下ろし、それから洞窟の先を見る。するとまた、洞窟の奥からなにかが迫せまってくる音がする。


　ブーンという音。


　さっきと同じ、コウモリが飛ぶ音。


　飛んできたのはまた、あの青い炎を纏ったコウモリで、そいつが言う。


『試練１を――』


　しかしそこですぐに、月光はまた、エンオウの呪符を投げる。コウモリはそれをよけることもせずに、死ぬ。するとその背後にいた黒いコウモリたちも全すべて消えて、


『対象者独力での試練クリアを確かく認にんしました。先へ進んでください。試練２を始めます』


　なんて声がかかり、月光は歩き出す。


　それに美雷が後ろから、


「あの、ゲッコー、これなにやってるの？」


「馬鹿が作った洞窟探険だ」


「探険!?　うわぁ、なんか、なんかそれわくわく……」


「いいからついてこい」


「はぁい。ねねね、それでそれで、誰が探険隊の隊長？」


「俺だ」


「あたしは？」


「ペットの犬だ」


「ええええええええ～」


　とか言いあいながら、二人は暗い、洞窟の中を進んでいった。





　　　　　◆





　再び砂すな浜はまから、堤てい防ぼうを上ったあたり。


　ハスガ・エントリオは空を見上げていた。


　そのまま隣となりを歩いている兄のセルジュに言う。


「なぁ兄貴」


「うん？」


「空の色が、おかしくねぇか？」


　そう彼が言うと、セルジュも空を見上げて、


「あ、ほんとだ。空もおかしいねぇ。すごくうまく描びよう画がされてるけど……」


「絵だよな？」


「幻術でしょう？」


「どっちもか。うまく組みあわせて、カムフラージュされてる」


　それにセルジュもうなずいて、微笑ほほえむ。そしてこちらを向き、


「海の中も、偽にせ者ものばかりでしたしね。《軍》に気づかれないよう喧けん嘩かのフリとかしながら調べてみたけど」


　するとハスガも笑って、


「最初兄貴が海に飛び込んだときは頭おかしくなったのかと思ったよ」


「あはは。で、真意がわかってさすがお兄さまぁ！　と、見直した？」


「馬鹿言うなって」


　と、ハスガは肩かたをすくめてから、言う。


「見直す必要ねぇだろ。兄貴のことはわかってる」


「そうですか」


「ああ。何年一いつ緒しよにいると思ってんだ」


　するとそれに、セルジュは手を自分の足首くらいのところまで持っていって、


「そうですねぇ。ハスガがこーんなちっこいころから……」


「俺は猫ねこの子かなにかかよ」


「あはは」


「ったく、んな馬鹿話はおいといてさ、この場所のことを……」


　とそこで、ハスガたちが堤防で足を止めてしまったせいで、先に進んでしまっていた鉄や《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》たちがこちらを振ふり返り、


「あれ、おまえら海の家にいかねーの？」


　なんてことを、鉄が言ってくる。


　するとそれにセルジュがにっこりと笑い、


「いや、ハスガがトイレで大をしたいって……」


「なんの話だよ！」


　と、ハスガが叫さけぶ。


　だがそれに鉄がこちらを見て、


「トイレも海の家にあると思うんだけど」


　という言葉に、セルジュが、


「でもハスガってばみんなの前では恥はずかしいから、ちょっと海で……」


「するかぁあああああああああ！」


　とまた叫ぶのを、今度はサイトヒメアが遮さえぎる。彼女も真しん紅くの瞳ひとみでハスガたちが見ていた空を見上げ、


「……あなたたちが見ているのは、結界？」


　なんて、言ってくる。


　それにセルジュがうなずいて、答える。


「ああ、気づいてましたか」


　すると魔ま女じよは薄うすく笑って、言った。


「私を誰だと思ってるの？」


「かわいい女の子」


「はっ、混血ハーフブリードごときが私を……」


　が、その言葉を遮ってセルジュが、


「大兎君にお似合いの、かわいい女の子」


　とそう、言い直した瞬しゆん間かん、彼女の顔に浮ういていた、こちらを小ばかにするような険悪な表情が、がらりと変わる。急に嬉しそうに顔を赤らめ、横にいる鉄の顔を見て、あはとか笑う。そのままその腕うでにぎゅっとしがみつき、


「……あ、あなた、なんか、なんかちょっとわかってるわね。あの、なにか私に手伝ってほしいことがあったら……」


　それにセルジュはうなずき、


「頼たのみます。いまはいいですが、もう少しこの場所の調査を進めたら、もしかしたらあなたの力が必要になるかもしれない。大兎君をここからきちんと脱だつ出しゆつさせるためにもね」


　するとそれに、サイトヒメアはうなずく。


「そうね。じゃあ、ここは……」


「私たちがやっておきます。ですからあなたがたは会長のところへ。ここはちょっと、おかしな場所のようですから、会長のほうを……」


　するとその、サイトヒメアの横にいた泉とかいう人間の女が、


「紅君でもやばい感じ？」


　なんて言うので、ハスガがそれに、


「ただの人間のおまえが一番やばいけどな」


　と言うと、泉はそれにあはは～と笑う。


「やっぱそう？」


　と、完全に頭がおかしいと思えないぐらい、嬉うれしそうにする。それにハスガは小声でセルジュに向かって、


「……な～んか、やっぱ人間って全然わかんねーなぁ」


　と言うと、兄が微笑む。


「かわいいじゃないですか」


「まったくそう思えねぇけどなぁ」


「ハスガはまだ子供ですからね」


「二個しか違ちがわないだろうが」


「その二歳さいが大きく……あ、みんな、海の家にいきましたね」


　と、そこでセルジュが話題を変える。


　それにハスガが鉄たちのほうへと目を向けると、三人はこちらに背を向け、再び海の家へと向かい始めていて、それを彼は、確認する。それから再び兄のほうを見て、


「ここ、どういう場所だと思う？」


　その問いに、セルジュが答えた。


「通常の世界じゃあないでしょうねぇ。おそらくは《軍》が作った箱庭」


「結界に囲まれた？」


「ええ」


「俺らで解けるかね？」


　そう言うと、セルジュはそれに肩をすくめ、


「僕たちを誰だと思ってるんです？　有名な封・解呪師スペルブレイカーですよ？」


　なんてことを、自信なさそうな顔で言うので、ハスガは笑った。


「ま、そう言いたいところなんだが、やっぱ《軍》は強力だからなぁ」


「《軍》――というより、人間がね。正直、怖こわいですからねぇ」


　そう言って、セルジュは海の家のほうではなく、さらに堤防を下り、そのさきに向かおうとする。堤防を降りると少し芝しば生ふのような場所があり、その先に街道がある。街道の向こうは木々が鬱うつ蒼そうと茂しげる、丘きゆう陵りようのような場所になっている。


　セルジュはその、丘陵のほうへと向かおうとするが、しかし、彼は街道よりも数歩手前で立ち止まり、


「……ほらね」


　と、言う。それから拳こぶしを作り、その拳を前方へとひょいっと出す。するとその拳は、まるで見えない壁かべのようなものにあたって、コンっと音を立てる。


　そして彼はこちらを振り向き、


「はい、結界の果てをあっさり見つけちゃいました～」


　と、言う。


　それにハスガも堤防を降りていき、その透とう明めいの壁に触ふれる。こんこんっと殴なぐってみて、


「あ、ほんとだ」


　と言うと、セルジュが聞いてくる。


「ハスガの力で、この結界を壊こわせますか？」


「どうかな。こんだけ結界の果てをあからさまにわかるようにしてるってことは、相当強力な結界が張られてると思うけど」


「でも……」


　それにハスガはうなずく。


「ああ。ま、俺の力は、なんでも壊せるからな」


　と、答える。


　その仕組みがいったいどうなっているのか？


　どうして自分にはこんな、自分でもコントロールできないほどの大きな破は壊かいの力が備わっているのか、それはわからないが、エルフと、そして自分でもよくわからない、ナニかとの混血ハーフブリードである彼には、すべてのものを破壊することができる力があった。


　触れただけですべてを――定期的に兄に、その力を封じてもらわなければ自分自身すら壊してしまうほどの、破壊の力。


　その力を彼は手に、集中する。


　すると彼の手の周囲の次元が赤く、ぐにゃりと歪ゆがみ始める。


　そしてその歪みを彼は、目の前にある透明な結界の壁へとあて、言った。


「……壊れろ」


　刹せつ那な、あっさり結界に穴があく。


　ずぼっと、彼の腕が結界にあいた穴の中へと入る。


　だがその向こうにさらに結界があり、


「……おっと二重構造」


　と、ハスガは言う。


　それにセルジュはうなずく。


「まあ、よくありますね」


「ああ」


「そっちも？」


「問題ない」


　と、言って、彼は力の放出する勢いを、変える。さらに強く、彼は自分の力を集中していく。すると彼の額から、ずずずっと音をたてて、一本黒い角が生え始める。力を強く使えば使うほど、その角が力の増ぞう幅ふく塔とうになって長くなっていき、んじゃいくわ、と、ハスガが言おうとしたところで突とつ然ぜん、最初に破った結界が、再生を始めてしまう。


　それをハスガは見て、


「やば」


　と、言いかけたときにはもう遅おそい。結界が、その穴を貫つらぬいている彼の腕を切断しそうなほどの勢いで修復していって。


　しかしその横から、


「封じる」


　と、セルジュが声をあげ、両手で結界の穴の縁ふちに触れる。するとセルジュの手に宿る黒い歪みが結界の穴に移り、穴の再生が止まる。その穴が、その状態で封ふう印いんされたのだ。


　それを確かく認にんしてから、


「ハスガ。少し急いで。思っていたより、結界の力が……」


「わかってる。ちょっと、待ってろ」


　そしてハスガはさらに手に力を込め、前方へと破壊の力が飛ぶように操作する。そのまま穴の向こうにある結界に向かって、


「壊れろ！」


　そう叫んで、破壊の力を放つ。


　するとやはり、その結界は簡単に破れて穴があく。だがそれだけじゃない。さらにその先にあった結界も、さらにそのまた先にあった結界も、さらにさらにその向こうにあった結界も、と、二十枚ほど結界を破っていくが、しかし、まだ結界がある。その途と中ちゆうでハスガの破壊の力が効力を失って消えてしまい、それを見て彼は顔をしかめ、


「だめだセルジュ。こりゃミルフィーユ構造……」


　が、そう言いかけて、彼は言葉を止める。


　なぜならその、二十枚さきあたりの結界の向こうから、白い、人型の影かげのようなものがこちらに迫せまってこようとして。


　さらに十九枚先の穴からも。十八枚先の穴からも、それぞれ、青の、緑の、赤の、奇き妙みような人型の影が現れて。
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「おい兄貴、なんかきたぞ！」


　と、ハスガは叫さけぶ。


　それにセルジュも穴をのぞきこみ、


「なんです？　あれ」


「知らねぇよ」


「ですよね。とりあえず……」


　と、セルジュがハスガの腕の横から穴に手を突つっこみ、


「あいつらを、封じる！」


　そう、言う。するとセルジュの手から黒い歪みが放たれ、それが先頭を走ってきている土色の影の左腕にあたる。するとその腕が動かなくなり、しかしそいつは、ゥァァァァァァァァァァァァと、気味の悪い叫び声をあげて右腕でその左腕をつかむ。千切る。千切るとやはり土色の液体がそこから迸ほとばしり、そのままその液体が腕になってしまう。そして再びこちらに向かって走りだして。


　それにセルジュが、


「あ、僕の力が効かない」


　と、言う。


　それにハスガも、


「壊れろ！」


　と、力を放つ。その破壊の力を土色の影はあっさりよけるが、後ろの黄色の影の頭にあたる。黄色の影はまた、ゥァァァァァァァァァァァァと叫び、首から黄色い液体を迸らせてそれが再び頭に、


「ってこれ、やばくね？」


　とハスガが言うと、


「やばい」


　セルジュがうなずく。


「ちょ、結界破るの、一時中断するか」


「そうしよう。ハスガ、手を抜ぬいて。封印を解く」


「わかった」


　うなずいて、ハスガは穴から腕うでを抜く。そのときにはもう、すぐ近くまで人型の影の化物どもがきている。


　土色の化物がセルジュの腕をつかもうとする。


　その化物の腕を、ハスガが壊れろ！　と叫んで払はらう。するとあっさり千切れ、再び生えてくるが、そのときにはもう、セルジュの腕も穴から抜かれている。


　そしてセルジュが叫ぶ。


「封印を解く！」


　すると結界の穴の再生を止めていた封印が消え、急速にその修復が始まる。穴がみるみるうちに小さくなってくる。化物どもはそんなことは気にせずに黄色の、赤の、土色の、白の腕を穴に差しこんでこちらに入り込んでこようとするが、そこで結界の穴が閉じる。


　ぶちんっと音が鳴って、その腕が千切れてこちらの芝生に落ちる。するとその腕は、陽ひの光に溶とけるように、地面へと消えていく。


　それをハスガたちは見て、それからお互たがいの顔を見あわせて、


「……なんとか逃にげきっ……」


　そう言いかけたところで、目の前の透明の壁が、ドン！　と、なにかに殴られるような音がした。そしてこちら側に向かって、街道と、丘陵の景色がぐにゃっと歪む。


　ドン！　ドン！　ドン！　と音がするたびに、景色がぐにゃ、ぐにゃ、ぐにゃっ、と、まるでこちらに向かって穴を開けようとしているかのように歪んで、最後に、
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　壁を一枚へだてた向こう側から、こもったようなナニかの絶ぜつ叫きようが聞こえ、


「…………」


　それから急に、静かになった。


　聞こえてくるのは、寄せては返す波の音だけで。


　風の音も、虫の音も、鳥の声もしない。


　その、なにもかもが《軍》によって管理されきった空間を感じ、ハスガは兄貴のほうを見て、言った。


「……こりゃ、俺らじゃ解呪できないだろ」


　するとセルジュもうなずく。


「《教会》よりもひどい場所ですね、ここは……」


「素す直なおに海の家にいくか？」


「そうしましょう。シャワーも浴びたいし」


「もう乾かわいちゃったよ」


「まあそうだけど」


　そう言ってから、セルジュは踵きびすを返し、再び堤てい防ぼうを上り始める。そしてさっきまで濡ぬれていた自分の服に触ふれ、すでに乾き始めているそれをパタパタと振ふってから、


「あの海の水も、濡れたと思ったこの感じも、全部幻げん術じゆつだったりしてね」


　という言葉に、ハスガが少しだけうんざりした気分で兄のほうを見つめて、


「もしそうなら、すげぇ規模の魔ま法ほうだな。全員が同じ幻げん覚かくを見てる？」


「そう」


「この全部が？」


「そう」


「俺らその、魔法をかけられた～っていうのにまるで気づいてないのに？」


「そう」


「もしそうなら」


「うん」


「……もう、人間様にはほんと、太た刀ち打ちできなくなるなぁ」


　なんてことを言いあいながら、二人は海の家へと向かう。


　やはり波の音しかしない。


　空の陽は、高く、ここに到とう着ちやくしたときから、まるで太陽の位置が変わらない。


　その、狂くるった景色を眺ながめ渡わたして、


「…………」


　ハスガは小さく、ため息をついた。





　　　　　◆





　ここが異お常かしいことは、きた瞬しゆん間かんからわかっていた。


　波の音しかしかない。


　空の色がおかしい。


　海の家がある、ということは、それなりに客がくるような砂すな浜はまだろうに、自分たち以外の人がいない。


　もうそれだけで、ここが普ふ通つうとは違ちがう場所だというのはわかっていた。


　いつもの日常とは違う、異常な場所。


　いつもの退たい屈くつな学校とは違う、妙な場所。


　だからこそ彼女は、


「なーんと海の家にも人がいませーん！」


　碧あお水み泉は楽しくなってしまって、はしゃいでいた。


「つまりこの砂浜は、俺たちのものだー！」


　とか、彼女は声をあげる。


　するとそれに、ヒメアといちゃついてばかりの大兎が言ってくる。


「それなにキャラよ？」


「なにキャラでしょ」


「知らねぇよ」


「ええ～知らないの～？　まああたしも知らないから無理ないけどねぇ～」


　とか笑いながら、彼女は海の家の中を物色する。お風ふ呂ろを見つけ、冷蔵庫を見つけ、中に食しよく糧りようがたくさん入っているのを見て、ああここでしばらく合宿するのねと、わかる。


　あとは一階にはなにもないようで、まずはシャワーでも浴びようかなと思うが、しかし、それはやめておく。


　ここは《軍》の訓練場なのだ。それも黒守先生が言ってたことには、ここにいれば彼女も――普通の人間にすぎない泉も、魔法の一つも使えるようになるかもしれないのだという。


　それはとても魅み力りよく的な話で、胸がどきどきしちゃうのだけど、しかし、魅力的な話にはリスクがつきもので、黒守先生が言うには、生き残ることができれば、とのことだった。


　つまりここには死が溢あふれているのだ。


　それも、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》や不死身君、混血ハーフブリードの封・解呪師スペルブレイカーや、雷いかずちの悪あく魔ま、それに天才だと思い込んでる俺様生徒会長と、ちょっと普通じゃない人たちを鍛きたえる場所ということなので、普通な自分だと、もう、スペランカーばりにちょっとジャンプしただけでも死にかねない。


　だからたとえばこの海の家も、月光と美雷がすでにここに入った、という事実を確認するまでは、絶対に独りで入ったりはしない。なぜならなにかの試練やトラップがあって、あっさり殺されてしまうかもしれないから。


　海だってそう。


　美雷が海に飛び込んだのを確認してからでなければ、彼女は決して海に飛び込もうとは思わない。こんな異常な場所の海には、人食い鮫さめの一匹ぴきや二匹や百万匹くらいいるかもしれないのだ。だから美雷が飛び込んだ位置までしか、彼女は進まない。


　そしてこのお風呂も、そう。おそらく月光は、冷蔵庫を開けて、《軍》がこの海の家に自分たちをどれくらい滞たい在ざいさせるつもりなのか、というのは確認したろうから、開けることができた。だがお風呂のシャワーの確認やなんかは、していないだろう。彼は男の子なのだ。女の子にとってのシャワーの大切さなんてきっと、まるで考えていないだろう。


　なので、もしかしたら彼女がシャワーをひねった瞬間、毒かなにかが出てきて死亡アウト――なんて可能性もあるので、


「……ま、シャワーはあとにしよーっと」


　と、彼女は呟つぶやく。それから周囲を見回し、月光と美雷がいないのを確認してから、


「じゃあ次の探たん索さくは二階かぁ」


　と、言う。そのまま階段の前へといく。すると階段の上は暗い。おまけに階段の壁かべには、ナイフや釘くぎが刺ささっていて、あきらかにトラップが発動したと思わる形けい跡せきが残っていて。


「ふむふむ。会長様方も上なのね」


　と、言う。


「月光君いるー？」


　そう声をかけてみるが、しかし返事はない。だがあの俺様会長は性格ワルワル病で無視してるだけかもしれないので、今度は、


「美雷ちゃーん」


　と、声をかけてみる。だがやはり、返事がない。それに彼女は眉まゆをへの字にし、


「ありゃ、これはもしかして、死んだ？」


　と、言いながら、一歩、階段を昇のぼってみる。もしかしたらトラップが発動するかな～、そしたら死ぬな～とか思いながらも、ちょっとだけわくわくしながら一段、階段を昇ってみるが、


「…………」


　なにも起きない。それに彼女は微笑ほほえみ、セーフ、と、言う。ちょっと緊きん張ちようしたせいで煙草たばこを吸いたくなり、でも禁止されているのでポケットからアメ玉を取り出そうとして、しかし、それが海の水で濡れてしまったことに気づく。しかし彼女は気にせずそれを取りだし、口に放ほうりこむ。


「あは、ちょっと塩味」


　と笑いながら階段を昇っていく。昇ったさきは明るい。そしてそこにはこの小さな海の家ではありえない長さの廊ろう下かが延びていて。


「お～、なんかちょっとすごくなってきたなぁ。これが次元が歪ゆがんでるとか、そういうやつ？　これのせいであたしの声が紅君たちに届かなかったのかなぁ？」


　とか言いながら、彼女は進む。すると数歩進んだところでまるでワープしたかのように、行き止まりの襖ふすまがある場所までたどりついてしまう。


　それに彼女はちょっと驚おどろき、それから、


「天才泉ちゃん、ここまでは無傷で到着～」


　なんて言いながら、襖を開ける。


　するとまた、その襖の先には奇き妙みような空間が広がっている。襖が七つある、和室。その和室の真ん中にはやはり七つ箱があり、その一つが開かれている。


　それを彼女は、見る。すると箱の上にはそれぞれ名前が書かれた紙が載っていて、泉の名前もある。どうやら開かれているのは月光の名前が書かれた箱のようだった。それに彼女はうなずき、それから和室の中へと入る。


　と同時に、突とつ然ぜん、正面の襖が勢い良く開く。全身傷だらけの月光がなにかから逃にげるように転がり出てきて、それに続いて、


「うわわあわわわあわ～」


　とか叫さけびながら、美雷が飛びだしてくる。


　そしてその襖の向こうに、なにか黒いモノが追いかけてきたように見えたが、襖が勝手にバチンっと閉まってしまい、すぐに見えなくなる。


　それを泉は見て。


　ぜえはあと肩かたで息をしている月光と、「いまの怖こわかったね～、やっぱいまのシレン８とかいう化け物は、あたしたちだけじゃ無理かな～？」とか、呑のん気きな顔で言っている美雷の姿を見つめ、


「……もしかして修しゆ業ぎよう中ちゆう？」


　と、聞くと、月光がこちらを見て、言う。


「うん？　ああ、不良か。ならもう他ほかの奴やつらはここにきてるのか」


「うん。下にヒメアちゃんと大兎君がいるよ。セルジュ君とハスガ君は外で、海の家以外の状じよう況きようを確かめてくるって」


　そう言うと、それに月光は疲つかれた顔でうなずく。


「ふむ。馬ば鹿かどもも少しはまともに働く気に……」


　が、その言葉は聞かずに、彼女は自分の名前が書かれた箱のほうへと近付く。そして、


「もしかしてこの箱に、ここでの訓練の仕方とか書いてあった？」


　と、彼女は聞きながらも、箱に手をかける。別に月光からの答えは必要ないのだ。《軍》は生徒会を強化するためにこの訓練場にいかせたんであって、殺すためじゃない。つまりどこかで、なんらかの指示や指導はあると思っていた。


　そしてそれがおそらくは、これだろう。


　だから彼女は躊ちゆう躇ちよせずに、箱を開けようとする、フリをする。しかし一瞬だけ手を止めて、月光の反応を確かく認にんする。止めようとしているのなら、開けるのはまずいのだ。


　月光はどうも意外に情にもろく、おせっかいのようなので、もしもここにトラップがあり、開けた瞬間に泉ちゃんさようなら～な展開なら、彼が止めてくれると思ったのだが、


「…………」


　しかしやはり、その様子はない。つまり開けても大だい丈じよう夫ぶなのだ。だから彼女は、ひょいっと箱をあける。すると中には、水着と手紙が入っていて。


「お～、泉ちゃんってば、水着をゲットしちゃいましたー！」


　と、それを取りあげて、掲かかげる。


　するとそれに美雷が反応し、


「あたしのは？　あたしのは？」


　と言うので、泉は笑って、美雷の名前が書かれた箱を指差し、


「美雷ちゃんのもあるんじゃない？」


　と、言う。すると美雷が箱を開けにいく。箱をあけ、中から黄色のかわいらしい水着を取り出し、


「あったぁあああああああああ！」


　と、顔を輝かがやかせる。


　そしてそれに月光が、


「いいからおまえら、指令書を読め」


　と、言ってくる。


　それに泉はもう一度箱の中をのぞき、


「これ、指令書なんだ」


　それに月光がうなずく。


「おそらく本人以外の目には映らないようなインクで書かれている。箱も本人じゃなきゃ開かないしな。だから読んで、その内容を言え」


　というので、泉はそれににやりと笑って、


「え～、それってプライバシーの……」


「言え」


「はぁい」


　と、彼女は笑う。それから手紙を箱から取りだし、開く。


　するとそこには、こんなことが書かれている。





　――碧水泉へ――


　この強化カリキュラムの詳しよう細さいについては、ここには書きません。


　すべては生徒会長の指令書によって説明済みなので、会長から説明を受けてください。もしも会長がきちんとした説明をしてくれない場合は、あなたの話術によって会長の協調性を引き出す努力をするように。





　――碧水泉専用項こう目もく――


　碧水泉は数字の七が描えがかれた襖を開いて入ってください。


　試練４までは死ぬことはないので、独力で挑いどんでも大丈夫です。そのさきについては会長の指示を仰あおぎましょう。





　それでは健けん闘とうを祈いのります。





「…………」


　という、それらの文面を読み終わったと同時に、月光が聞いてくる。


「なんて書いてあった？」


　それに泉は肩をすくめる。


「会長に全部説明済みだから、聞けって」


「噓うそを……」


「噓じゃないよ。会長の協調性を引きだして説明させるのがあたしの任務だってさ～。でも、そんなことしなくても紅君は馬鹿じゃないから、ちゃんと説明してくれるよね？」


「…………」


「い～くらあまのじゃくだからって、効率の悪いことは嫌きらいだもんねぇ？　ちゃんと説明してくれるに決まってるのに、《軍》の奴らも紅君を馬鹿にしてるよね～」


　と、にやにやしながら言うと、月光はこちらをにらみつけて、言う。


「おまえは本当に嫌いやな奴だな」


「あは、そーでもないよ？」


「まあいい。説明はする。死なれると困るからな。他の奴らが揃そろったら一度に話そう」


　それに、泉はうなずく。


　すると月光はそこで、やはり指令書を開いた美雷のほうを向き、


「おまえのはなにが書いてあった？」


　と聞くと、美雷がそれに答える。


「うんとね、なんかね、ガンバレって書いて……あ、あ、消えちゃったよ！」


「…………」


「これどうなってるの？　どうなっ……」


「うるさい。おまえは水着でも着てろ」


　と、月光が言った瞬しゆん間かん、美雷は黄色の水着を見て、それから自分の胸を押おさえて顔を真っ赤にし、


「げ、ゲッコーのエッチぃ！」


　とか、言う。


　それに月光はまた、うんざりしたような顔になり、それに泉は笑う。


　するとそこで、背後の襖がまた開く。大兎と、ヒメアと、エントリオ兄弟が揃って入ってきて。


　大兎が言う。


「廊下短っ！」


　すると美雷がこくこくうなずいて、


「ねー！　すごいよねー！」


　なんて会話をしている横で、今度はヒメアがこの和室を見回し、


「……廊下も、ここも、全部幻げん術じゆつかな？」


　と、言う。それにハスガがヒメアのほうを見て、


「でも幻術をかけられた感じはしなかったけどな」


「黒守とかいうあの人間は、幻術が得意なのよ。さっき戦ったときに、何度も幻術を使ってきたし……」


　と、いう彼女の言葉に、今度は月光が言う。


「だがおまえならその幻術を見破れるだろう？　サイトヒメア。幻術をかけられたのなら……」


　すると彼女はうなずく。


「たぶん、わかる」


「で、実際のところ、どうだ？」


　すると彼女は首を振ふり、


「たぶんこれ、幻術じゃない」


「現実か」


「うん。結界で鎖とざした、隔かく離り世界じゃないかな」


　というと、それにセルジュがうなずく。


「僕らでも破れない結界が多重構造で張りめぐらされ、さらに護衛役クアントルのような、よくわかんないのが溢あふれてました」


　なんて言葉に、横で聞いていた大兎が、


「くぁ、くぁんと、なに？　あの、もうちょっとわかりやすく説明してくれると……」


　しかしそう言いかけたところで、月光とヒメアが、同時に言う。


「馬鹿は黙だまってろ」


「大兎大好き！」


　とまあ、そんなどうでもいい二人の言葉はさておいて。


　さらにハスガとセルジュが部屋に入ってきて、箱を見下ろす。


「で、これを開けろって？」


「また罠わながかかってるんじゃないですか？」


　が、それには月光が首を振る。


「指令書が入ってる。それぞれ読んだら、お互たがいの情報を共有しよう。クソ忌いま々いましいことに、ここはお互いが協力し合わなければならないようにできてるらしい」


　と、彼が吐はき捨すてるように言うと、それにハスガとセルジュは笑い、


「つまり人と協力できないガキな誰だれかさんを大人に教育するための場所ってことか」


「ちょ、ハスガ、そんなほんとのこと言ったら会長が傷付き……」


「いいから早く開けろ！」


　と、月光が怒ど鳴なる。


　それに兄弟が笑って、箱を開く。中から指令書を取り出す。


　それを見て、ヒメアが言う。


「大兎。私たちも」


「ああ、うん。そうだね」


　そしてその二人も、箱を開く。中から指令書を取り出して、読む。


　そのそれぞれが指令書を読み終わり、顔をあげる。するとそれに、月光が聞く。


「この強化カリキュラムについての詳細は書いてあったか？」


　が、それには全員が首を振って、それに月光はくそっと、吐き捨てるように言う。それから、


「なら説明する。その後おまえらの指令書に書かれていた内容を聞き、最も効率のいい方法でこの場所から脱だつ出しゆつするための計画を立てる。いいか？」


　と言って、それから返事を待たずに彼は立ち上がって、説明を始めようとする。


　それに泉はもう一度、水着を見る。平へい凡ぼんなピンクの、ちょっとセンスを疑うような古ふる臭くさいデザインの水着を見つめ。


「…………」


　ああ～ほんと、ここにきてよかったなぁ、なんてことを、彼女は思う。


　夏だ、海だ、恋こいだ、花火だ、なんて平凡な、退たい屈くつな夏休みにならなくて本当によかった、と、彼女は思う。


　だってそんな普ふ通つうの毎日を過ごして、どうなるというんだろう？


　人間の人生なんて短いのに、思いっきり毎日を冒ぼう険けんしなくていったいなにが楽しいんだろう？　と、彼女はそう思う。


　彼女が入ったクラスの子たちは真ま面じ目めな子ばかりで、まだ一年のころから大学がどうこう、偏へん差さ値ちがどうこうなんて話しかしない。もちろんそれを無む駄だだとは思わないし、未来のために努力するのはすごいことだと思う。いずれその努力は、報むくわれるだろう。


　でもそれを見て泉は、なぜかちょっと、寂さびしい気持ちになるのだ。


　未来のために努力する。それはいい。


　でもじゃあ、いまが犠ぎ牲せいになっていいのだろうか？


　いま、思いっきり楽しまなくて、そんなの人生だといえるのだろうか？


　少なくとも彼女はそう思えない。たった一度しかない高校一年の夏を、振り返ってみてもこんなこと誰もしなかったでしょって言えるような、そんな夏にしたいと、そう思う。


　誰にも負けないような、誰も経験したことのないようなそんな夏に、そんな学校生活にしたいと、そう思う。


　なにせ本当に、人間の人生は短いのだ。


　そしてその中でも自分は。


「…………」


　彼女は、十八までは生きられないとか、ちょっと冗じよう談だんにもほどがあるでしょーと怒鳴りたくなるようなことを医者に言われてしまっているのだ。


　で、母親が泣いて。父親が泣いて。弟二人が泣いて。かわいそうだかわいそうだと言われて、そんなことないよこんなに楽しく生きてるよって笑ってみせて、それでもかわいそうだかわいそうだとみんなが言ってくるから。


「…………」


　だからこりゃ、頑がん張ばらなきゃなぁと、思ったのだ。


　医者が教えてくれた十八というタイムリミットを迎むかえたときに、ああ、でも、あたしの人生すごかったなぁ、とか、あー楽しかったーっと、言えるような毎日が過ごせるように、頑張らなきゃなぁと、思ったのだ。


　じゃなきゃかわいそうな人生になっちゃうから。


　みんなが言うようなかわいそうな人生になっちゃうから。


　だからこそ、この生徒会に入ったのだ。


「…………」


　そして彼女は、もう、平凡の証あかしのようなピンクのダサイ水着から、馬ば鹿かの塊かたまりのような俺様生徒会長へと目を移して、うふふと笑う。


　そして平凡な自分が、彼らの中にするりと入り込めたことを、神さまに感謝する。


　もちろん彼女は自分の人生をあきらめて、刹せつ那な的に生きているわけでもない。医者がさじを投げた生まれつきの脳の腫しゆ瘍ようを、ここなら治せるんじゃないかとそう思って、生徒会に入ったのだ。


　なんか魔ま法ほうかなにかでずばーっとね、治せたらすごくない？　なんて。


「…………」


　なんて、ねぇ～。


　と、彼女は少しだけ、笑う。その微笑ほほえみにちょっと恐きよう怖ふや、悲しさが混じりそうになって、でもそうなるとまた、父親や母親や弟たち、みんなの笑え顔がおが曇くもるから、彼女はそれを隠かくすように、慌あわててあははと声を出して笑う。自分は楽しんでるよとみんなに見せてあげるために、あははと笑う。


　すると説明途と中ちゆうの月光がこちらをギロリとにらみ、


「なにがおかしい？」


　と言ってくるので、それに彼女はまた、笑いそうになる。


　ここにいる人たちはみんな、今日にも死にそうな人ばっかりで。でも必死にあがいたり、もがいたりして生きてて。だからもし、自分が十八まで生きられないんだーとか言っても、だからどうしたとか言われそうで。それにもう、なんか、彼女は思わず嬉うれしくなって笑いそうになりながらも、慌てて手を振る。


「いやいや、会長閣かつ下かが意外とまともに説明してくれるから、ちょっとおかしく……」


「殺すぞ」


　それにまた、笑いそうになる。殺すってさ。ほっといても死ぬのに、気に食わないから殺すって。それにもう彼女は、本当に嬉しそうにしながら、


「はいはいごめんなさ～い。続けて続けて」


　と、言う。


　それに月光が、この強化カリキュラムについての説明を再開する。それを聞きながら彼女は、『七』と描えがかれた襖ふすまのほうへと目を向ける。


　そこが自分の訓練場のようで。そこで頑張ればもしかしたらちょっとくらいは魔法が使えるようになるのかもしれないなぁ、なんて思う。


　魔法が。


　家族や、自分が、心の底からもう一度笑えるようになる魔法が、使えるようになったりしてねぇ～とか、彼女はそんなことを馬鹿なことを思い、


「…………」


　また、あははと楽しそうに笑った。





　　　　　◆





　月光が話す今回の強化カリキュラムについての詳しよう細さいは、要約するとつまりこういうことだった。


　――仲間同士で助けあい、なるべく死なないようにみんなで強くなりましょう。


　それはほんとに、部活の強化合宿のようで、大兎はちょっと、中学時代に空手部の連中といった山やま奥おくの訓練場を思いだした。


　あのときもひどく暑くて、過呼吸になったりゲロ吐いたり筋肉が痙つって倒たおれたりといろいろ大変だったのだが、まあ、でも、思い返してみれば楽しかった。


　しかし今回はその、ハードバージョンなのだという。この合宿所は油断すると死ぬようなそんな場所で、命いのち懸がけで訓練をするのだという。


　なので最初のうちは仲間同士で守りあいながら課題に挑ちよう戦せんし、なんとか生き残ることができる力がついたり、突とつ破ぱできそうになるのを待ってから一人でその課題に挑戦する――というような手順を踏ふまないと、本当に一人では即そく死ししてしまうような厳しい課題がこの、襖の先には待っているのだという。なので、


「雑ざ魚こから手をあげろ。まずはそいつのサポートをして、続いてそれぞれの強化をはかる」


　なんてことを、月光が言う。


　するとそれにおそらくは一番弱い、ただの人間のはずの泉がはーいと手をあげて、言った。


「……あたしがたぶん、一番弱いけど、でも、最初はあたしのサポートはいいや。なんか指令書によると、あたしのはしばらくは死ぬような課題がないんだって。だから、やばいのが始まるところまでは、一人でやる」


　なんてことを言って、さっさと彼女は、部屋の左ひだり端はしにある襖のほうへと向かおうとする。


　そしてそれに、月光はうなずく。


「なるほど。《軍》も雑魚の成長に俺たちがあわせなくてすむよう、少しは考えてるようだな」


　と、言う。それから今度は大兎のほうを見て、なにか言おうとするが、そこでハスガが勝手にやはり左側にある襖のほうへと向かい、その襖に手をかけて、


「兄貴、一いつ緒しよにいこうぜ」


　と、言う。


　それにセルジュがうなずいてそれについていこうとするが、しかし、月光が制する。


「勝手に動くんじゃない」


　するとそれにハスガが月光のほうを向き、


「ってのは、俺に命令してんのか？」


「そうだ。馬鹿が話を聞いてなかったのか？　ここではお互たがいが協力する必要がある」


　と、月光は言う。


　しかしそれにハスガはすでに文字が消え、白紙になってしまっている紙を掲かかげてみせて、


「俺の指令書には、俺らは兄弟が力を合わせりゃこなせる課題にしてあるって書いてあったけど？」


　と、言う。


　続いてセルジュも、


「僕のもそう書いてありました」


　と、言う。


　するとそれに、月光の表情がみるみるうちに歪ゆがみ、小さく、


「……あの、黒守の野や郎ろう……ふざけた仕組みにしやがって……」


　と、呟つぶやく。


　それにハスガが、


「んぁ？　なんて言った？」


　と、言うと、それに月光はハスガのほうをにらみ、


「……俺の課題に、おまえらの力がいる。だから俺の命令に従え」


　なんて言う。


　するとそれに、ハスガの顔に急に嬉しそうな笑みが浮うかぶ。


「へ～、そりゃ手伝ってほしいってことか？」


「…………」


「お願いしますってことか？」


「…………」


　当然、月光は答えない。ただ、いまいましげにハスガをにらむだけで。


　しかしそれにセルジュが、


「まあなんか、どうもあれで頼たのんでるつもりみたいだから、手伝ってあげましょうよハスガ」


　と、やはり楽しげに微笑んで言って、それにハスガもうなずく。


「まあな。会長様が弱いままだと、俺らもこっから出れないみたいだしな～。ほんと、早く強くなってほしいよなぁ」


　なんてことを、言う。


　それに月光が震ふるえる。もう、わかりやすいほど怒いかりに震えながら、


「……手伝うなら、いい」


　と、言う。


　瞬しゆん間かん、まだ襖の向こうにいってなかった泉が、


「お～、紅君、おっとな～！」


「いいから雑魚のおまえは早くいけ！」


「ほいほいごめんなさいね～だ。もぉ会長ってば自分が弱いからってすーぐ機き嫌げんが……」


　と、言いかけたところで月光が腰こしの剣けんに手をかけようとして、それに泉はあはぁんと笑う。襖を開けて、


「ほいじゃお先にいってきまーす」


　と、襖の向こうへといく。バチンっと襖が閉じ、彼女の姿が消える。


　それに月光は苛いら々いらした顔で剣を収め、今度こそこちらを向く。大兎と、そしてヒメアのほうを。そして言う。


「おまえらも一緒にこい。どうやら黒守の奴やつは俺の課題に、他の生徒会委員の能力を使って乗り越こえるように設定したものばかりを用意してるらしいからな。どうせおまえらの能力もいるだろう」


　というと、それにセルジュが、


「会長は協調性がなさそうだから、まずはそこを鍛きたえる訓練が優先されてるん……」


「黙だまらないと、殺すぞ？」


　と、月光が言う。セルジュをにらむ。それにセルジュは肩かたをすくめ、


「……ここで黙る僕はお兄さん」


　それにハスガもヘラヘラ笑い、


「さっすが兄貴」


　とか、月光を馬ば鹿かにするように言う。


　だがそれにはもう、月光は反応しない。ただ冷たい目でエントリオ兄弟をにらむだけで、


「もういい。話を進めるぞ」


　と、言う。


　それにハスガとセルジュがうなずき、


「あ、一応言っとくけど、この嫌いやみって指令書の指令通りだから、あんま怒おこんなよ？　挑ちよう発はつしながらおまえの情操教育……」


「いいから黙れ」


「はいよ」


　と、ハスガは笑い、両手をあげる。


　それでエントリオ兄弟との話は、終わる。再び月光はこちらを向き、聞いてくる。


「サイトヒメアの指令書にはなんて書いてあった？」


　するとヒメアが答える。


「あんたを手伝えって」


「他には？」


「あんたに教える義理はない」


　するとそれに月光は目を細め、


「……そう、言うと思った。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》については《軍》は、他の指令を出しているだろうしな。ならおまえは俺についてこないか？」


　と、月光が言うと、ヒメアは首を振ふる。


「ううん。手伝えって書いてあったから、手伝う」


「そうか」


「ええ」


「じゃあ、手伝え」


　そして最後に、月光がこちらを見る。いつもの雑魚を見下すような目で大兎のことを見つめ、


「おまえはどうせサイトヒメアの金魚の糞ふんだから、この魔ま女じよについてくるだろう？」


　と、言ってくる。


　そしてそのまま月光はこちらから目をそらし、和室の正面にある襖ふすまを開けようとする。


　だがそれに、


「あ～、いや、俺はパス」


　と、大兎は言う。


　それに月光が振り返る。ヒメアも振り返って、こちらを見る。そのままなにかを聞いてこようとするが、聞かれる前に、


「俺は出来が悪いから特別補習だってさ」


　と、すでに白紙になってしまっている指令書を見せて、言う。


　するとそれに月光はあっさりうなずいて、


「やはり雑魚は雑魚レベルの訓練がチョイスされてるのか」


　と、言う。


　それに大兎もうなずき、


「そーかもね」


「なら独りでいけ」


「そーする」


「さあ俺たちもいくぞ」


　と、月光は襖を開き、さっさとその中に入ってしまう。それに続いて美雷と、ハスガが入り、最後にセルジュが襖のところで立ち止まってヒメアのほうを見て、


「あなたはどうします？」


　と、聞いてくる。


　それにヒメアはセルジュのほうではなく、心配そうな顔で大兎を見る。それに彼は、


「大だい丈じよう夫ぶ。俺一人でやれっからさ」


　と言うと、ヒメアはそれに、


「うん」


　と、あっさりうなずく。


　それに大兎は少し驚おどろいて、


「あれ、思ったよりあっさり納なつ得とくすんね？」


　と聞くと、彼女は手に持っていた指令書を見せて、


「私の指令書には、《軍》は大兎を大事にするって、書いてあったから」


「あ、そんなこと書いてあったんだ」


「うん。大切に教育するから、私にもちゃんと協力して欲ほしいって」


　と、言う。しかしそう言いながらやはり少し不安そうで。彼女は彼の胸にそっと触ふれ、


「……ほんとは……ほんとは私が大兎を……」


　と、そんなことを言いかけて、しかし彼女は、やめる。彼女の手が、胸から首へ、そして頰ほおへと上がってくる。そして、


「気を付けてね」


　と、彼女は言う。頰を優やさしくなでる。それに大兎が、ああっとうなずくと、


「ほんとに、大好きだよ、大兎」


　なんてことを、彼女は言う。それに、


「……ああ～、ええと、それはそのぉ～」


　と、大兎は少しどぎまぎして、それから襖を開けたまま、なぜかニコニコ顔でこちらを見ているセルジュを見て、ちょっと気まずい思いをしながら、


「……俺も」


　と、言う。するとヒメアが嬉うれしそうに笑う。彼の胸に一度自分の頰をつけ、それから、


「じゃ、いこっか」


　と、セルジュのほうに言う。


　するとセルジュがどうぞ、とばかりに道を空ける。


「先にいくね」


　と、ヒメアがもう一度だけこちらを向いて言って、そのまま、襖を開けた向こうにいってしまう。


　それからセルジュがこちらを向き、


「大兎君も気を付けて。お互たがい頑がん張ばりましょう」


　と言って、それに彼はうなずく。


「そっちもね。ヒメアをよろしく」


「はい」


「あと俺様馬鹿もね」


「はいはい。大兎君はほんと、優しいねぇ」


　と、セルジュは微笑ほほえんでから、襖の向こうへいく。するとバチンっと音を立てて襖が閉じる。


　そしてその和室には、誰だれもいなくなってしまう。


　それを確かく認にんしてから、彼はさっき読んだ、指令書に書かれていた文章を思いだす。


　彼の指令書には、こんなことが書かれていた。





　――鉄大兎へ――


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメアの犠ぎ者しや、鉄大兎に対しては、他の生徒会委員の方々とは別の、特別補習プログラムが用意されています。


　会長の指示を仰あおがず、数字の四が描えがかれた襖に、一人で入ってきてください。


　決して他の委員の方々を連れてこないように。


　この訓練場は、通常の、限りある命しか持っていない方では乗り越えられない、今回用意されたものの中では最も厳しい場所になっています。その上、一度入るとすべての課題を終しゆう了りようするまで、出ることができないような作りになっています。


　なので繰くり返しますが、くれぐれも他の委員の方を連れてこないように。





　なんていう、ちょっとものすごくハードそうなことが指令書には書かれていた。


　そしてそれに、


「……なんか怖こぇなぁ」


　なんて一人呟つぶやいて、大兎は笑う。


「おまけに俺ってば生徒会の中じゃ弱いほうなのに、なんで一番厳しい場所になってんのかね」


　と、愚ぐ痴ちる。それから自分の胸をぽんぽんっとたたいて、


「不死身だからか？」


　なんてことを言う。まあ確かに、彼の体は不死身で、おまけに一度死んで復活するとありとあらゆる不調や不具合がすべて回復してまうので、不ふ眠みん不ふ休きゆうで永遠に訓練を続けられる、という、他のメンバーとは違ちがう訓練の仕方ができる、というのはわかるが。


「……もしかして、そういう感じで鍛えられんのかな？　そりゃちょっと勘かん弁べんして欲しいなぁ……とかね、いまから怯おびえても仕方ないけどね。どうせやるんだし」


　そんなことを言いながら、一応彼はその場で体を伸のばす。筋肉をほぐすように、手、足と伸ばしていき、


「んじゃ、いくかぁ」


　と、彼は前に進む。『四』の数字が書かれた襖のほうへと、向かい、それを開く。


　するとその向こうはやはり、和室になっていた。


　その和室のほうへと彼は進む。


　刹せつ那な、目の前の景色が変わる。いや、景色だけじゃなく、彼が立っている場所の形までが、変わる。畳たたみだと思っていた場所が黒い、陶とう器きのような材質のものに変へん貌ぼうし、平面だった足場が、まるでお茶わんの底のような、緩ゆるやかなカーブを描く。


　そしてその陶器の底が丸く、円く、だんだん迫せりあがってきて、壁かべを作る。


　それはまるで巨きよ大だいな黒い壷つぼの底に、彼は立たされているようで。


　それに大兎は、周囲を見回す。


　するといつの間にか、襖もなくなってしまっている。もう、本当に壷の中のど真ん中のような場所に彼は立っていて。それに、


「……襖がなくなっちゃうんじゃそりゃ、もう戻もどれないよなぁ」


　と、呟く。


「で、これからどうなんのよ？」


　そう言うと、それに、


「それをいまから説明しましょう」


　なんていう答えが返ってくる。それもそれは、知っている声で。


「黒守先生？」


　と、彼が声のほうを振り返ると、やはりそこには黒守が立っていた。


　帽ぼう子しに丸まる眼鏡めがね。ストライプのスーツに、赤いタイ。白い手て袋ぶくろ。


　その、黒守が微笑んで、


「待ってました」


　なんてことを言ってくるので、大兎はそちらを向く。


「ってこりゃ、ほんとに補習なのかな？　先生直々に俺を鍛きたえてくれる？」


　が、彼はそれに、首を振ふる。


「訓練はまた、別でやります。ただちょっと、訓練を始める前に話しておきたいことがありまして」


「話したいこと？」


「ええ」


「なにかな？」


　そう、大兎が聞くと、黒守はそれに微笑んで突とつ然ぜん、


「あなたはサイトヒメアさんを、好きなんですか？」


　なんてことを聞いてくるので、それに大兎は思わず、


「へ？」


　と、間ま抜ぬけな声を上げてしまった。


　だが黒守はもう一度、


「驚くような質問じゃないんですけどね。まあ、もう一回聞きます。あなたはサイトヒメアさんを、好きなんですか？」


　改めてそんなことを聞いてきて、それに大兎は、黒守を見つめる。そして、


「……な～んで、そんなことを聞くのかな？　もしかして教師として、不純異性交遊は禁止だよ～とか、言うつもりだったりして？」


　と言うと、それに黒守はあははと笑う。


「そんなに野や暮ぼじゃありませんよ」


「じゃあ、なんで……」


　が、それを遮さえぎって、


「ねぇ鉄君。そういう問答を、僕はわざわざしにきてるんじゃないんだ。これは僕からの質問というより、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の従者――犠者である鉄大兎に対する、《軍》からの質問なんですよ。なので出来れば、僕がした質問には、即そく答とうしてもらえると嬉しい。でなければ体を痛め付けて、聞くことになる」


　そう言って、黒守はスーツの袖そでからまた、一本のナイフを取り出す。ついさっき、教室で黒守と戦ったときはあのナイフをどうにもできなかったので、たぶん、いまもどうにもできないだろう。


　それに大兎は肩かたをすくめ、


「……先生に勝てないことは、わかってるよ」


「じゃあ質問に答えてくれますね？」


「答えられることなら。だが……」


　しかしそれに、黒守は笑う。


「ヒメアさんが不利になるようなことを聞いたりはしませんから、安心してください。それに、彼女の秘密とか、別に知らないでしょう？」


　なんて言ってきて、それに大兎も、笑う。


「まあね」


「じゃあなんでも答えられますよね？」


「でも俺のプライバシーに関かかわることは～って言っても、これは《軍》からの質問だから、拒きよ否ひする権利は……」


「ないです」


「じゃ、質問始めて」


　そう大兎が言うと、黒守はにっこりと微笑む。


　そして再び、質問が再開される。


「あなたはサイトヒメアさんのことが、好きなんですか？」


「……ええと、うん」


「うんとは？」


「え～、それ言わせるの？」


「…………」


「んと、あ～、そう。好きだよ」


「本当ですか？」


「はぁ？　ほんとかって？　いや、そんなこと聞かれても、ほんとだからそう答え……」


　が、なぜかそれを遮って、黒守は続ける。


「だって、おかしいでしょう？　あなたと彼女は、九年も前に少しの間、公園で会っただけの仲だ。それもそのときの君はまだ、ほんの幼い子供だ。そんなころに少しの間だけ会っただけの少女を、普ふ通つう、命を懸かけてまで守りたいと思うほど、あっさり好きになるでしょうか？」


「いや、でもそれは……」


　だがそれも遮って、黒守は続ける。


「時雨しぐれ遥さんのことを命懸けで守る、というのならわかる。長いつき合いだ。それも兄妹きようだいのように。家族のように育った。命を懸けて、その命を救いたいというのは、わかる。実際に彼女はあなたのことを、守ろうとした。命を懸けて、サイトヒメアから守ろうとした。当然あなたも、同じことをするはずだ。それだけの関係性を、二人はすでに築いてきている。だが、サイトヒメアと君は、違う。ほとんど同じ時間を過ごしてはいない。ならなぜ、あなたは彼女を命を懸けてまで守ろうと思うのか？　ずっとそばにいてくれた時雨遥を裏切ってまで、サイトヒメアを守ろうとするのか？　そのことについて聞きたいと、《軍》は思っている。君はさっき、サイトヒメアに告白をしたでしょう？　好きだと、そう言ったでしょう？　しかしそれは、本当に、本心なんですか？」


　なんてことを、黒守は一気に聞いてくる。


　そしてその言葉に大兎は、混乱する。本当にヒメアのことが好きなのか？　遥を裏切ってまで、ヒメアのことを好きなのか、なんていう残ざん酷こくな質問を、ぐいぐいされてしまって。


　もちろんその答えはもう、彼の中で決まっている。だからこそ、ヒメアに告白したのだ。彼女を守りたいと、心の底から思っているからこそ、彼は彼女に告白したのだ。


　だから、彼は黒守をにらみ、


「……先生がなにを言いたいのかはわかんないけど、俺はヒメアが、好きだ」


　と、言った。


　するとそれに黒守がまた、


「本当に？」


　と、聞いてくる。


　それに大兎は大きくうなずき、


「ホントだよ。ってか、冗じよう談だんで……冗談でさ、ヒメアのことが好きなんだって、遥に言おうとかさ、思わないよ」


　と、答える。


　するとそれに黒守は微笑ほほえんで、


「そうですか。じゃあ、君のヒメアさんに対する気持ちは、本物というわけですね」


「ああ」


「では次の質問にいきましょう」


「まだあんのかよ」


「もう少しです。あと、少しだけ」


「じゃあもう早くしろよ」


　と大兎が言うと、黒守がうなずいて、


「もしも、です。もしもサイトヒメアが近い将来、世界を滅ほろぼすと言ったら、君はどうしますか？」


　そんな、黒守の言葉にまた、


「はぁ？」


　と、大兎はあきれたような声で聞き返してしまう。


「世界を滅ぼすって、なにを大おお袈げ裟さな」


「大袈裟じゃないでしょう？　彼女は普通の女の子じゃない。《幸福》という名の、最悪の魔ま法ほうを使おうとするような狂くるった魔女ですよ？　世界中の組織が怖おそれている、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》です。怖れられるにはそれなりに理由がある」


「でも」


「いや、君は悩なやまず、質問にだけ答えてください」


「いやでもさ……」


　が、それを遮り、黒守は続ける。


「近い将来、彼女は世界を殺す。一年三組の君の友達や、君の妹、母親、父親、そして時雨遥さんも、泣き叫さけびながら死ぬ。殺すのはサイトヒメアだ。彼女は笑いながらその、君が大切にしている者たちを殺し、そして言うでしょう。これからは二人っきりだね、大兎、と、彼女は言うでしょう。で、君はそれでいいと思ってるんでしょうか？　彼女を好きだから、君が大切にしているすべてのものを捨ててもいいと、そう思ってるんでしょうか？　それを聞かせてください。君は、彼女のせいで世界が滅びたとしても、彼女を愛せますか？」


「いや、そんな仮定の話を突然……」


「仮定じゃなく、これは現実になります。そういう預言が……いや、まあ、預言の話はいいでしょう。それは預言の第一段階で、もっとずっと世界はひどくなるし……ですがその第一段階を止めるためには彼女を殺す必要がある。殺さなければ狂った魔女が《幸福》を使って、君の大切なものをすべて台なしにする。それでもいいと君が思っているのかを、知りたい。君はサイトヒメアを好きだから、別に親や妹や、時雨遥や、その他すべての人間が死に絶えたとしても、気にしないと思っているのか、それを知りたい」


　と、聞いてくる。


　そしてそれに、大兎は答えようとする。そんなまだ起きていない、それも馬ば鹿かげた話を聞かれても、答えられるはずがないと、そう答えようとする。


　だがそこで、なぜか自分の口が、心が、別の言葉を吐はき始める。どういうわけか、別の気持ちを吐き出し始める。


　大兎は、言った。


「……当然、ヒメアを選ぶよ。遥なんてどうでもいい。家族なんて死んだっていい。俺はヒメアのことが好きだから、世界なんてどうなっっっ……」


　しかしそこで、言葉が止まる。


　黒守がナイフを投げ、それが大兎の首に刺ささり、言葉がでなくなる。首から血が噴ふきだし、しかしヒメアから貰もらった力によって、すぐに止まる。大兎が首からナイフを抜ぬくと、傷口が塞ふさがる。声が再び、出るようになる。


　それに黒守が、


「いま、あなたの意思とは別の言葉を吐こうとしたでしょう？　正気に戻もどれましたか？」


　そう問われ、それに大兎は少しだけ驚おどろいたような顔で目の前の教師を見つめ、


「いまのは一体……」


　と、言うと、黒守が答える。


「おそらくは洗脳魔法だ。あなたは何者かに洗脳されている。サイトヒメアを、あの狂った魔女を一いつ瞬しゆんで好きになるように。親や、幼おさな馴な染じみや、世界を失っても、それでも彼女を愛するようにと、洗脳されている」


　なんて言いだして、それに、それに大兎は、


「でも、ヒメアはそんなこと……」


「彼女じゃない。彼女はなぜか、本当に君を心の底から愛して、狂ってしまっているようだから。あまりにも長い時間孤こ独どくでいたせいで狂ってしまっているから、本来の目的を忘れて、君に、人間に恋こいをしてしまった。だからおそらくは、君を洗脳したのは彼女の主あるじでしょう。彼女が忘れてしまった、本当の主。そいつが君を利用して、彼女を取り戻そうとしている」


　そんなよくわからない、勝手な話をしてから、黒守はさっさと踵きびすを返し、消えようとする。


　それに大兎は、


「ちょ、待てって。おまえはいったいなんの話を……」


　が、黒守はそれにこちらを振ふり返り、


「洗脳されてる君と話しても仕方がない。まずはその洗脳を解きます。で、もう二度と敵の洗脳を受けないようにするための、呪じゆ詛そを君の中に埋うめこむ。ま、ちょっと敵が強大なのでね、その真逆の力を入れるんですが……それがかなりきつい。君が死なずに、生き残れるといいなぁ」


　と言って、その場から去っていこうとする。


　大兎はそれに、


「だから待てって。いったい、なんの話してんだよ？　敵って……ヒメアの主ってのは……」


　しかしその言葉は、届かない。どうやったのか、黒守の姿はあっさり消えてしまい、その代わりに別の声が空から――


　いや、壷つぼの中のような空間の、天てん井じようから降ってくる。


『それでは《月の外側の神》への耐たい性せいを高めるための、《天てん魔ま》の改造体移植術を始めます。改造体の人間への移植は、これまで一度も成功していません。拒きよ否ひ反応によるショック死、精神崩ほう壊かい、肉体の溶よう解かいなどの理由で、すべての試験体が死亡しています。しかし今回の被ひ験けん者じやは不死の能力を持っているので、十五分間に六度までの死には耐たえられます。つまり一瞬で六度以上死なないよう管理しながら、少しずつ移植を進めていくことになります。研究班と医い療りよう班は彼の体調をモニターしながら、常にクラスＡ待機の状態でお願いしま……』


「っておいおいおい、ふざけんなよ！　なんか、なんか話を聞いてっと、全然修しゆ業ぎようとかじゃねぇじゃねぇか！　実験？　改造？　おまえらなに言ってんだ！」


　と、大兎は怒ど鳴なる。だがその声はどこにも届かない。逃にげようにも、もう、ここへくるときに使った襖ふすまもないのだ。


　だがそれに、


「……おまえらの好きにはさせねぇぞ」


　とそう言って、彼は右拳こぶしを握にぎる。そしてヒメアから貰った貂魔テンマの白い火を、その拳に集める。そしてそれを、周囲を囲んでいる黒い陶とう器き状の壁かべに放とうとするが、


「…………」


　突とつ如じよ、壁から赤い光が大兎の前を横切る。その光が大兎の腕うでを切り裂さき、宙に飛ばす。


「ぐぁっ」


　とうめき、彼は宙に飛んだ腕を、左手でつかむ。自分の腕にそれを、繫つなぐ。するとあっさりくっつくが、しかし、貂魔テンマの火は消えてしまっている。もう一度力を集めないと、それは放てない。


　なのに声が、こんなことを言う。


『では実験を始めます。実験は蠱こ毒どく法で進めます。黒こく兎との呪のろいで壊こわした《天魔》を放ってください。黒こく兎とが被験者の中の《月の外側の神》の因子と反発しあい、反応を始めるはずです』


　そして突如、大兎の目の前の空間が歪ゆがみ始める。その歪みからぼとり、と、一個の黒い、不定型ななにかが落ちてくる。


　それに大兎は後あと退じさりながら、


「なんだ、これ……」


　と、呟つぶやく。いや、なんだと言いながらも、それがなんなのかは、薄うす々うす気が付いている。《軍》のアナウンスの言葉を聞いていれば、よくわからないながらもそれがなんなのか、くらいは、わかる。


《軍》が《天魔》を、コクトの呪いとかいうので壊して改造した、なにかだ。そしてそれを、大兎の中に入れようとしている。


　理由は大兎の中の、なにかを壊すために。彼を洗脳している、彼自身が気づいていないなにかを、壊すために。


　だがそれに、彼は身構える。というか、


「……ちょっと、まじで待てって。さっきおまえら、わざわざ俺に質問したくらいだから、ほんとに俺が洗脳されてるかどうかは、わかってないんだろ？　なのにこんなちょっと、やばそうな実験をやらなくても……」


　しかしその声もあっさり、遮さえぎられる。なぜなら目の前の黒い塊かたまりが急に、かち、かちかちかちかち、という、巨きよ大だいな虫かなにかが歯を鳴らすような音がしたから。


　そしてその音を、大兎は知っている。以前に学校でヒメアを殺そうとした、《天魔》とかいう名前の化物があげていた声だ。


　つまり本当に、この黒い塊は《天魔》で。


　そしてその、《天魔》の黒い塊が、


「シィイイイイイイイイイイイイイイ」


　奇き妙みような声をあげる。黒い塊の中央がぱっくりと開き、そこから牙きばが生える。そしてその牙が大兎に食い付いてこようとしていて。


「うおわ」


　大兎はそう叫んで、さらに後ろに下がる。そのまま拳を握り、貂魔テンマの光を集めてそれを放とうとするが、そのまえに彼の口から、薄桃ラベンダー色をした蛇へびが飛びだす。なんだこいつ、と彼は叫ぼうとするが、しかし蛇は口から出ているので、叫べない。


　その蛇が黒い塊に喰くらいつく。すると《天魔》が叫ぶ。絶ぜつ叫きようを上げる。


　それにまた、声が降ってくる。今度は暗い、男の声で、


『《月の外側の神》が入れた因子が出たぞ。奴やつを食い潰つぶせるだけの《天魔》を入れろ』


　するとそれに抗こうするように女の声がする。


『でもそれでは被験者の意識が――』


『壊れてもかまわないだろう？　別の心を入れてサイトヒメアを騙だませばいい。どうせあの魔女も狂ってる。こいつの心を入れかえたところで気づかない。だが、いま《月の外側の神》の因子に負けるのはまずい。《天魔》を増やせ』


『私は反対……』


『代案があるなら言え。ないなら黙だまってろ』


『…………』


『増やせ』


　するとそこでまた、大兎の周囲の空間が歪む。その歪みからいくつもの黒い塊がぼとぼとと落ちてくる。そのすべてが口を開き、牙を剝むいて大兎に襲おそいかかってくる。


　それを振り払はらおうとした彼の腕を喰い千切り、その隙すき間まから彼の中へ。


　それを避さけようとした太ふと腿ももに喰らい付き、その隙間から彼の中へ。


　その他も次々と大兎の中に入ってきて、そして彼の中で、音がする。


　音がする。


　耳みみ障ざわりな、虫が牙をこすりあわせるような、かちかちかち、かちかちかちかちかちかちという音が頭の中で鳴なり響ひびいて。そしてずるっと、その頭の中にまで、なにかが侵しん入にゆうしてきたのが、わかった。ずる、ずるずると、頭の中の、脳を喰らおうとするかのように、なにかが侵入してきたのが、わかった。


　それに大兎は、冗じよう談だんだろ、と、言いたくなる。だがその言葉は出てこない。口が蛇に塞がれているせいじゃない。ただ単に、言葉がでてこない。頭がなにかに占せん領りようされてしまい、正常な思考ができない。そして徐じよ々じよに目が見えなくなっていく。音が聞こえなくなっていく。鼻がきかなくなっていく。なにもかもがわからなくなっていく。


　ただ、一つだけわかることがある。


　それは、痛みだ。


　全身が痛い。


　全身をなにかに食い散らかされているような痛みが、どんどん、どんどん、どんどん大きくなっていって。


「……………………」


　大兎は、叫さけんだ。


　喉のどが切れそうになるほどに、叫んだ。


　だが、本当に自分が叫んだのかどうかは、わからない。音が聞こえないのだ。目も見えないのだ。だからいま、なにが起こっているのかもわからなくて。


　しかしそれでも彼は、叫ぶ。叫ぶ。叫ぶ。


　無理だと。もう無理だと。こんな痛みは耐たえられないと。


　死ぬ。


　狂くるう。


　このままじゃ、このままじゃ異お常かしく――


　が、そこで意識が消える。


　死んだのだ。


　だがすぐに彼の命は再生される。


　状じよう況きようは変わらないのに。


　全身が狂いそうになるほどに痛むという状況は変わらないのに彼は生き返ってしまって、


「………………」


　あああああああああああああああああああああああああああああああああと、心の中で叫ぶ。


　助けてくれ、助けてくれと、彼は叫ぶ。しかし叫んでもなにも終わらない。





　痛みが、絶望が、彼の中のすべてを支配して――





　　　　　◆





　そんな状況が数時間続いた。


　大兎はまだ、叫んでいた。





　　　　　◆





　そんな状況が、三日続いた。


　三日目にはもう、彼は叫ぶのをやめていた。


　なにもかもをあきらめて、それでも痛みは消えない。





　　　　　◆





　一週間経たった。


　すべてが麻ま痺ひしてしまって、痛みをもう感じない。だが、自分の体の中でひどく悪いことが起こっているのがわかる。


　意識も相変わらず不ふ明めい瞭りようだ。


　何度も、何十回も、何千回も、もう、気が遠くなるほどに死んでしまい、そして死ぬたびに一いつ瞬しゆん、意識を取り戻もどす。


　だがすぐにその意識は混こん濁だくする。


　なにも感じない。


　なにも感じない。


　なにも――





　　　　　◆


　　　　　◆


　　　　　◆





　そして二十日が経った。


　遠くに一人の男が現れたのが見える。


　そいつが、


「よく、こらえましたねぇ。正直、本当に生き残れるとは思ってなかったんですが、鉄君は意外と、やる男だったんですねぇ」


　そいつが、なにかを楽しげに話しているが、よく聞こえない。


　すぐ目の前にいるように見えるのに、ひどく遠く、遠く、遠くで話しているように聞こえる。


　自分の意識の外で。


　暗くら闇やみに包まれた意識の外でその、帽ぼう子しをかぶり、丸い眼鏡めがねをかけた男が言う。


「これでしばらくは、《月の外側の神》からの命令に、抗することができる。預言を回かい避ひして、しばらくはうまく立ちまわることができます」


　だがやはり、その言葉の意味がわからない。彼の意識では聞きとれない。


　するとその、暗闇に包まれた意識の中で今度は声がする。


《いまの聞いたかい？　人間が預言を回避するってさ。馬ば鹿か言うなよねぇ～。こんな小さな脳しかないのに、預言を読めるわけないじゃないか、なぁ相棒》


　なんてことを言う。


　その声のほうへと、大兎は意識を向ける。すると闇の中に、一匹ぴきのウサギが立っているのが見える。


　黒いウサギだ。


　それも人型の、人間の子供のような大きさのウサギ。そいつが楽しげに言う。真っ赤に染まった瞳ひとをみこちらに向けて言う。


《よぉ人間。調子はどうだい？》


　その問いに、大兎は答える。


《悪いよ》


《だろうねぇ。なんせもう、おまえは人間じゃなくなっちゃったからねぇ》


《そうなのか？》


《そうだよ。だから感じるだろ？　空気に流れてるこの預言の音を。ぜーんぶを終わらせる預言の音を》


《預言の音？　それは……》


《聞きとれない？》


《うん》


《じゃあ聞きたくないんだなぁ。それは君のいいところだね。人間のいいところ。そして君と同化した僕のいいところでもある。聞きたくないことは聞こえない。わーわーわーそんなの聞きたくないよぉ～ってな具合で、聞きたくないなら話を変えちゃおう。預言なんて僕らには肝かん心じんなことじゃないしね。それよりも大事なのは、これからどうするかだ》


《どうするか？》


《そうそう。僕らの力をどうするかって話》


《力？》


《そう。馬鹿な人間が触ふれちゃいけないものに触れちゃって作っちゃった、僕らの力。《天てん魔ま》をいじって、《月の外側の神》まで壊こわして、グジュグジュ混ぜてさ、愚ぐ呪じゆ愚ぐ呪じゆに混ぜまくって、それを蠱こ毒どくで人間に移植するなんてねぇ。よくもまあそんな、神をも怖おそれぬ行いができたもんだ。で、結果いったい、なにができたと思う？》


《なにかな？》


《ばけものだよ。預言通りの、手に負えないばけもの》


　そう言って、ウサギの子供はきゃきゃきゃと笑う。


《預言を回避するって言って、一番最悪なものを作っちゃった～。あはは。さーどうしよ。全部壊す？　君の好きにしていいよ。ばけものは君だ。いっぱい暴れようぜ》


　なんて言う。


　それに大兎は首をかしげ、


《ばけものは俺？》


　と言う。


　するとウサギはうなずく。そのままぴょんぴょんと跳とび跳はねながら、こちらに近付いてくる。


《そー、君～。もう理性も残ってないだろう？　人間が馬鹿だから、それも壊しちゃったもんなぁ～。だからついでにぜ～んぶ壊しちゃうんだぁ～》


　そう言って、ウサギが嬉うれしそうにこちらに抱だき着く。するとするりと彼の意識の中に、黒いウサギが入り込む。


　それで急に、意識が明めい瞭りようになる。


　さっきまでいまいち濁にごって、よくわからなくなっていた意識が戻って、目が開く。


　すると目の前に一人の男がいるのが見える。黒守だ。新任の英語の教師で、《軍》からきた管理官。


　そいつがこちらを少し、心配げに見ながら、


「ちょっと鉄君、僕の声、聞こえてる？　大だい丈じよう夫ぶかい？」


　なんてことを言ってくる。


　それに大兎は顔をあげる。


　黒守の顔を見る。


　それから周囲を見回す。


　本当に長い間彼は意識を失っていたようで、ここがいったいなんなのか、いまいち思いだせない。そこは暗い、陶とう器きの壷つぼの中にいるような場所で。


　そこを大兎はぐるりと見回す。それからもう一度目の前の黒守のほうを見る。


　すると黒守が、


「鉄君？」


　と言ってくるので、それに彼は答える。


「ここは狭せまいな」


「え？」


「邪じや魔まだから死ねよ」


「ちょ」


　が、黒守の言葉はそこまでだった。大兎は右手に力を込める。するとその右手が黒く染まる。それを振ふるう。すると黒守の上半身が消し飛ぶ。


　だが別にそんなことはどうでもいい。気になるのは、ここの狭さだ。いったいなんなんだここは。なんでこんなに狭い。こんなに狭くちゃ、力を振るうことができないじゃないか。


　だから彼は、口を開いた。大きく口を開いた。そして、


「ウオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」


　絶ぜつ叫きようをあげる。


　するとその震しん動どうで目の前の空間に穴があく。その先の空間がどこにつながっているのかはわからない。竜りゆうがいるか、神がいるか。だが別にそれもどうでもいい。そのすべてを殺せばいいだけだから。


　だから彼はその、空間の歪ゆがみを両手で押おし広げ。


「さぁ出よう。さようならみなさん」


　と、言う。


　それに声が聞こえる。


「なにが起きてる！」


　とか。


「なんでこうなった！」


　とか。


「そいつを逃にがすな」


　とか。


「抑よく制せい剤ざいを撃うちこめ」


　とか、人間どもがなにかを叫さけんでいるが、でもだんだん、その言葉の意味もわからなくなってくる。


　人間の言葉の意味がわからなくなってくる。


　わかる必要がないから。


　そんなものをわかる必要がないから、その音の波長を意識から消しさり、そして彼は笑う。大声で笑う。狂くるったように笑う。


　そして笑いながら、次元の裂さけ目を押し広げ――


　そして。


「…………」





　その、闇の向こう側へと、彼は消えてしまった。

















　　　プロローグ　悪夢の始まり――










　空が青い。


　ひどく青い。


　夜がこない、ずっと輝かがやき続ける強い陽ひ射ざしに、寄せては返す波の音。


　その音に耳を澄すませながら、


「…………」


　月げつ光こうは堤てい防ぼうの上で、アイスキャンディーをくわえて、海を見ていた。


　海では美み雷らいと泉いずみが水着姿でスイカ割りをしながらきゃっきゃと叫んでいる。


　さらにそこから少し離はなれた砂すな浜はまにパラソルを立て、封・解呪師スペルブレイカーの兄弟が寝ね転ころびながら、海の家におかれていた人間社会について書かれた本を読んでいる。なんでもタイトルは『剣けん術じゆつ危き機き一いつ髪ぱつ』とかいう幕末を描えがいた小説らしく、そんなもので人間社会の勉強ができるとはとても思えないのだが、まあ、別にそれを教えてやる義理もないので放ほうっておく。


　とりあえず彼はそんな、他の生徒会委員の面々を冷たい瞳で眺ながめやりながら、


「ふむ」


　と、小さくうなずく。


　ちなみに《軍》が用意した強化プログラムはすでに、すべてクリアしてしまっていた。


　ここにきた日から数えて二十九日目に泉が、あまり役に立つとは思えない初級の呪じゆ術じゆつを覚え、それでだんご虫のような弱そうな化け物を倒たおしたところで、全員の課題が終しゆう了りよう。


　そしてそこからさらに現在、四日が経過してしまっている。


　つまりここにきてから、すでに三十三日目。ここにきたのが七月の六日だから、いまはおそらく、八月の七日だ。


　といってもこの空間には夜がこないのでいまいち正しい日にちの感覚はないのだが、彼はポケットから出したケータイの日付を見て、それを確かく認にんする。


　ケータイの日付は確かに八月七日を表示していて、この空間の時間の流れが特とく殊しゆじゃない限り、現実世界でもすでに、日付は八月に突とつ入にゆうしているだろう。これが本当なら、学校の他の生徒たちもすでに、夏休みに入っているはずだ。


「…………」


　だがまだ、彼らはこの世界にいる。


　この、結界に閉とざされた奇き妙みような海にいる。


　理由は簡単だ。


　鉄くろがねの馬ば鹿かが戻もどってこないから。


　この空間からの脱だつ出しゆつ条件は確か、全員の総合力が一定のレベルまで達すると最終試験が始まり、それをクリアできれば外に出ることができる――なんていうものだったはずなのだが。


「…………」


　それに月光は踵きびすを返し、海の家のほうへと目を向ける。そして呟つぶやく。


「鉄が、死んだか」


　もしそうなら、鉄抜ぬきで生徒会全体の総合力を上げる必要がある。でなければ最終試験が始まらず、ここから脱出することもできない。


　もしくは、


「……自力で結界を破る方法を見つけるか……」


　しかしそれにしたところで、魔ま法ほうや結界の知識が一番深いのは、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》のサイトヒメアだった。だが、彼女は鉄が帰ってくるまでは、ここから出ようとはしないだろう。


　つまり、


「馬鹿が帰ってくるのを、待つしかないか」


　と、彼は呟く。


　そのまま彼は海の家へと戻り、キッチンへいく。冷蔵庫を開き、コーラと、それから冷れい凍とう庫こに入っていたアイスキャンディーをもう一本抜くと、そのまま二階へとあがる。


　そして例の和室へと入る。


　するとその和室には、サイトヒメアがいる。彼女は鉄が消えた襖ふすまの前で、じっと座すわっている。


　その彼女に彼は、声をかける。


「おい、コーラ飲むか？」


　すると彼女は首を振る。


「いらない」


「アイスは？」


「アイスもいらない」


　しかしそれに月光は、和室の中へと足を踏ふみ入れ、彼女の横にコーラとアイスを放ほうり、


「まあ、気が向いたら飲め」


　と、言う。それに返事はないが、別に気にしない。


　ヒメアはじっと襖を見つめているだけで。


　それに月光は、聞く、


「まだあの馬鹿は帰ってこないのか？」


「うん」


「もういっそ、こっちから迎むかえにいくのは……」


　が、彼女はそれにも首を振る。


「解かい析せきしたけど……この襖はどこにも繫つながってない」


「というとつまり……」


「うん。大たい兎とがいった訓練場は、こことは切り離されてるみたい」


「そうか」


「うん」


「じゃあ、待つしかないか」


「うん」


　と、彼女はうなずく。本当に心配げな、それでいて泣きそうな顔で、彼女はその、襖を見つめている。


　その彼女の顔を見下ろし、それから彼はもう一度襖を見る。


　するとそれにサイトヒメアが、


「……やっぱり私が……私が自分で、大兎を教育すればよかった」


　なんてことを、言う。


「……《軍》なんかの脅おどしに屈くつしないで、殺されるとわかってても、大兎を渡さないで……二人で逃げればよかった……」


　なんてことを言う。


　それに月光は、サイトヒメアのほうを見る。どうやら彼女は、《軍》に脅されていたようだった。確かに少し、おかしいとは思ったのだ。鉄くろがね狂いの彼女が、鉄と別行動をすることをあっさり承諾しすぎると、思ったのだ。


　おそらくは鉄大兎は《軍》で教育する。素直に引き渡さなければ、鉄大兎を殺すぞ、とでも言われたのだろう。


《軍》の、やりそうなことだ。


「…………」


　それに月光は目を細め、再びアイスキャンディーをかじってから、言った。


「別に鉄が死んだと決まったわけじゃない」


「でも、でも遅すぎ……」


　しかしそれを遮さえぎって、彼は言う。


「生徒会委員が死んだら俺に、《軍》から報告があることになっている。だから鉄はまだ死んでいないはずだ」


　と言うと、それにサイトヒメアがこちらを見て、


「そうなの？」


　と、言う。


　しかしもちろんそれは噓うそだ。《軍》はそんなことはなにも言っていなかった。だが月光はそれにうなずき、


「ああ。だからあまり心配しすぎるな。鉄はまだ……」


　と、そこで突とつ然ぜん、目の前の襖が動いた。


　それにサイトヒメアが立ち上がる。泣きそうな顔のまま、


「大兎!?」


　と、叫ぶ。


　月光もそれに薄うすく微笑ほほえんで、馬鹿が、帰ってくるのが遅いぞ雑ざ魚こ、と、言おうとする。


　だがその言葉を、


「…………」


　彼は飲み込む。


　襖が開いたさきに現れたのが、鉄じゃなかったから。


　そこにいたのは、黒くろ守すだった。帽ぼう子しに、丸まる眼鏡めがねに、すかした微び笑しよう。


　その黒守の姿を見て、月光は言った。


「……やっとお出ましか。散々待たせて、いったいどういう……」


　しかしその言葉にかぶせるように、


「大兎は、大兎はどこ!?」


　と、サイトヒメアが聞く。泣きそうな声で聞く。すでに鉄が消えてから、三十三日も経たっているのだ。不安になる気持ちもわかる。


　それに月光も黒守を見つめ、


「で、あの馬鹿はどこにいる？」


　と、聞く。


　するとそれに黒守がこちらを見る。そしてそれだけで、なにか悪いことが起きたのだと、わかる。


　いや、それはもう、鉄を除いたすべての生徒会委員の課題が終了しているのに、《軍》がなにも言ってこなかったことからも、わかることだった。


　もし課題が終わったとしても、まだまだやるべきことはいくらでもあるはずなのだ。だが、《軍》はそれを強制してこなかった。ただ、月光たちの存在を忘れてしまったかのように、放置するだけで。


　それに月光は、聞く。


「……なにか、あったろう？」


　するとそれに、黒守が困ったような顔で笑う。それにサイトヒメアが黒守のほうへと詰つめ寄っていこうとして、その、彼女の腕うでを、月光はつかむ。


「放して！」


　と、彼女は叫さけぶが、月光は放さずに、


「落ちつけサイトヒメア。まだ俺たちの力ではこいつに勝てない。だが俺がちゃんと話を聞く。鉄がどうなったのか、なにがあったのかを聞くから、少し静まれ」


　と、言う。


　それに彼女がこちらを見る。本当に気弱そうな、世界中に怖おそれられている魔ま女じよとは思えないほど弱気な顔をしていて。


　それに月光は、大だい丈じよう夫ぶだと言わんばかりにうなずく。


　するとそれに黒守が眉まゆを上げ、


「お～、合宿の成果が出てるね。ちゃんと部下を統率……」


「黙だまれ。俺はそんな話はしていない」


「そう？」


「そうだ」


「じゃあなにが聞きたい？」


「わかってるだろう？　鉄はどこだ？　なぜ、おまえが出てくる。鉄が戻って、最終試験が始まるんじゃないのか？」


　と、月光が聞くと、それにまた、黒守は困ったような顔になってから、


「それがまあ、ちょっと事件が起きてね」


　なんてことを言う。それにサイトヒメアがもう、泣き出しそうな顔になる。


　しかし月光はそれに、


「事件？　それはなんだ」


「それが、《軍》がちょっと鉄君を改造しすぎちゃって、そしたら暴走してねぇ……《軍》の実験場から外に飛びだして消え……」


　が、そこでサイトヒメアが叫ぶ。


「殺してやる！」


　と、叫ぶ。そして黒守に襲おそいかかろうとするが、それに黒守が懐ふところからナイフを取り出す。それをサイトヒメアへと放とうとする。


　しかしそのナイフを、月光は腰こしの剣けんを引き抜いて、弾はじく。


　さらにサイトヒメアの首をつかんで、後ろへと引く。それに魔女はこちらをにらみ、


「おまえも邪じや魔まするなら……」


　と、魔法の光を描えがき始めている指をこちらに向けようとするが、それに月光は、


「殺したいなら、殺せ。だが俺はこいつに、鉄がどこへ消えたのかを聞く。そして救出に向かう。おまえは俺を殺すか？　なら、そうしろ。おまえがそんな愚おろかな女だとは思わないが、もしそうなら、好きにしろ」


　そう言って、首を放す。
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　それにサイトヒメアがこちらを見上げ、目から涙なみだを溢あふれさせてしまうが、やはりそんなのはどうでもいい。


　月光はそのまま、黒守のほうを見る。するとそれに黒守が、


「いまの、いいね。一いつ瞬しゆん、剣の先が見えなかったよ。結構強くなったね」


　なんて言ってくるが、それも月光は無視して言う。


「ご託たくはいい。俺の質問に答えろ。鉄はどこに消えた？」


　するとそれに黒守が、


「それは言えない。彼はもう、僕らの仲間じゃないんだ。《軍》からの指名手配が……」


　しかしその言葉を遮って、月光は凶剣スペル・エラーを黒守の首に突つき付ける。


「言わないと殺す」


「出来ると思うかい？」


「まだ無理だな。でもだからどうした？　無理だからやめるっていうなら、もうとっくの昔に俺は死んでいる」


　するとそれに黒守が、笑う。嬉うれしそうに笑う。そして小声で、


「……なるほどね。君のそういうところに彼は、日向ひなた君は光を見み出いだし……」


「なにをぼそぼそ言っている？」


「いや、まあ、なんでもないんだけどね。じゃあ君らは――紅くれない月光率いる生徒会は、鉄君の後を追うつもりなのかい？」


　なんて聞かれて、それに月光はもう一度、黒守をにらむ。


　改造されておかしくなって、消えてしまった鉄を追う――なんてことには、本当はあまり、意味がない。いやそもそも、仲間を助けたいとか、仲間を守りたいとか、そんなくだらないことには嘔ヘ吐ドが出るとそう、彼は思っていたのだ。


　なのに彼は目を、畳たたみの上で泣きくずれているサイトヒメアのほうへと向ける。それから自分の中で動いている、よくわからない感情の動きへと意識を向け、うんざりしたように顔を歪ゆがめる。


　そして、言った。


　黒守を見つめて、彼は言った。


　大きくうなずいて、


「……ああ、そうだ。俺たちはあの馬ば鹿かを――鉄大兎を救出しにいく」


　するとそれに、黒守は笑って、


「……なんかちょっと、この一月くらいで急にリーダーっぽい顔に……」


　しかしその言葉の途と中ちゆうで、彼は剣を、黒守の首に刺さす。だが剣を刺されたままの状態で、黒守はやはり、笑う。


「いいよ。消息を教えよう。で、救えるなら救ってみるがいいさ」


「…………」


「まあでも、もう完全に壊こわれちゃったから無理だと思うんだけどねぇ……それにこれはほんとは、まずいんだけどねぇ。鉄君に君らが殺されちゃうと、僕らの計画も狂くるうんだけど……」


　そう言いながら、黒守は首に刺さった剣を抜ぬく。


　そして言う。


「でもやるんだろう？」


「ああ」


「もう彼、人じゃないよ？」


　と、いう言葉に、月光はにやりと笑う。


「俺の仲間は、人間のほうが少ないからな」


　それから剣を腰に収める。サイトヒメアに立てと言う。それからまた、踵きびすを返し、和室を出ていこうとして、それに黒守が聞いてくる。


「あれ、鉄君を助けにいくんじゃ……」


「そのための部下を呼んでくるから、ここで少し待ってろ」


　と、言う。


　そして和室を出る。


　廊ろう下かを抜け、階段を降りる。


　海の家の外は、相変わらずくらくらするほど陽ひ射ざしが強い。


　その陽射しに顔をしかめながら、ちょっとだけ思う。日向に殺すと言われて以来ずっと孤こ独どくだったはずなのに、いつの間にか仲間だなんだと、いったい俺は、なにをやってるんだと、うんざりする。


　だがなぜか彼はそれに、少しだけ笑えみを浮うかべる。これからなにかしよう、というときに、独りで戦うんじゃなく、違ちがう選せん択たく肢しもあることに、少しだけ面おも白しろ味みを感じて、笑みを浮かべる。


　しかしその笑みはすぐに消える。そしていつものしかめっ面つらで、彼は堤てい防ぼうの上から、海にいる部下たちに向かって、





「さあいつまでも遊んでないで、集合しろ馬鹿ども！　馬鹿を救出にいくぞ！」





　なんてことを、彼は怒ど鳴なった。





　　　　　◆


　　　　　◆


　　　　　◆





　そして場所は変わる。


　それはもう、数え切れないほどにいくつもの次元をくぐった、先。


　そこで彼女は、夢を見ていた。


　いや、実際には昔見た夢を、思いだしていた。


　すべてが消えてしまう夢。


　なにもかもが消えてしまう夢。


　そして娘むすめが泣き叫ぶ。


　私のかわいらしいミライが、声を上げて泣き叫ぶ、そんな夢。


　そしてその悲しい物語は、娘が――ミライがニンゲンに恋こいをするところから、始まるはずだった。だからそれに、


「……もう、ミライってば恋をしたのかしら」


　なんて言って、アンドゥのスクラルドは微笑ほほえんだ。


　おそらくはもう、したのだろう。


　だからすべてが始まってしまった。


　なにもかもが変わってしまう、最悪の筋書が始まってしまった。


　そして、以前に《天てん魔ま》に無理矢理見せられた夢の続きを彼女は思いだす。


　最悪の夢の続きを思いだす。


　アンドゥのミライがニンゲンに恋をして――


「……そして私は殺される、と。で、あなたが私を殺す化け物？」


　そう、彼女は聞く。


　目の前に突とつ然ぜん開いた次元の歪みに向かって、


「……私を殺しにきた、黒いウサギちゃんかしら？」


　彼女がそう聞くと、その、穴の向こうから、





「…………」





　一匹ぴきの黒い、化け物が現れた。














あとがき







　というわけで、『伝勇伝』を読んでる方は先月ぶりでーす！


『いつ天』だけ読んでるよー、という方でも、先々月ぶりでーすってね、あほかと！


　また４か月連続刊行ってどういうことなのかと！


　なんとまだ来月発売の原稿はあがってないぞきゃああああという状況でお送りしております『いつか天魔の黒ウサギ５』、いかがでしたでしょうかー？　連続刊行なので少し緩めに作ればいいのに、この巻も気合が入っております。おまけにまたちょっと厚めです。


　編集長が、


「あれ、今回は薄くしてくれって言わなかったっけ？」


　という気持ちを、むにゅ？　という顔で担当さんに表現していたと聞きましたが、こうなっちゃったんだから仕方ないですすみませんほんとにすみません。でも前回があの分厚さでもみなさんに買っていただけたので、なんとなく編集長も誤ご魔ま化かされ……


「誤魔化されてないよ～鏡く～ん。ガン見！　この分厚さをガン見してるよ！」


　す、すみません。次は、次こそは薄く――


「もう信じません！」


　ええええ～～、と、まあ、信じないというお墨付きをもらったので、次もしっかり書きまーす。怒られるのは担当キャサリンにおまかせします。


「怒られるの嫌ですよ鏡さん！」


　えー僕もやだもーん。


「だったら次は短くしましょうよ！」


　でもキャサリンが最後までがっつり書こうって言うんじゃ～ん。


「言いますけど」


　じゃあキャサリンのせいじゃーん。


「ええ～、人のせいにするなー！」


　と、毎日責任をなすりつけあってます。


　でも今巻もほんとに頑張りました。読んだ方は、あれだよね。今回の巻はなんか、大変なことになったね～！（って作者が驚いてどうするんだという話もありますが）


　でもこの作品はこうなっていくみたいです。今後もどんどん世界が広がっていって、そして生徒会のメンバーたちがそれに振り回されたり、戦いを挑んだり、成長したりしていきますが、応援よろしくお願いします。





　と、いうわけで、『いつ天』。


　スタートからたった一年で、それも短編集を出さずに本編だけで五巻も出てしまった『いつ天』。


　みなさんのおかげで信じられないほど調子がいいです。ライバルである『伝勇伝』（同時にやってる僕のもう一つの作品です。こちらもよろしくね～）に追い着け追いこせの勢いで本当にびっくりするくらい急激に伸びていて、頼もしい限りです。


　もちろん『伝勇伝』は長い年月をかけてお化けタイトルになってしまっているのでまだまだ牙城は遠いのですが、『いつ天』は一年目のルーキーなので、やるぞー！　と、燃えております。ルーキーとは思えないくらいほんとに伸びているので、本当に応援してくれてるみなさんには頭があがりません。


　作品というのは一度世に出てしまえば、読んでくれているみなさんのものだと僕は思っているので、みなさんの期待を裏切らないよう、これからも頑張りたいと思います！





　と、書かなきゃいけないことは全部書いた！


　それではまじで、次の原稿があまりにもホワイトなので（白紙ってことだぁああああ）編集さんに殺される前に次にいきます。ではこのへんで～。





　と、いうわけにもいかないのでした。


　宣伝しろと言われていたことがあったんだった！


『いつ天』が超調子がいいので、なんかメディアミックスの嵐です。ありがたいことです。





　ドラマＣＤ！


　２００９年12月発売！





　コミック版『いつか天魔の黒ウサギ』


　10月９日、ドラゴンエイジにて連載開始！





　さらにこの本と同時発売のドラゴンマガジンに、出張版コミックも載るよ～！　と。


　さらにドラゴンマガジンに、『いつ天』の短編はずっと連載されてるよ！





　と、そんな宣伝をし終わると～、もう、ほとんどあとがきスペースが埋まってしまった。あれぇ、じゃ、せっかくだからスペースいっぱいまで書こかな。


　なに書こかな。


　そういやこないだイラストの榎か宮みやさんと、コミック版を書いてくれるあさひなさんと、んでもってキャサリンと、コミックス担当のＴさんの四人で会食をしましたー。


　榎宮さん、あさひなさんと、超仲良くなりましたなんて書いてたら詳細を書く前にページ数がなくなったなんてこった！


　あと十行しかない！


　えー。じゃあ、会食の様子は、次回？


　とりあえずコミックス担当のＴさんのあだ名でも募集してみちゃおうか？　ちなみに女性です。Ｔ子じゃまずいよね？（笑）


　じゃあそれを募集しながら、今回は終了～！　次にお会いできるのは、ええと、ドラマガで『いつ天』連載やってたり、来月『堕ち伝』が出たりしまーす。そちらもよろしくお願いしまーす。
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